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會 計 機 械 化 論 序 説

渡 邊 進

1

我国における会計機械の普及は戦後特にここ数年間のことにかかる。戦前に

おいても若干の会社が会計機械の導入を行っていたが，それは寧ろ稀なる例に

属した。ここに会計機械とは記帳式会計機，穿孔カード式会計機及び電子式会

計機をいうのであるが，その普及状況をみるに穿孔カード式会計機(IB M及

r)rRRの合計）を使用する事業所（官庁を含む）は昭和27年には62であったが,

最近では約170に達している。記帳式会計機のうちナショナルのもの（2000吾，

3000吾及び31-号の合計）は同期間に100事業所から約270事業所に増加している。

由来我国においては生産機械の進歩改善に比して事務機械の導入が甚だ立遅れ

ており経営全体としての均衡ある合理化の達成が甚だ困難であったのであるが，

特にここ数年間の不況が産業界をして事務処理方法改善の必要を痛感せしめた

ことが，かかる会計機械普及の直接的な動因となったものと理解される。今後

の経営方策の樹立はますます取引数値の蒐集・整理・分析に依存すること多き

を加えるのであるから，会計機械の普及は将来更に進展するものと考えられる。

会計機械には次の種類のものがある。

（1） 記帳式会計機 これはタイプ・ライターと計算機を結合したものであっ

て，記録．計算．転記を一操作(single operation)で行う機械である。この場合

転記は複写により，叉はう．ラテンを二分割して使用し，自動的にrepeat Print X

＃まtotal transferする（機種によってはこの機能をもたないものもある）ことに

よって行われる。通常の記帳式会計機も或程度の分類機能を併せ有するが,.そ

の程度は甚だ限定されているので，この機能を強化する難械として分類統計機

(analysis machine)が出現した。

この種の機械ではキーを押す操作と記録（製表を含む）とが直接的な関係に

ある（換言すれば，打鍵の結果が直ちに記録に現われる）ことが特長である。

（この特長は穿孔カード式会計機と対比すれば明らかである)｡この特質をと
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らえて我々は記帳式会計機と呼んでいる。

記帳式会計機はNational Cash Register (National), Burroughs (Sensimatic),.

Re'ilington Rand (Foremost), Underwood (Sundstrand), Monroe等の諾会社によ

って提供されている。

（2） 穿孔カード式会計機 カードを媒介しとて記録（製表）・計算・分類

を行う会計機械である。これは次の一連の機械群から成る。

（基本機械） 穿孔機(Key Punch)検孔機(Veri6er) ,分類機(Sorter),計算

製表機(又は会計機とも呼ばれる) (Printing Tabulator)。

（補助機械） 醗訳機(Interpreter) ,照合機(Collator or Interpolator) ,再製

機(Reproducer) ,計算穿孔機(Calculating Punch)｡

右のうち照合機はカードの配列検査(sequence checking) ,突合せ(matching)･

組合せ(merging),撰出(selection)を行うためのものである。

計算穿孔機には現在リレー式のものと電子式のものとがある。特にこの分野

における電子式計算機構の発展は次に述べる電子式会計機をもたらすに至ったc“

穿孔カード式会計機はInternational Business Machines, Remington Rand (Perry

Rand), Powers Samas, British Tabulating Machineによって提供されている。特

に我国では前二者のものが有名である。

（3） 電子式会計機 計算の素材(information)を電子化し，計算．製表を

一貫して電子的に行う（電気インバルスを電子管回路によって処理する）機械

であって，スピードの高度化，オートメイションの徹底をその特長とする。

この種機械の提供者は次の諸会社である｡ International Business Machines, .

Remington Rand, Monroe, Burroughs, National Cash Register, Underwood, Raytheon,.

Radio Corporation of America (R C A)。

電子式会計機は我国においては未だ少数の会社がその導入について研究して

いる段階であるが，アメリカにおいては相当の普及度を示している。

‐会計機械は会計資料を迅速・正確に，計算・処理することを目的とする。会

計資料の迅速。正確なる処理は，ただに大企業に限らず，中小企業においても

その必要があるものであり，使用目的・処理能力を異にする各種の機械が現在

提供されているのであるから，会計機械化の問題はあらゆる規模の企業に共通

の問題であるといわねばならない。上に述べた記帳式会計機・穿孔カード式会

計機・電子式会計機はそれぞれの特長を有するものであって，特定の企業が何
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れの機械を選定すべきであるかは当該企業が会計機械によって処理しようとす

る仕事の量・仕事の種類によって異なるものである。併し一般的にいえば，有

効に会計機械を稼動せしめるためには，記帳式会計機今穿孔カード式会計機今

電子式会計機へと段階が進むに従い，より大なる仕事量，処理すべき複雑な計

算・分類業務の存在を必要とするものである。

2

各企業は機械によって処理しようとする仕事の性質・量に最も適合する機械

を選択しなければならない。そして他の経営活動の場合と同じく，如何なる機

械を導入するかについて，利用と費用の考量が慎重に行われなければならないb

この際考慮さるべき事項は次の如きものであろう。

（1） 経費の節約 例えば従来手操作で行われていた仕事を（量及び質を変

更しないで）そのまま機械によって行わしめようとする場合に，しばしばこの

基準による比較が行われる。この場合，与えられた仕事量に対して従来必要と
'毒

した費用（主として人件費・消耗品費）と，機械化した際に要する費用との比

較が行われる。後者に属するものは，会計機械の購入費及び施設費に対する減

価償却額（賃借契約に基づく場合には年々の賃借料と施設費の償却額）との合

計額 機械運営費（カード等消耗品費・電力費),投下資本利子（賃借契約の場

合にはこれは必要ではない｡】等である。更に機械化によって通常事務用面積

の縮少が図られ得る筈であるから，これによって得られる節約をも考慮に入れ

ることが適当である。かかる新旧費用の比較による経費節約度の測定は簡単で

あり，また何人にも容易に納得され得るものである。例えば給与計算に，ある

種の会計機械を適用することにより ，給与計算のための人件費を半減し得たと

いうが如きである。併し乍ら会計機械利用の目的が単一目的（例えば給与計算

というが如き）ではなく多面的となるに従い，かかる簡単なる比較は困難とな

る。会計機械の導入によって生ずる効果を直ちに金額的に見積ることの困難な

る部面が存在する》､らである。

（2） 迅速化 会計機械が導入された部課における費用は却って増大するも，

機械の行う仕事によって,他の部面における費用の節約となり，叉は企業の収益

を増加する場合がある。例えば工数管理に用いて作業能率をあげ労働力の有効

なる利用を図り,叉は在庫品管理に用いて常時在庫品の銘柄･数量が判明するこ
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ととなる結果販売政策上大なる利便を得るが如きである。凡そこれ等の仕事は

理論上は人手によっても行い得ることであるが，人手と計算量との関係によっ

て迅速には行い得ず，実用とはならない場合がしばしばあった。かかる場合に

おいて機械力による．迅速なる．事実の把握は事業経営上有力なる資料となるも

のである。また前述の計算穿孔機によって複雑な計算が容易に行い得ることと

なる結果，これを品質管理のための計算に用いて効果をあげている会社もある。

（3） 多面的利用(multiple use) 記帳式会計機においても，コントロール

・バアを取替えることによって一台の機械を多方面に利用することができる。

例えば一台の記帳式会計機を給与計算と販売会計とに用いるが如きである。併

しこれは会計機械の不働時(idle time)の排除に関する問題であって，ここにい

う機械の多面的利用の問題ではない。ここにいう多面的利用とは穿孔カード式

会計機における会計データの多面的利用をいうのである。

穿孔カード式会計機の特長は実に，カードを媒介としてデータの無数の再編

を可能にしたということである。例えば

1．甲商店からA商品を何箇(何円替にて)何円にて掛で買入れたということ

を現わしている穿孔カードは,一面仕入額計算のためのデータであると共に,買

掛金計算のためのデータでありまた商品受払(残高)計算のためのデータである。

2． 労務者甲に労働時間何時間（時間賃率何円）に対し金何円を支払ったと

いうことを現わしている穿孔カードは，同様に給与計算・労務費賦課計算（原

価計算上の）のデータであると共に，標準原価計算制度がとられている場合に

は，標準時間と実際時間とを比較するためのデータである。（給与計算に関す

る内訳項目たる残業時間賃金叉は源泉徴収税額を工場別に叉は会社全体として

集計することはここにいうカードの多面的利用ではない。併し年齢別にカード

を再編してその給与額を求めることは多面的利用の一つの形態である｡）

穿孔カード式会計機はかかる意味の多面的利用において特色を有する会計機

であるから，多面的利用を顧慮しないで，単一目的のためにこの機械を用いる

ことは，この機械の本来的な使用方法に適ったものという己とはできない。そ

れは，多面的に使用することのできるデータの利用を一部に止め，他面の利用

を放棄することとなるからである。かかる使用段階では，与えられた仕事量の

下において, 穿孔カード式会計機と記帳式会計機の比較検討が行われなければ

ならない。機械化されようとする仕事の性質が何れの機械によっても達成し得
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るものである場合，仕事量の大なることは記帳式会計機の台数を増加すること

によって解決し得べきものであり，この場合記帳式会計機と穿孔カード式会計

機の何れを選択するかの基準は，費用の大小及び迅速性である。このテストに

よって検証された場合にのみ，穿孔カード式会計機が単一目的のために利用さ

れる理由が生ずる。

穿孔カード式会計機の特長は実にカードの無数の組合せを可能ならしめ，基

本的なデータから経営に役立つ各種の数値を導き出すことができるという点に

ある。手作業の場合には容易に行うことができなかった（時間的・費用的に）

分類・統計事務（例えば販売員別・商品別・地域別分類）が，会計機械導入に

よって容易に達成されるようになったといわれるのは，穿孔カード式会計機の

この特長に由来するものである。

従って会計機械を選定しようとする企業は機械化しようとする仕事の範囲及

び要求されるスピードの程度を先ず明確に画定しておく必要がある。

（4） 機械能力の完全利用 この問題は二つの面に分れる。一は使用時間に

ついて相当以上のアイドル・タイムを生じてはならないということであり，二

は機械そのものの有する能力が完全に利用されねばならないということである。

後者の例として次の如きものがあげられる。例えば前掲の計算穿孔機は複雑多

岐な連鎖四則算を可能ならしめる機械であるが，当該企業の利用が乗算の面の

みである場合には，機械の乗算以外の多くの機能は全く無視される。逆にいえ

ばかかる企業においては高度な計算穿孔機の導入の必要は存在しなかったとい

うことになる。各企業は画定された仕事の性質に応じて，その要求を最も安価

に充足し得る機械を求めなければならない。この点に関して企業の特性に応ず

る単一目的(sPecialpurpose)の機械（特に電子式会計機において）が研究され

なければならない理由がある。

（5） 事務組織の再検討 会計機械の導入に先立って，機械が導入された場

合に実施せらるべき最善の事務組織が考案されなければならない。（高度な会

計機械となるほどその必要性は大である)。現在の事務組織をそのまま承認し

て機械の最善利用(best application of machines)が考えられたとしても，事務

組織の改善に伴い，従来の「最善利用」は新しい地盤において最早｢最善利用」

とはならないからである。而も事務組織の検討は一部課的な見地からではなく，

経営の全体的綜合的立場からのものでなければならない。また機械の導入は経
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営全体としての最効率的な組織の立案を可能ならしめる機会を提供するもので

ある。この場合特にセクショナリズムの気風の強い多くの会社においては会計

機械を導入した場合の主管部課を何れとするかが重要な問題となる。

会計機械導入に際して，上述の諸基準に照らして，その選定が行われなけれ

ばならない。そのためには充分な事前研究(preliminary investigation)が行われ

ることが必要である。特に穿孔カード式会計機を単一目的のために利用しよう

とする場合にはその正当性・経済性が充分に立証されなければならない。

我国の会社の中には先ず機械を導入しのちに機械化すべき仕事を探し出すと

いう気風がないではない｡かかる場合には仕事の発見と共に機械台数の増加,新

機種の導入が行われることとなるが，それは機械の配置転換を必要ならしめ各

機械に対する負荷(load)が不均等となり，機械利用の面において不経済となる

のみならず経営の全体的立場からする合理化・近代化を達成する所以ではない。

3

以上論ずる如く会計機械化は経営合理化の一環として考慮せらるべきもので

あり，経営の全体的立場から一貫した方針の下に，その導入が検討せらるべき

ものである。特に人力に比して高価な機械の輸入を必要とする（それは外貨の

支払を必要とする）会計機械が問題となるのであるから各種の目的に照らして

の完全な利用の方途が考究されなければならないoそしてその場合，恐らく我

国と事情を異にするアメリカ等では問題とされない多くの問題が，我国の会計

機械化論においては問題となる筈であるo

以上述べたところによって容易に推察し得る如く，我々の会計機械化論にお

いては次の諸事項が研究対象となる。

（1） 各種の会計機械の構造とその機能。これは或種の機械によってどのよ

うな仕事ができ叉はできないか，即ち機械そのものの能力を知ることであるo

（2） 与えられた仕事を機械化する場合に於る最効率的な処理方法。これは

所与の仕事を機械的に処理する場合に於て，最有利の方法を考究する事である。

（3） 会計機械導入に関連して経営全体としての最も能率的な事務組織の樹

立に関する研究。このことはもとより業種・業態によって異なることであるが，

若干のモデル・ケースについて斯る研究を行うことは可能であろう。

（4） 会計機械に伴なって生ずる経営上の諸問題。

この研究は昭和29年度文部省試験研究費補助による研究の一部である。

、

~
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事務の機械化と經螢の業態
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3．事務機械化の対象と経営の業態

（1） 事務の楼械化と経営の規模

（2） 事務の性格と機械化の形態

（3） 事務の性格と機械の性格

（4） 事務の機械化の業種的性格

（5） 事務の機械化と経営相互間の問題

4．事務機械導入過程における問題点

(1) 機械導入の仕方

（2） 機械導入と組織における摩擦調整の問題

5．事務機械化の効果判断

6．あ と が き

1． 開 題

生産面の機械化の著しい発展に比して，この生産活動を裏付ける不可欠の計 ・

算記録等の事務作業面の機械化は，約一世紀のおくれを以て，最近まで極めて

遅いテンポでしか進められなかった。比較的この分野の近代化の著しいといわ

れる欧米においてさえ，その目覚しい進歩は，漸く第二次世界大戦以後のこと

である。いわゆる電子計算機械の発達で，漸く生産面の機械化と均衡ある段階

に達し得る目途がついてきたようである。このような世界の動向を反映して，

わが国においても，代表的企業経営，公経営等にあって事務部面の機械化が，

この3，4年の間に急激に着手せられるようになりつつある。極言せぱ流行的現

象すら呈しているようである。戦前のように，極めて限られた専門分野でこの

ような計算記録作業の機械化が行われていた頃とは異り， 今日の如く，各種各

様の業態の企業経営公経営等において，広くこの種機械が急激に導入せられつ

つあるにおいては，それによって少なからざる経営問題を発生せしめつつあり，



8 会計機械化研究

従って又これを今日の一般的経営問題の一として考察しなければならない段階
（ユ）

に達しているということができるのである。

経営における事務処理面に機械を導入するということは，生産面における機

械化の場合と同様に，経営の組織並びに運営における一つ革新である。殊にそ

の事務機械が, I.B.M・或はR. R.等によって代表せられるパンチカード．メソ

ッドの計算記録機械，或は進んで電子計算機械の如き総合的能力を有するもの
（2）

である場合において，このことは顕著である。経営におけるいわゆる生産諾要

素の結合の態様における一の著しい変更である。従ってその意味において，こ

のような事務の機械化の前提たる従来の経営が如何なる態様を有しているか，

而して機械化が如何なる態様をもたらすか，ということ，換言すれば事務の機

械化と経営の業態との関係が少なからず重要なる問題となる筈である。

凡そ産業経営は，国によって，その背景，歴史的事情，産業機構等の特殊性

と相関連して，特徴ある態様を示すことが少くなく，従って生産面の機械化に

おいて，同じ業種にあっても，国により機械化の程度を異にし，或は機械化の

方向を多少共特徴的ならしめ，その結果相当異った業態を示すものが少くない。

同様に，一国内において，異る業種相互間において，その業態を異にし，更に

は同業種においてすら，企業によってこの種の相異がみられるのである。この

ような生産活動の裏付けをしている事務処理面の計算記録等の機械化について

も，同様の問題がある筈である。

0 経営における事務の機械化は，第二次大戦後の世界の産業界通じての顕著な
（3）

傾向で，とりわけわが国は，従来殆ど未着手であっただけに，この3,4年の普

註（1） 戦前パンチカード・メソッドによる事務機械をわが国に導入したものは極めて

限られ，昭和19年5月1日現在，ホレリス式，パワース式合して,30余の官庁，会

社，団体等に止まり，その内事業会社は17社，しかもその10社が生命保険会社であ
った。

これに対し，今日では官庁，諸団体等を除く一般事業会社の承で200社に近く，殆
どの業種の代表的企業に普及するに至っている。

（2） 事務部面用の電子計算機械として代表的なのは,I．B､M.社のC.P.C、とかE.

D・P. M.或はR､R.社のUNIVACの各種機械等があり，この内一部のものは既にわ
が国にも導入せられている。

（3） 第二次大戦後アメリカ，イギリス等欧米各国において，事務機械工業が飛躍的

に発展していることによって，このことが知られる。詳細は拙稿『事務機械工業の

進展と特徴』（『経営評論』昭和28年8月号並に9月号所載）参照。
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及の目覚しいことが注意せられるのであるが，その流行的風潮をみるについて

も，事務機械導入に際して，右の如き経営のそれぞれ有する業態に対する充分

なる顧慮が果してなされているか，どうかという点が危倶せられるのである。

その意味において，本論は，事務機械化の問題を，経営の業態の特殊性との

関連においてとりあげ，今日この部面において当面しつつある経営問題を考察

することを目的とするのである。

この考察については，事務機械化を主としてパンチカード・メソッドないし

それ以上高度の総合的な計算記録機械体系のものに限り，既にこのような事務

機械化を行い，或は現に行いつつあるわが国の企業の若干について，その実態

の観察を基礎として，それらの経営の当面している問題点をとりあげ，これを

考察することとしたものである。

まず事務機械化の意味を経営の業態との関連において把握し，ついで業種業

態による事務機械化の特殊性を考察し，更にこれらの事務機械導入過程におけ

る問題点について論じ，最後に事務機械化の効果判断に論及することとする。

2． 事務機械化の意味

一般に，機械は，人間労働に代置してそれ自体の機構が中心になるものであ

るから，機械化は，直接的には人間労働を縮少排除する。従って機械化の発展

は，一方に経済生活の向上，人類の福祉をもたらすと共に，他方において，失

業との関連が常に問題とならざるを得ない。この如き機械化と失業との一般問

題はしばらくおき，少くともこのことが背景となって，産業活動における機械

導入の態様に，直接間接特殊性を与えることとなっている。

‘生産面の機械化において，それぞれの国のもつ自然的，経済的或は社会的条

件のみならず，構成する人間労働のもつ条件等が，同じ業種についても多少共

異る技術的特殊性，機械体系を形成せしめ，従って叉その上につくりあげられ

る経営の態様をも特徴的ならしめることが少くなくみられることは，現に事例
（4）

の示している所である。

註（4） 生産面の機械化が自然的，経済的或は社会的条件に特徴づけられている著しい

例の一を綿業にみることができる。

綿業の機械化において，新大陸のアメリカが，豊富な原料資源と不足した労力と

不熟練労働に条件ずけられたのに対し，産業革命の先駆をなしたイギリスが原料の

輸入と熟練労働に多少共制約せられて，それぞれ相当特徴ある技術体系を形成し，
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このような機械化の特殊性は，単純に機械化の程度の相異に止まるものでな

く，機械化の質的な相異，或は機械導入の仕方の特殊性等によってもたらされ

るものである。ここおいて，機械は，単純に人間労働に代置するものとしての

みみるに止まらず，更に機械化のもつ内容についてみなければならない。

一般に生産その他の経済活動に機械を導入することは，本来人間労働の節約

をもたらすことであると考えられてきているけれども，今日の機械化のもたら

しつつある実態からみると，機械化に関連する結果は，単純ではない。即ち，

（1） 前述の如く, 人間労働の節約と熟練労働の不要化という当初より有する

機械化の直接的結果と共に，

（2） 仕事がより正確に実施せられ，叉より優秀なる質的結果をもたらし，

（3） 更に従来人間労働を以てしては，極めて困難かないし全く不可能なる分

野の仕事が可能になり，特に注意すべきは，

（4） 今日の機械化の段階は，むしろ人間労働との代替関係さえ離れて，全く

新たなる生産分野ないし経済的効果をもたらす分野が漸次顕著にみられつつ

さえあるのである。

これらの効果と直接間接関連するものとして，

（5） 高速度に大量且複雑なる仕事が行われることによって，時間の節約がも

たらされる。このことは，第一の効果と相伴う量的節約でもあるが，むしろ

時間的制約によって不可能であったものを可能にする意味において，第三，

第四の新たなるものをもたらすという効果とも関連を有するもので，時間と

いう観点から特に注意すべき面をもっている。

I

従って又その上部構造としての経営の業態にも少なからぬ影響を与えている。即ち，

イギリスは，原棉節約の観点から，原棉の解俵，混綿，打綿，硫綿等の準備工程の

機械的進歩著しく，紡糸工程も短い繊維を使用して且糸切れも少く高級糸をひくに

適するミュール精紡機を造出し，今日までこれが主たる部分を占めているのに対し，

アメリカは，原棉にめく．まれてその面の関心少く，従って準備工程は単にイギリス

の模倣を主とするに止まり，紡糸工程において独自の技術的発達を示して，機構が

簡単で能率のよいリング精紡機を造出して大部分がこれによって占められ，織布部

門の機械化も亦，イギリスに比し著しく進んだ。その結果，イギリスでは機械当り
能率に少なからず関心がもたれるのに対し，アメリカでは専ら工員当り能率が重視

せられることともなるのである。この如き技術的特殊性が，今日のアメリカと，イ

ギリスの綿業機構の特殊性形成の一要因となっているのであるが，この種の特徴あ

る態様は，他の産業部門において，叉他の国々の比較において少なからずゑられる

所である。
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（6） 人間に機械が代置することから，機械が人間労働を直接間接に規制する

側面を生じ，機械体系が総合されればそれだけこの特徴は顕著になってくる。

機械化ということは，例外はあるが，概して，以上の諾効果をいずれも具備

しているものということはできるけれども，機械化の対象，機械化の仕方の如

何で，機械によってもたらされる効果の重点は右のいずれかについて多少共異

るのである。かくて機械の導入がされるとしても，機械化の前提としての背景，

或は経営の業態の異ることにより，又それに伴って機械化の対象，並びに目標

を異にすることによって，相当特徴ある機械化の態様も亦もたらされることと

なるのである。

従ってこのような機械化の効果を把握するについても，人間労働の節約或は

熟練労働の不要化等によって直接的に量的に費用節約としてとらえることが可

能な場合と，仕事の優秀化，正確化等質的な効果によって，間接的に費用の節

約，収益の増大としてとらえられる場合と，更にこのような計算的把握が極め

て困難なる場合として，人間労働によっては全くなし得なかった新たなる分野

を生むという如き効果のもたらされるような場合もあるわけである。

事務の機械化に今いても同様の問題がある。この部面の発達が欧米の内でも，

とりわけアメリカ合衆国において目覚しいことば，相対的に労力が不足し，且

生活水準の高いことによる相対的に高い給与水準に条件づけられていることは

いうまでもない。しかも注意しなければならないことは，アメリカの企業を具

体的にみる時，現在資産’億暗ル以上の製造工業会社が百数十社に上り，それ

ぞれが多数工場を，日本の面積の20倍以上の国内，更には世界各地に配置し，

百工場以上有するもの数社をこえ，20工場以上を有するもの数十社に及んで，

高度の資本集約的巨大企業を以て構成せられているのであるから，更に事務面

の機械化が劃期的段階に達しつつあるといっても，そのことがアメリカの巨大

企業にとって経営管理上不可欠の要件であることと共に，これら機械化に伴う．

資本的負担は相対的には企業にとってその比重は高いものということが出きな

い。その普及の顕著なる所以である。

ひるがえってわが国の条件をみるに，人口の圧迫とそれに伴う低い給与水準

によって，労務費の比重がアメリカと対照的である上，企業の規模も，著しく

小さく資本金5億円以上の製造エ業会社で漸く180社，しかも狭い国土で20工

場以上を有するもの10社に足らないというにおいては，高度に発達した事務機

一
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械化を実施するには，その資本的負担の比重は高からざるを得ない。従って一

般論として事務機械化の必要性並びに普及の容易性について自ら問題があるこ

ととなるのであるが，（ア）基本的にいって，機械処理が可能になった大量の

繰返し事務を，依然として人力を以てすること自体人類の文化生活として問題

があり，（イ）又当面わが国といえども代表的企業その他の大規模諸経営にお

ける事務量の増大は少くなく，生産面の機械化に対応する事務面の機械化が必

然的に要求せられつつあり，（ウ）殊に事務処理の時間的課題，人力を以ては

全く不可能なる資料を欠くことによる計画性，合理性の欠除，（エ）従って叉

国際市場において競争的地位におかれる諸企業にあっては事務機械化が経営合

理化上不可欠の要件となるものも少くないであろうことう（才）更に近代生活

のすべての部面に機械が浸潤している今日においては，生活意識，生活慣習と

機械とが切離し得ないものとなりつつあって，単純に費用的側面のみで判断し

得ない側面の生じつつあること，等の諸点を考慮する時，わが国においても事

務機械化を当面の問題としてとりあげざるを得ないであろう。

ここにおいて，わが国における経営について，いわゆる生産諸要素の組合せ

の一の変更としての，事務の機械化のとりあげ方が問題となってくるのである。

即ち，高度化された事務機械の相対的に高い資本的負担の下において，相対的

に低い給与水準の人間労働に条件ずけられつつしかも機械化が要求せられるこ

とによって，経営合理化を企図するということは，

（1） 事務機械化の重点が，単純に人間労働に代置することでなくて，何よ

り従来の手作業による処理が著しく困難か或は全く不可能なる分野におか

れるべきであること，即ち要求される事務が時間的要素の重視せられるも

の，或は従来経営において要求せられながらも複雑にして作成し得られな

かつたもの等が重視せられる。

（2） 導入される機械自体は，高度に集約的に利用せられることによって，

機械単位当り能率の向上が注意せられるべく，むしろ作業員当り能率は二

次的なることも止むを得ざること。従って叉単純に個々の企業においての

みならず，企業相互間，業界全体として集約的効果が考慮せられるべきこ

とo

ということになるであろう。窮極においては，機械のなし得ることを依然人力

を以てすることの不合理性を排除し，いわゆる生産性向上に到達しなければな
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らないけれども，わが国のもつ社会的，経済的条件との時間的調整を考慮する

時，事務機械導入は当面右の如き観点から進められるべきものということがで

きる。従って叉事務機械化に伴う効果判断も亦，これに対応して，後述の如く，

経営にとって直接的把握の困難なる間接的効果に重点がおかれざるを得ないこ

ととなるのである。

尚この際注意しなければならないことは，わが国企業に導入せられるこれら

の機械の多くが殆ど輸入にまたざるを得ないということが，一層如上の条件を

苛酷にするのである。この意味において多少共この種機械の製造が，組立部門

から，漸次部品その他について，多少共国内で生産せられるに至ることが，機

械化をより容易にする道の一ということができる。

一般に生産面の機械化は，産業革命以来固定設備の増大化を中心に，いわば

集中的発展によって進められてきてはいるけれども，反面技術の発達は，水力

電気の普及，通信技術の発達，精密電気機械の発達等によって，固定設備の節

約という側面，即ちいわば分散的進歩によって時に裏付けられつつ，両者相関

連し乍らの発展が認められる。事務機械化の分野においても，同様の様相がゑ

られるのである。単純なる計算機，タイプ．ライター等から，これらの結合した

諸計算記録機械を生み出し，更に20世紀第一四半期にはパンチカード・メソッ

ドの機械体系を完成するに至った。事務機械化の分野における高度化，一応の

集中的発達ということができよう。しかるに，アメリカ合衆国においては，引

続く生産面の機械技術の高度化，これに伴う企業の巨大化は，この段階の事務

機械の改良発達は，通信技術の進歩と相まって数十万台の普及をみることとな

って，漸次いわゆる分散的進歩の形態をとるに至りつつある。漸く第二次大戦

後の電子計算機械の出現で,再び集中的進歩の形態に変じつつある如くであ製
ひるがえってわが国の実情を承るに，各種各段階の計算記録の各種機械が漸

く同時に急速にとりあげられつつあり，就中パンチカード・メソッドの機械が，

恰も現在アメリカにおいて電子機械が問題となりつつあるのと同程度に注目せ

られ，導入せられつつある。パンチカード・メソッドの機械が，漸く事務部面

庁

（5） 戦後におけるアメリカの電子計算機の発達は，技術の集中的進歩として巨大な

設備を必要とするものであるが，これとてその技術的発展によって，戦時中の初期

に属する機械に比すれば，今日事務部面へ導入されつつあるものは漸次その形態を

小さくし，ここに既にし､わゆる分散的進歩の萠芽がみられつつある。
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に術技のいわゆる集中的進歩としてもたらされつつある段階にあるということ

ができる。ここにわが国の事務機械化の既述の如き条件ずけの特徴が示されて

いるということができよう。

勿論以上は，わが国における事務の機械化を，一般論としてとりあげた場合

の特殊性であって，更にそれぞれの規模，業種，業態によって自ら程度，方向，

問題点等の異ることあるべきは当然である。これが以下の問題である。

／

3． 事務機械化の対象と経営の業態

経営は，業種により，規模により，特徴ある業態を有しているものであるか

ら，そのような経営内における計算記録等の事務処理のもつ課題も亦，多少共

特殊性を有することとなって，その機械化の対象，或はその導入に伴う問題点

も亦，一律に論ぜられない側面を有する。しかもこの側面が住々にして看過さ

れている如くであるので，ここには主として，事務機械化の問題を経営の業態

の特殊性との関連に重点をおいてとりあげることとする。まず経営規模につい

て，次で対象としての事務の性格について，事務機械化の考察をす上め，これ

らと関連しつつ業種的特殊性にふれ，最後に企業相互間，業界全体としての集

中的効果の問題にも言及することとする。主としてわが国の若干企業について

の事例研究にもとずくものである。

（1） 経営の規模と事務の機械化

経営の実態，そのもつ事務部面の特殊性を顧慮せずに，単純に経営の規模と

事務の機械化とを論ずることは，勿論意味の少いことで，更に後論に関説する

所であるが，理念的に少くとも異論のない範囲において，次のことはいい得る

であろう。

（1） 生産面の機械化の場合と同様に，ある程度の規模以上の経営でなければ，

対象としての事務量の関係から，事務の機械化は問題にならないということ，

且事務の機械化を実施するについても，経営の規模によって導入されるべき

機械の種類，程度を異にし，その選択に特に留意しなければならないこと。

（2） 経営の規模によって，事務量が異ることから，相対的に規模の大きい経

営に比し，小さい経営にあっては，導入された事務機械の利用がより集約的，

総合的ならざるを得ないこと。このことは後述の経営の業態，対象とする事

④

9
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務の性格との関連からも問題となってくること。

（3） 従って比較的規模の小さい経営にあって，尚事務の機械化による合理化

を意図するにおいては，事務機械利用の共同化の方策を考慮し，或はこのよ

うな集中的利用の可能な機関の設置せられるべきこと，

等であろう。前二者については，極めて一般論に過ぎ，単純に規模のみをとり

あげることは不適当であるから，更に後論に関説することとし，ここには，第

三の点について附言する。

アメリカにおいては，高度の事務機械については，その製造会社が各地にサ

ービス部を設けることにより，或は事務処理を引受けることを業務とする業者

により自ら機械を設置するに至らない諸会社をしてこれを利用せしめる制度が

発達しており，一層事務機械化の普及を容易にしている。電子機械による高度

の発展は，この利用形態を更に発展せしめつつある。

わが国においてこそ，このような利用形態が本来より重要なるべきであるが，

まだその便宜はできていない。しかし既に高度の数学的計算，技術計算の分野

にあっては，計算センター設置が進められつつある現状であるから，電子計算

機械時代に入ると共に，その緊要度は一層大きい。このような共同利用として

考慮せらるべき形態として，実現可能な，叉はその萠芽のみられるのに，（1）

業者団体によるもの，（2）企業系列によるもの，（3）事務機械業者の共同

利用のサービス部設置或は事務処理引受の専門業者によるもの，等があげられ

る。

（1） 業者団体によるもの。

この形態のものは，文字通りの共同利用という域には達していないが，これ

に関連した注意すべき事例がある◎

日本綿糸布輸出組合その他の団体が組織している日本繊維輸出統計協会がそ

れである。同協会は，パンチカード・メソッドの計算記録機械を設置して，輸

出繊維製品の船積統計，輸出契約統計等を，品種別，市場別に，手作業では不

可能の程度の詳細なる資料を作成して，官庁，業者の利用に供している。これ

らを中心として，一方には海外諸国との貿易接渉，協定等に際して貴重なる盗

料を作成し，他方には各業者の市場の実態把握を便ならしめ，殊に業者の希望

によって，自社の全体に対する地位を明かならしめ（勿論他社の盗料は秘密厳：

守),或は時に業者の希望する盗料を特別に計算作成する等のことをしている。
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更に事務機械化を企画準備している業者のテスト時代を，一定の手数料によっ

てこの機械を利用せしめる便宜もはかっている。これらは文字通りの共同利用

ではないけれども，機械設置の母体，利用の方法等について示唆するものがあ

る。

このような同業者団体が各業者の便宜をはかるという形態は，業種によって

容易なものもあれば困難なものもあり，叉その主体となる業務の性質の如何に

も関係があるが，今後わが国における事務機械化の有力なる方向の一と考えら

れる。勿論その為には若干の前提条件の必要なことはいうまでもないo少くと

も，（プ）関係業者の事務の機械化に関する認識が充分なること，（イ）他社

資料の秘密厳守が機械担当者は勿論，利用者側に徹底することが必要なること，

（ウ）同業者である為に，依頼の仕事が時期的に偏ることについての調整の問

題等解決されねばならないものがあるo更に業者団体の如き形態における機械

部門運営には，一会社におけるそれとは異る特殊の問題を有することも考慮し

な､ければならない。

#(2 ) 企業系列によるものo

ここにいう企業系列は，広義のそれで，資本的，技術的，取引的，人的その

他の諸関係で，近親的関係にあるものをいう。この関係企業間の機械の共同利

用は，前者の如く関係業者が直接的に競争関係にないだけに’より容易である

と考えられる。当初は同一系列に属する会社間の共通の，或は類似した事務の

機械化，例えば株式事務の如きは，これが当面の対象に，比較的容易なもので

あろう。信託業の発達しているアメリカでは，信託銀行が委託会社の株式事務

一切を集中的に処理することによって，高度に事務機賊が利用せられている如

き，形態は異るけれども一の示唆となるであろう。わが国においても，証券代

行会社或は二，三の証券会社の業務にこれに似たものがみられ始めている。

（3）事務機械業者ないし専門引受業者による共同利用

事務機械製造業者或は取扱業者による共同利用のサービスの提供は，技術的，

経済的に高度に発達した事務機械である程その緊要度が大きく，且わが国の如

き企業の規模においては一層相応しい形態の一と考えられる。しかしながらこ

の分野の機械化の普及の著しいのが漸くこの三，四年で，未だ確固たるマーケ

，ツトが形成されていないということ，従って叉わが国における事務機械製造会‘

社或は販売会社等自体の事情も亦未成熟であることによって現在は殆ど問題に
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なっていない。同様の意味において専門の引受業者の如きの発達も亦一層困難

なる事情にある。当然今後の研究課題として注意せられねばならない形態の一

つである。 ～

（2） 事務の性格と機賊化の形態

経営内において発生する或は必要とせられる事務には，種々の性質のものが

あり，これを機能的にみると経営の職能との関連において分類することもでき

るけれども，機械化の対象として，処理しなければならない作業の性格から分

類すると，差当り次の如き三点が問題となってくるのである。

（1） 単純なる極めて大量の事務の機械化と複雑なる相当量の事務の機械化

（2） 経営の本来業務としている仕事に伴って生ずる事務の機械化と，経営

管理，経営経理的事務の機械化

（3） 対外的に関係のある事務の機械化と内部的関係の事務の機械化

いずれの分類においても，相対的の意味におけるものであり，且厳密には分

け得る性質のものでないけれども，現に機械化の対象になっているものをみる

と，このように把握することができ，これによって，事務機械化もこれらの特

殊性の相互関連によって，ある程度特徴づけられることが知られるのである。

(1) 比較的単純な極めて大量の事務というのは，生命保険会社の保険契約

事務，電力会社，電信電話公社の料金関係の事務, 証券会社の売買業務の事務，

証券取引所の清算事務，大都市の如き公共団体の徴税事務等にその著例がみら

れるのであるが，その如き事務は，叉主としてその経営の本来業務としている

仕事に直接随伴して発生する事務であることが多く，従って更に当然にその経

営の対外的関係の密接なる事務であることが普通である。

このような比較的単純な極めて大量の事務は，その限りにおいて事務の機械

化が最も容易である筈である。而して直接に人間労働の節約が顕著であるとい

う意味において，その効果も容易に把握できる性質のものである。

しかしながら，その多くが業務自体のもたらす事務であることよりして，前

述の如く，直接に対外的関係を伴うものである。例えば，生命保険会社におい

て, 対保険契約者関係，或は中間の対代理店関係等の如く，叉電信電話公社の

対加入者関係，電力会社の対需要者関係の如し。ここに事務の機械化が，事務

自体の機械適用の容易性の大なるに拘らず，必しも円滑に進み得ない点がある
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のである。事務の機械化は，当然に上記の契約書類或は請求書, 徴集用紙等の

粗材，様式，取扱方法等に特定の要求ないし限定をもたらすのであるが，相手

方たる契約者，支払人，顧客等の事情は，意識的無意識的にこれを受け入れる

ことを阻むことが少くない。主体が独占的経営である場合には，多少共この困

難は緩和されるけれども，競争会社の場合はその克服は容易ではない。文字の

制約，集金方法，支払方法等の慣習或は制約，相手の住所，氏名の複雑性等が

それである。殊に対象が一般消費者或は個人である場合と，生産者その他産業

関係の個人或は法人である場合とによって問題が異る。生命保険会社と損害保

険会社の需要者の相異をみる時このことは容易にみとめられる。

（2） これに対して，機械化の対象になる程度の相当量の事務ではあるが，

前者の如く，比較的単純な繰返し事務に止まらず，交錯した複雑なる処理を必、

要とするものは，主として経営の直接業務とするものに随伴するものより，こ

れらの業務を営む経営の管理上とか，経理上とかその他種々の要求にもとづく

事務に属するものであって，従って叉主として経営の内部関係において処理さ

れるべきものに多くみられる。いわゆる会計の機械化といわれ，生産工程の管

理，材料管理，その他の経営管理の為の機械化といわれるものがこれである。

この場合は，事務の機械化に際しての組織立案，適用の方法等について研究．

と工夫を要することが多く，既述の場合に比して困難が多い。従って叉その結

果の効果の把握も亦，直接的に，短期的に計数的にとらえることが容易でない

のであるが，長期的且全般的には，単純なる大量事務の機械化に比して，遙か

に大なる効果をもたらす場合が少くないのである。むしろこの種の事務は, 複

雑なる故に，手作業時代は極めて困難なる為に全く実施せられていないか或は

不完全にしか行われていないことが多く，その意味において，本来の機械化の，

能力を発揮したものということができる。

又これらの事務は，主として経営の内部関係においてのみ処理されることが

多いから，前者に比して，外部事情による機械化の制約は少いけれども，経営

内部における影響範囲は反対に極めて広いことの結果，経営内の組織並びに人

間関係について考慮されねばならない問題がより著しいこととなるのである。

以上の二の主流は，経営内において事務の機械化の対象となるものを，傾向

的にとらえたものである。従ってこの他に，両者の中間的性格のもの，或は既

述の作業の性格の三分類の相交錯したもの等が少くない。業務上のルーティン

１
１
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つワークの機賊化以外に，その結果としての諾業務統計作成の機械化は，単純

な繰返し事務でない経営資料作成の機械化であり，業務以外にも株式事務，賃

金支払事務等の比較的単純な相当量の事務の機械化も亦少くない。

いずれにしても，このような事務の性格のもつ特殊性と，その機械化に伴う

問題点，並びに機械化のあり方には，相互に関連したもののあることに注意し

なければならない。

‘（3） 事務の性格と機械の性格

以上の如く事務の性格の如何によってその機械化の形態が特徴づけられるこ

とから,。自ら導入されるべき機械の種類ないし性格も亦限定せられる筈であるb

今日わが国で事務の機械化として，特に問題となっているのは，一連のパン

チカード・メソッドの計算記録機械，或は進んで電子計算機賊等である。この

場合，事務処理という観点からすれば，いわゆる万能的(general purpose)機械

体系というべき標準型のものがとりあげられている。而して機械化の対象とし

ての事務が，前述の二の主流の内後者の経営内部の複雑なる資料作成である以

上，このような万能的目的の機械体系が最も要求せられる所であろう。

しかしながら，前者の主流である単純にして大量なる業務に伴う事務の機械

化については，考うべき問題がある。勿論この場合といえども，多くの経営は，

同時に経営内部の諸資料作成にも兼ねてこの種機械を用いていることが普通で

あるから，その限り標準型の万能的機械体系であることが必要であろう。しか

しながら，この単純にして大量なる事務処理において，規模が大きくて専らこ

の分野にのゑ利用する場合には事情が異る。必しも標準型の万能的性格の機械

体系の全機能を必要とせず，専ら特定のくりかえし作業に止まり，叉他方にお

いてその如き事務処理の為には標準型機械体系の有しない特殊の性能，装置を

も要求することとなるであろう。ここにおいて，専門的単能的性格( special

p u rpose)の機械体系が考慮されねばならないこととなる。

一般に生産機械においての発達の一の方向は，万能機械より単能（専門）機

械への方向にあって，生産量の大量化と共にこれが実現されるのが一般的傾向

である。事務処理の機械化も亦同様に，個別の機械は高度に単能化しているの

であるが，事務処理という観点からの機械体系全体としては万能的性格である。

事務処理の機械化は，原材料を加工して生産する一般的機械と性絡を異にして，
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前述の如く万能と単能の用語を同一の概念によって律し得ない側面を有し，一

律に論ずることはできない。むしろ，経営内部の事務の処理は，その総合性に

おいてこそ意味があるので，これを機械的に処理するにはいわば万能的機械が

要求せられることが当然である。しかしながら，既述の如き単純にして大量な

る業務に関係あり，且対外的関係の密接なる事務の機賊化においては，機械体

系自体も亦単能的，専門的なることがより合理的な場合が少くない筈である。

生命保険契約，電力料金，電話料金の集金事務，取引所の清算事務等その著例
（6）

であろう。

・ア〆リカにおける電子計算機の事務分野への最近の導入についてみると,R｡

､R・のUNIVACとか, I.B､M・のCPCの万能機械と共に，特殊の用途の為に特

製の電子機械の用いられつつあることが報ぜられている。例えば，航空会社の

座席予約の為の機械，通信販売会社の注文処理の為の機械，百貨店の在庫管理
（7）

の為の機賊等の如きである。パンチカード・メソッドの計録機械は，電子機械

に比しては著しく性能が限定せられている為に，万能化と単能化は前の事例と

は要求せられる程度が異るけれども，記録の必要度，作成書類の諸条件，カー

ド処理等について，対象とする事務の種類によって考慮せられるべきものがあ

るようである。

わが国の場合，全体としてはアメリカに比し経営規模が著しく小さいから，

より万能的性格の機械体系が，その集約的利用の上からも要求せられる所であ

るが，業務のルーティン・ワークの機械化を主とする若干の業種については，

標準型の万能機械体系よりも，むしろ専門機賊体系を考慮することの合理性を

認められるものがある。今後研究せられるべき分野の一である。只アメリカ国

註（6） 事務分野においては，単純な計算機，記録機械或は会計機類の如き，それ自体

で仕事を完了する文字通りの単能機械があり，比較的経営規模の小さ↓場合，或は

， 単純に人力の機械力による代替が行われる程度の段階に，とりあげられるものが少

くない。従って一連の単能機械の結合による万能的機械体系として本論にとりあげ

ているものは，むしろ事務自体の要請する総合化の観点から大きな進歩であるとい

うことができ，生産面におけるそれと性格の異るもののあることに注意しなければ

ならない。尚機械体系全体としての作業目的の単能化は，個々の機械の単能化を，

勿論万能的機械体系に比し一層専門化せしめることとなるであろう。

（7） このアメリカの例は, P.B・Laubach and L. E. Thompson @@ Eletronic Computers ''-

Harva rd Business Review, March-April l955参照。
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内と異り，この種機械製造業者との地域的隔りの大きいこと，叉一部組立工場

が国内に設けられていても，普通品の部品製造，組立に止まっていること，こ

れらの業者のわが国市場に対する販売政策等が，わが国自体のマーケットが狭

く，歴史の浅いことと相俟って，右のような専門機械体系を生むことを阻んで

いるということができる。利用者，需要者側における積極的なる研究が望まれ

る所である。

（4） 事務の機械化の業種的性格

以上の所論を拠り所として，事務の機械化を業種的にみると，次の如き傾向

があげられる。

（1） 既述の如く，比較的単純なる繰返し事務の大量なる故の機械化は，生

命保険，損害保険，電力，電話，証券取引等々の業種において特に顕著にみら

れる所である。而してこれらの業種の多くは，いわゆる製造エ業に属するもの

でないことより，経営内部における管理上の要求する事務は，相対的な関係で

は製造工業に比して，多いとはいい得ない。ここにおいて，これらの業種にお

ける事務の機械化は，業務に伴う事務の分野において比較的容易に実施せられ，

且その分野に専ら重点がおかれて，経営内部の事務機械化はその比較からいっ

て前者に比しては二次的ならざるを得ないこととなる。その為に経営規模が製

造工業に比して更に大きく，その事務量の巨大なるものでなければ，その負担

に耐え得ないか，少くとも機械化の効果を発揮することに困難を伴うこととな

る。

現に電力会社，電信電話公社の如く，わが国企業経営，公経営の代表的規模

のものにおいては，最もよくその効果を発揮し得る可能性を有し，且これらの

場合には，経営規模の大なることよりして，業務に伴う事務処理の為の機械部

門と，経営内部の管理事務処理の為の機械部門とをそれぞれ独立して存立せし

めることも可能となることもあるのである。かくの如く職能的に分化する以上

は，その機械設備についても，既述の如く，一方に不要なる部分を排し，他方

においてより合目的なる要求をみたす専門的性能を有せしめる必要を当然に生

じてくる筈である。

他方において，業務に伴う事務の機械化のみを以てしては，その規模が不充

分なる場合にあっては，経営内部における管理的事務について，機械の集約的

●
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利用をはかることが必要となるのであるが，その場合，製造工業に比しては，

一般にその分野の比重の低いことから，その効果発揮が困難となるのであって，

経営規模の制約がより大なることに注意しなければならないこととなるのであ

る。

（2） 業務に伴う直接の事務以外でも，単純なる繰返し事務の機械化という

観点から，多くの業種を通じて多くの経営において，株式事務の機械化，賃金

支払事務の機械化等が比較的早く着手せられる分野である。しかしながら，こ

れらの事務量は，巨大企業を例外として，前述の業務に伴う事務に比しては，

相当少いことが普通であって，その意味において，この分野を主体とする機械

化の象では，その効果を充分発揮し得ないことは当然であって，むしろ機械部

門の存立の可否がとりあげられることともなるであろう。従って多くの経営に

おいては，何より経営内部における管理的事務の機械化に主目標がおかれなけ

ればならないであろう。

（3） かくて製造工業においては，とりわけわが国において，主として経営

内部における管理的事務の機械化を建前として，事務の機械化が進められるこ

とによって，機械の集約的利用をはからねばならないこととなる。而してこの

場合において，更に業種によって相当特徴的なとりあげ方が問題となってくる

のである。

（ブ）まず製造現場としての工場のみをとりあげてその生産形態ないし生産

方式とそれに伴う事務の機械化とについてみることとする。
（8）

工場の作業方式を大別すると次の如くなる。．

多…生塵|鰯薑耀慧織}楓"笙産一噸憧

少…生塵|美禦蝋業組織-組剛生産-交替隆一大量生産一継続性

右と関連して，原材料の種類の少いものと，多いもの，それと同様の意味で，

部品，下請等で対外的関連性の大なるものと少いもの，生産工程の比較的単純

なものと，複雑なもの等の特殊性が交錯しているのである。

この場合，右の作業方式を中心に管理事務の機械化の問題点をみると次の如

くなる。

註（8） 藻利重隆『工場管理』昭和25年刊行142頁。

●

！
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① 流れ作業方式は，コンベーヤー等によって生産工程自体が自らコントロー

ルしていることから，工程管理の事務的側面の問題は，完全なる意味におい

ては，相対的に比重が少いoその極端なる場合が，化学工業における装置を

中心とする生産工程にみられるoその代りに，この如き流れ作業方式を完全

に運行する為に，原材料，半製品，部品の適時適量の調達という側面に管理
S

上の重要なる課題が存している。これらの資材部品が多種類にわたる時の適

確なる管理は，事務の機械化によるのでなければ実施し得ない。自動車工業，

ラジオ工業等にその適例がみられる。

② 若干の種類の製品を，かなり大量に生産する組別生産方式のもの，例えば

或る種の電気機械製品工業者たちの著例をみるが，この場合は，原材料，半

製品部品等の調達上の適時適量化の為の管理が必要であると共に，生産工程

が完全に自動的流れになっていない意味において，その進行上の管理も亦事

務機械化の重要な対象の一となるであろう。

③ 多種少量生産，個別生産，注文生産という一連の方式の結合するものにあ

っては，生産エ程自体のコントロールは全く行われないから，この如き方式

を以てして工場規模の大なるもの，造船工業，産業機械工業等にあっては，

資材並びに工程の管理事務の機械化による合理的運営が最も重視せられる。

④ 原材料の種類が比較的少く，且生産工程も相対的に単純なる場合，例えば

繊維工業にみられる如き場合には，前述の如き意味における管理上の複雑性

の少いという意味において，事務機械化のこの分野の比重に関する限り大き

くないということができよう。

従って同様にこのような作業組織を前提とする労務管理，或は工数管理，又

広く原価計算等の事務の機械化という側面からも亦，略を同様のことが指摘で

きるであろう。

（イ） 上述の如く工場自体の作業組織の如何によって，事務の機械化の程度

並びに適用の側面に相当異るものがあることが明かとなるのであるが，この如

き工場を一社にして多数有しているか否かによっても亦，問題が異ってくる。

即ち工場自体としては，その作業組織の性格から，或はその規模から，事務

の機械化の制約があっても，複数工場なるの故に，全体として事務機械による

管理の可能ないし必要なる条件がつくり出される。

更にそれぞれの工場自体の事務機械化が重視されるものが複数工場からなる

⑧
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場合には，新たなる問題を生ずる。それぞれの工場に一連の機械体系を設置す

る場合と，事務機械部門を全く本社等のセンターに集中せしめる場合と,更に，

､一部の末端機能の部分のみの機械を現場において，主としてはセンターで処理

する場合とが考えられる。これは単純に機械設置の便宜の問題に止まらず，経

営組織内における責任と権限の集中化と分散化との問題に直接関連する場合を
①

生じ，経営の規模，業態 並びに経営方策との関連において，慎重に解決せら

れねばならない問題である○又各工場相互間並びに本社のセンター部門との連

絡のテレタイプ｡，電話その他の機械に関する技術的課題も亦考慮せられねばな

らないこととなるo

（ウ） 経営内部の事務処理の機械化は’以上の如き製造部門並びにそれに伴

う経理事務に止まるものではない。販売，購買等の職能に伴って生ずる事務の

機械化も亦考慮されねばならないO販売，購買に伴う事務の機械化は，既述の

本来の経営の業務に伴う事務の場合と同様に，経営の対外関係の問題が注意せ

られねばならないoこの内，購買に関する問題は，製造部門における原材料，

資材，部品等の問題として一部触れた所である。

販売について特に問題になるのは，生産者財の如く，販売先が数においてか

なり限定せられ，叉需要層が相当明確に把握できるものより，この如き限定の

ない消費者商品についてである。特に市場生産方式を前提とする大規模経営に

おいて，就中，有標品，有名商品の規格品，標準品を，相当種類にわたって’

広範囲なる市場に，大量に販売する如き業種，食料品，医薬品，電気機械製品，

特殊繊維製品等々の如きにおいてその著例をみるO

即ち，これらの業種にあっては，一方において市場の実態の把握 いわゆる

市場調査の側面から，他方においてこれに伴う適正なる販売管理，商品管理等

の実施の必要から，これらの販売に伴う諸々の事務並びに資料作成に,その機

械化による処理が極めて重要となってくるのである0

〆

（5） 事務の機械化と経営相互間の問題 ，

一般に今日の事務の機械化は，専ら個々の企業経営自らの観点から進められ

つつある。しかしながら，既にみた所でも明かなる如く，同業種の経営相互間

には極めて類似した特徴を有しているのであるが，更に亦同業種相互において

事務処理についての関連性が多少共あることから，業界全休との関連における

●



事務の機械化と経営の業態 25
、

事務の機械化の問題を生じてくる。殊に既に触れた如く，わが国の企業経営の

条件よりして，機械の集約的利用をはかるということは，単に一企業経営内に

おける問題に止まらず，叉いわゆる機械の共同利用という形態においてでもな

く，同じ業界或は関連業界全体として，或る程度計画的に解決することによる

集約的利用ということについても留意しなければならない事である。

勿論今日の事務の機械化は，企業経営にとって全く新たなる技術問題，経営

問題を生じていることより，既に各企業経営の担当者間の経験交換，相互研究

も行われつつあって，その結果多少共右の如き業界全体の問題解決にも資して
⑪

いることは事実であるけれども，未だ意識的，積極的に業界全体の関連におけ

る事務機賊化の問題解決が必しも充分認識されているとはいい難いようである。

現に損害保険，株式取引等にこの如き相互関連性の密接な著例をみる。

（プ） 損害保険会社の主要なものは，既にパンチカード・メソッドの機械を設

置しているが，更に損害保険協会の損害保険料率算定会にもこれを設置し，

料率算定，保険契約の集計，再保険等の為の統計処理を行っているのである。

これが叉個々の保険会社への機械導入を促進したことともなっている。この

場合，各社相互間，並びに協会との間に，コード化, 書式，事務処理方法等

について，標準化，単純化，合理化が問題となってくる。

(イ） 叉主要証券会社が，パンチカード・メソッドの機械を有し，更に最近は

一部の電子機械をも導入したのと相応じて，東京，大阪，名古屋の三証券取

引所も亦事務機械化を実施した。この場合も亦，これら相互間の合理化の為

に，コード化その他の導入過程の調整が問題となってくるのである。

同様の事例は，電力会社相互間，各銀行並びに日本銀行との間においてもみら

れる。

製造工業においては，必しもこの如き形における関連性は多くはないであろ

うが，機械の集約的利用という観点からは，程度の差はあれ同様の問題を無視

すべきではないであろう。このことは叉，既述の同業者団体による機械の共同

利用或は集約的利用の問題とも関連を有することとなる。

以上の如き場合において，採用する機俄の方式，その機械の運用と組織等に

ついては，勿論同業種といえども，それぞれの経営の業態の特殊性，経営方策

等から異ることは或る程度当然のことであるが，少くとも，相互の対外的関係

においては，合理化の為の相互調整の努力を怠ってはならない。機械化の為の

”

1
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機械化でなく，経営並びに関連経営自体の目的達成の観点から，自主的に解決

すべき問題である。

以上概観した所によっても明かな如く，その業種，業態によって事務の機械

化の対象となる分野の重点は，多少共特徴的なことが注意せられる。従って又

それらの経営において機械導入に伴って生ずる問題点も亦，共通なるものと，

特殊的なるものとをもつこととなる。これが以下の問題である。

4． 事務機械導入過程における問題点

経営における事務機械化実施に伴って当面する問題は，大別して二つの側面

にみられる。一は機械導入の仕方であり，他の一は機械導入という革新に伴っ

て生ずる摩擦の調整の問題である。

（1） 機械導入の仕方

経営における事務処理を機械化するについては，まず何より，既述の如く，

その経営の業種，業態，規模の如何によって，機械化の重点，適用の範囲，機

械化の仕方等，最も経営の実態に適応した目標を設定することの必要であるこ

とはいうまでもない。

近時わが国の主要企業への機械化の普及の目覚しいことによって，この種事

務機械にとっては，わが国は相当有望な市場を形成しつつあり，それに伴って，

これらの製造業者による販売競争も亦激化しつつある実情にある。この如き事

務機械製造業者或は取扱業者の積極的なる販売方策は，一面におし ､て需要者た

る諸経営の，事務の合理化について，新たなる刺戟を与え，これが積極的関心

への機会を与えつつある意味において，その貢献する所著しいものがあるけれ

ども，他面においてこのような供給者側の積極性と，需要者の準備不充分とが

相俟って，必しも経営の実態に即しない機械導入が行われるおそれなしとしな

いのである。

需要者たる諸企業が，自らの経営の実態と事務機械化との関連を適確に把握

することによる適応機械の需要，これに応ずる供給者側の行届いた市場の実態

の把握が望まれる所以である。生産，販売側におけるアメリカ的思考と，需要

側における日本的思考の喰いちがいによって，生ずる問題が少くないのである。

これらの問題に相互対処することによって械機化の為の機械化の弊に陥らず，
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経営目的達成の要具としての合目的機械化の推進，従って叉その如き需要に応

じた性格の機賊の性質という方向に進められるべきである。

この点は賛言を要しない筈のことであるが，一般にわが国における市場は，

消費者財市場に限らず，生産者財市場についても，合理的購買動機のみでなく，

非合理的動機，特に附和雷同的，流行的動機に支配されることの少くないこと

は，現に代表的製造工業における生産技術或は生産設備についても，少なから

ずみられる所であって，大企業の販売競争の手段としての部分市場の形成にと

って，より有利な条件を具備しているといい得る。事務機賊の分野も亦，その

例外とはいい得ないものがあるのである。

右の如く，事務の機械化の目標は，その経営の実態との関連において，特徴

的に設定せられなければならないけれども，その機械化実施の具体的過程の問

題は自ら別途に考慮せられなければならない。即ち，

（1） 機械化の本来の目標に向って，直接的に実施を進めるか，

（2） 当面は機械化の容易なものから具体化するか

の問題がそれである。この両者が一致する場合は問題が少いけれども，極めて

多くの場合において必しも一致しないのである。

事務の機械化が容易であるかないかということは，一は事務機械化自体の作

業的技術的容易性の問題と，他の一は事務機械化に伴う経営内の組織的，人的

関係における容易性の問題という二つの課題がある。後者は，機械化導入に伴

って生ずる摩擦の調整の問題とも関連を有するので後述することとして，ここ

にはまず主として前者についてみよう。

事務機械化自体の作業的，技術的容易性の問題については，既述の如く，そ

の経営の業態よりして比較的単純なる大量の繰返し事務が機械化の主たる対象

となる時には，勿論経営外の条件による制約の問題も考慮しなければならない

が，その実施は比較的容易であるということができる。これに対･して，複雑な

る事務の処理，即ち経営内部における管理的職能の為の事務の機械化を主たる

目標とするものにあっては，その組織立案，実施等についてより多くの研究と

準備を要することとなる。

このような後者の場合にあっては，直接的に本来の目的であるこれらの複雑

なる事務を当初より積極的に機械化するか，或はその内でも比較的関連性が少

くて機械化の容易な分野，即ち株式事務，賃金支払事務，従来よりの経理事務
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或は従来余り作成せられなかった統計資料作成，経営分析等を単純に機械化す

るかということが，問題となってくるのである。これは単に実施の順序の問題

であって，注意すべき程のものでないと一応考えられるのであるけれども，経

営内における一の革新を実施するについては，その効果判断との関係から，実

施の順序如何が本来の目的を達成せしめず，挫折させるおそれなしとしないの

である。

比較的機械化の容易なる分野から着手した場合には，当面の人力を機械に代

置するに止まり，従ってわが国の場合は機械化の効果は後述の如く多くの場合

差当りは顕著にみられず，機械化部門担当者は苦境に立つことともなって，こ

の分野の合理化の挫折とならないとはいえない。これに対して，本来目標とす

る複雑なる事務処理の分野に当初より導入することは，それだけに当該経営に

もたらす実質的成果は著しいものがあるのであるが，この場合には，かなりの

時間を要することと，その効果判断について後述の如く関係者の特別の認識を

必要とするのであって，これなくしては，前者の場合と同様の結果とならざる

を得ない。

一般に経営における事務の機械化が企画せられるについて，これは一の相当

重大なる革新であるから，形式的には常にトップ°・マオージメントから発せら

れることはいうまでもないけれども，実質的には，現実にトップ．・マネージメ

ントが発案しイニシャティヴをとる場合と，ミドル・マネージメントが発案し

てこれをトップ・マネージメントの採択を得て開始する場合とがある。しかも

この二の相異が機械化の実施の態様にも関係を有することが少くないのである。
j

わが国の事例の示す所では，一般的傾向として，ミドル・マネージメントの発

案になる場合には，機械化の容易な単純なる事務の分野から始めるという容易

性と安全性とが重視される場合が多く，トップ・マネジメントの実質的発案の

場合には，積極的に当初より本来の機械化の目標とする複雑なる分野に着手す

ることが多いようである。勿論これと反対の事例のあることはいうまでもない。

いずれにしても，経営者の階層とそれに伴う責任と権限の範囲についての意識

が，経営における一の行動に，意識的無意識的に反映する結果であるというこ

とができて，興味ある点である。

ここにおいて，事務機械化の目的達成については，その如き機械化に伴う経

営内の組織的，人的関係，従って叉この如き革新に伴って生ずる摩擦の調整の
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問題を考慮しなければならないこととなる。．

29

（2） 機械導入と組織における摩擦調整の問題

今日の大規模経営にあっては，責任と権限の原則にもとづいて組織化せられ，

合理的に運営せられることが建前になっている。従ってトップ．・マオ､一ジメン

トにおいて，充分なる研究と準備によって事務の機械化という方針が決定せら

れる限り，これが実施は一応円滑に進められる筈のものである。しかしながら

現実においては，既に一部ふれた如く，実質的発案者の如何によっても，その

実施の態様が異ることがあり，叉その他の人的関係も亦少なからず影響するこ

とによって異る結果をもたらしているのが実情である。勿論これには，実施に

先立つ準備と研究の不足の場合もあり，或は全く新たなる事柄であることの故

にその実施が，多少共試行錯誤の方法によらなければならないということもあ

るけれども，より多く経営における組織的，人的関係 特にその間に生ずる摩

擦の調整の問題が重視せられるのである。

経営内部の事務分野に機械を導入しようとする時には，生産分野におけると

同様に，大なり小なりこれに対する抵抗が伴うことは当然である。

第一に，直接にその分野の人間労働が機械によって代置されるということに

対する抵抗であるが，これについては，このような機械化を積極的に実施しよ

うとする企業は，多少共発展的段階にあることが普通で，且内外の諸条件から

いっても，直接代置される労働が失業の危険にさらされることは殆どないとい

ってよい。事例の示す所である。少く共，経営内部の問題としては，解決され

得る性格のものである。

第二に，むしろ問題は，従来の熟練労働が不要になって，同一経営内の他の

新たなる仕事に転換させられることに伴って生ずる犠牲と不満による抵抗であ

る。

第三に，叉機械化に伴って，直接の関連部課ないしその影響下におかれる関

連部課の責任と権限の一方における拡大と他方における縮少等が生ずることに

伴う，関連部課担当責任者を中心とする抵抗がある。

第四に，機俄化について，トップ・マネージメントが確信を有しないことに

よる上部よりの圧迫，或は一部のトップ．・マネージメントの機械化に対する認

識不足よりの圧迫等がある。
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第五に，機械化部門の関係者が，自然 機械体系を前提とする作業方式，作

業態度，思考形式が支配的なのに対して，他の事務部門の関係者が著しく異る

執務態度，意識を有することが少くなく，このことによる両者のギャップ．も亦，

経営内に問題を発生せしめることが少くない。

第六に，右の如き具体的なる原因よりするものの他に，一般に存在する変革

に対する保守的な情感的抵抗，或は広く一般に存するセクショナリズム等より

する抵抗等も亦これに結合して発生する。

このような諸抵抗は，機械化実施後においても，その機械化による効果が既

述の如く短期的に具体的には充分把握し得ない場合のあることによって，一層

激化される場合が少くない。殊に機械操作の不熟練から来る臨時的誤謬は勿論，

機械自体がチェッキングを厳絡に行う性能を有することに伴う誤謬の発見を，

逆に機械化に伴う誤謬として，従来の手作業における誤謬発生が必しも充分チ

ェックされていなかったことを無視して，これを抵抗の具に供する場合も亦み

られることがあるようである。

かくて，経営内における一の革新ともいうべき事務の機械化の実施が円滑に

進むか否か，所期の効果を発揮するか否かは，一方において，経営における組

織構成の如何，機械化実施の為の組織並びにその経営の如何等いわゆるフォー

マル・オーガニゼーションの問題と，他方においてその組織内に自然的に生成

してきた人間関係，或は具体的な担当者，関係者の如何等，いわゆるインフォ

ーマル・オーカ、ニゼーション等の問題との両側面について考慮されなければな

らない。

（1） 機械導入と組織運営

機械導入の研究と発案が，経営内のいかなる階層或は部門で行われても，こ

れが実施の為の準備段階においては，関係部門の責任者を以て構成せられる委

員会等の特別の組織を設けることが必要である。これは経営内において各部門

に関連を有することであり，且各部門の協力なく しては，機械化の効果が発揮

できないことも亦既述の如くであるからである。この組織によって，一方にお

いては，関係部門の積極的協力とそれぞれの自主的発案による有効なる制度方

法の確立への道を可能にすると共に，事務機械化の認識を関係部門責任者に充

分にする教育的効果をもたらすこととなる。而してこの如き準備に伴う結是は，

経営内の組織を相当著しく変化させることを必要とする場合も少くないから，

、
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この委員会の運営責任者は，トップ・マネージメントの一員ないし，それとの

協力関係の密接な責任と権限を有するものでなければならない。

このような組織の面における方策と共に，運営上の準備方策も亦必要である。

トップ・マネージメントに対する経営外部の専門家による啓蒙，関係部門のE

ドル・マネージメント並びに関係部員に対する文書並びに講習会による訓練，

或は他の既設の諸経営の実施状況の見学，経験交換等による教育等も亦，或る

程度制度的に進行せしめることが必要である。

（2） 機械導入と人間関係

経営内に事務機械化の如き一の革新を実施するについて，前述の如き組織上

運営上制度的に準備して着手しても，これが実施が円滑に進む場合と然らざる

場合とあるのが実情の示す所である。その一は，機械部門担当者に人を得ない

ことによる場合で，その部門の組織上の地位並びに責任と権限が確立されてい

るに拘らず実際に進行が困難なる場合で，他の一は，機械化の準備と実施の為

の組織が一応確立しても，組織全体としてこれが運営上，経営の方針が容易に

浸透し得ない場合とである。後者の場合は，いわゆる社風という言葉で表現し

得られる如き或る種のインフォーマル・オーガニゼーションとしての抵抗度の

問題である。

(ア） 機賊部門担当責任者の問題については，その組織上の地位が確立してい

ることを前提として，次のことが要件となってくる。

事務機械化は，既述の如く，経営内部の各部門にわたって多少共関連を有し，

且影響を与えることとなるので，積極的にはこの各部門の実際的協力を得る

ことを，消極的には機械導入に対する抵抗を少しでも減殺すべく努めること

が必要となる。従ってこの如き革新に伴う摩擦を調整する為には，単純に組

織上の責任と権限が確立するに止まらず，担当責任者個人の有するインフル

エンスの如何が極めて重視されることとなる。経営内の各部門の職能並びに

関連を相当熟知することと，各部門責任者に対して相当実質的にインフルエ

ンスを及ぼし得るものを有することをその資格とすべきである。この点に対

する配慮の相異によって，現に同一会社に属する二の工場が同時に機械化を

実施し，且相互連絡進行せしめたに拘らず，一工場は円滑に成果をあげ，他

の一工場は未だ当初の段階を多く出ていない如き事例をみるのである。

しかしながら同時に注意しなければならないことは，この種機械担当者は前

●
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述の如き条件の下に立って仕事を進めることの結果，機械化について極めて

熱心になり，その特殊的知識経験と相俟つてこの如き革新的課題に没頭する

場合も少なからずみられて，前者の場合と反対に，梢もすれば熱心の余り行

過ぎて独善的行過ぎを生ずることとなって，経営内のフォーマル・オーガニ

ゼーション並びにインフォーマル・オーガニゼーションの両観点から共に，

アンバランスな存在となり，却って将来において機械化の実施を阻害するこ

ともなしとしない。留意すべき点である｡

<イ） 機械化の如き一の革新と，社風ないし当該経営の組織のもつ実質的性格

との関係についても，事例は興味ある問題を提供している。

わが国の代表的企業にあって，一方にこのような経営内部の革新がかなり円

滑に導入され得るものもあれば，他方にはいやしくも従来の組織，機構を変

革することに多少共有形無形の抵抗を生じて，新しい方式を導入することが

極めて困難であるという如き事例がみられるのである。この問題は，事務機

械化の問題というより，組織一般の問題の具体的表現の一であって，別個に

考えられるべきものをもっているのであるが，少なくもこのような変革に対

する組織の実体の柔軟性という観点からする企業の個性というものは留意し

なければならない点の一である。このような企業の個性ともいうべき組織の

実質的性格は，形式的組織運営の裏付けとして歴史的に自然的に生成せられ

たものであるが，経営の発展という観点からは，一般に柔軟性を有すること

が望ましいことはいうまでもない。少くともこの如き個性を充分把握して，

それに適応した機械導入の段取りを計画するのでなければ，無用の摩擦を生

ぜしめることとなる。

以上の如く，経営における事務の機械化の容易性は，その作業的技術的なる

側面と共に，組織的人的側面にも少なからず関連のあることが明かである。而

して前者は主として業種，業態によってその程度を異にするに止まるが，後者

にあっては，個々の企業の個性との関連を有することが少くない。それだけに

後者の問題解決は一律に論じ得られない困難性を有する。これが充分把握検討

せられ，それに対する方策を準備することが，事務機械導入について不可欠の

要件となる。この問題解決と直接間接関係のあるのが，事務機城化の効果判断

の問題である。以下この点に論及することとする。

0
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5． 事務機械化の効果判断

企業経営に事務の機械化が急速に普及するのに伴って, その前提として或は

その過程における問題として，機械化の効果如何が常に注視せられつつあるの

が現状である。

一般に事務機械化による経済的効果は，人間労働の機械による代置に伴う費

用面の変化，その節約を中心として比較することによって一応把握できるもの

と考えられている。しかしながらこの際注意しなければならないことは，機械

化に伴う成果的側面が，前述の費用的側面と並んで，むしろより以上に重視せ

られねばならないということが問題を複雑にする。殊にわが国の場合，始めに

述べた如く，その前提条件によって性格づけられて，単純なる人間労働の機械

による代置以上に，機械によって始めてなし得る側面に重点をおいて機械化が

促進せられねばならないという点から，一層この側面の問題を重要なるものと

する。いわんや，事務処理の費用的把握さえ従来適確になされていないという

においては，この如き機械化による効果判断の問題を更に不明確にすることと

なるのである。

ブメリカの如く，既に事務の合理的処理方法が相当進み，且機械化が或る程

度進んでいる大企業にあっては，新たなる科学的事務処理方法の採用，或はよ

り高性能の機械の導入等に際して，新旧両方法の比較商量は，主として費用的

観点を中心に計算的把握が比較的容易である筈である。これに対してわが国の

場合は，人間労働を機械に代置することによって，従来充分に或は殆ど把握さ

れていなかった側面の問題を総合的に計算的に把握して，科学的合理的に運営

しようという所に主たる目標がおかれているのであるから，むしろ機械化の効

果を直接的に計算的に把握しようとすること自体に無理があるのである。比較

の次元を異にするともいうことができよう。

かくて事務機械化の効果判断の問題は，少くともわが国においては，次の如

きことを考慮しなければならない。

．（1） 事務の機械化を，代置する人間労働との関係において，直接的に把握

することは，最も普通に行われることである。.現に多くの会社において，機械

化担当者は，労務費の節約と機械に関する諸費用との比較を以て，最少限度計，

算的に若干のプラスをもたらすことを以て，最低の存立条件とし，それ以上の
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計算的把握の困難なるう．ラス・アルファの成果あることを以てその効果を主張

している。しかしながら，わが国における給与水準の低いことから，欧米に比

しこの部面からの直接的効果の発揮は極めて困難とならざるを得ないc

殊に従来手作業においては，極めて困難な或は不可能な事務処理を，機械化

によって実施しようとする所に，機械化に重点がおかれることによって，機賊

導入の結果，むしろ従来なかった事務を新たに必要とすることから人員を増加

しなければならない場合が少くなく，機械導入時の切換に際する一時的人員の．

重複化と相俟って，期待通りの効果の計算的表示を一層困難ならしめることと

もなるのである。

尤も，既述の如く，単純にして大量なる事務，主として経営の業務に直接関

係ある事務分野への機械適用を主たる目標とするものにあっては，人間労働の

機械による直接の代替関係が，何といっても効果判断の中心になることはいう

までもない。しかしながら，このような業態は，わが国においては，特定の業

種の大企業に限定せられていることは，前に述べた如くである。

（2） 従って事務機城化の効果は，主としては，右の如き形の費用的観点で

なく，人力のなし得なかった事務処理の効果という成果的観点から把握される

ことが必要である。

この機賊化に伴って始めてもたらされ得る効果というものは，既に前にも触

れた如く，原料資材の節約，部品関係 下請関係の適時化，生産工程の合理的

運営，市場の実態の把握に伴う合目的的生産或は販売の増進，原価計算その他

の諸計算の迅速化に伴う運営の合理化と取引上の地位の優位化，経営政策の適

確なる樹立，機械導入に伴う事務処理全体の運行の自動的統制等々経営におけ

る各側面各職能に，各種の形態を以て結果する性質のものである。従ってこの，

ような効果は，限られた決算期間に明確に承られるより，比較的長期間に徐々

にもたらされるものであり，且直接機械化担当部門の成果としてより，他の諾

職能の部門に浸透して，徐々に且間接的にもたらされることが多いこととなる

のである6この内には，明かに機械化の成果と認められ得るものも少くないけ

れども，叉他の諸々の経営活動のそれと混渚して明確に把握できないものも少

くないのである。而してわが国における機械導入の目標は，既述の如く，一般

的には差当りこの分野におかれていることに注意しなければならない。

かくて，今日のわが国の大企業は，計数にもとづく合理的なる経営の管理運
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営を目標として，事務処理の機械化を相次いで進めつつあるのであるが，その

機械化の効果判断に関する限りは，文字通りの計数的把握によるよりも，より

大局的判断と長期的判断とによる所の，いわゆるトップ．・マネージメントの政

策上の判断能力が極めて重要となってくるのである。

勿論この場合と雌も計数的把握は不可能ではないであろうが，その為には単

純に機械化の前後の比較をするのでなくて，機械化のもたらす結果をそのま上

人力で実施する場合の費用を仮定したものと比較するのでなければならないで

あろう。

同時に，前述の如き機械化の目標よりして，単に機械化の企画関係者，機械

化担当者のみの研究と工夫と努力に止まる限り，そのもたらされる効果に極め

て限定せられ，むしろその部門の行過ぎに伴う経営内の摩擦発生によって逆効

果をもたらすことなしとしないであろう。経営の各職能，機能関係者全体が機

械化の意義を認識し，．これが効果発揮に協力することが前提条件として欠くべ

からざることとなるのである。その如き観点から，既述の如く機械導入過程に

おける方策が重視されるのである。

以上の機械化の効果判断に伴う問題点は，勿論経営の業態によって事務機械

化の性格を異にするに伴って，計数的把握の比較的可能なもの，右の判断の容

易なるもの，困難なるものがあり，或はその問題の重点の異ること等はいうま

でもないが，そのそれぞれについては再言を要しないであろう。

！

〃

6． あ と が き

以上わが国の主要企業において，今日の関心事の一である事務の機械化につ

いて，若干の事例について調査考察した所をとりまとめて，その問題点を呈示

した。特にこれを一般的に論ずるより，主としてそれぞれの経営のもつ業態の

特殊性との関連において考察する所に重点をおいた。その意味においては，論
（9）

じ残した事務機械化部門の経営内における組織上の地位，或は当該部門自体の

註（9） 事務機械化部門は，会社により，企画部，総務部，経理部或は独立の部門等所

在を異にし，又は業種によって特徴ある部門に属せしめてL､る如きがあって，それ

ぞれの会社の組織上の特殊性と，機械化の特徴が関連している問題である。
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（10）

運営上の問題点等についても，業種業態により特徴的なものをもっているので

あるが，次の機会に譲る。

既に一般論としての事務の機械化は常識bしつつある。本論も亦，経営の業

種業態との関連を意図しつつも,以上の範囲を多く出ていないけれども，少く

とも今後の研究の方向，問題点は或る程度明かにしたつもりである。事務の機

械化を企業経営の世界における流行的風潮としてでなく，叉事務機械製造業者'”

販売業者の啓蒙活動による受動的立場に止まらず，積極的にわが国のもつ条件〉

自らの経営のもつ諸条件との関連において，専ら経営目的達成の要具としてこ

れをとりあげるべき段階に到達しているのである。このような意味における本

論に示した諸問題点を，今後更に漸を逐ってとりあげる予定であるo

註(10）管理的職能を担当する機械部門の要員と，業務上のルーティン・ワークの擬
業部門の要員とにおいては，自ら異る問題を有し，又個々の企業体の機械要員と，
械者団体等におけるそれとにおいても，注意すべきものがある。

（附記）この研究は昭和29年度文部省試験研究費補助による研究の一部である。本論執
筆は，大阪，神戸，名古屋並に東京地方所在の生命保険，損害保険，電力，紡績，鉄
鋼，電気機械，化学工業，造船，銀行等の諸会社，証券取引所，電電公社，公共団体犀
業者団体等20数社についての実地調査に基いてとりまとめたものである。それぞれの
関係者から便宜を与えられたことに謝意を表する。叉平井泰太郎博士には有益なる示
唆をいた堂いたことも附記しなければならない。
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－財務監査に関連して－－

久 保 田

二日

二 郎

1

いま，企業の計算記録を組織的に機械化すれば, これから得た計数資料によ

って財務諸表は作成されるし，またかかる財務諸表を第三者が監査すれば，そ

の監査が財務監査であるのはいうまでもない。しかし，かかる財務監査は手記

式計算記録を主体にした財務監査に較べて如何なるところに相違が現れてくる

のか。この点を研究するのが本稿の目的である。

およそ，計算記録を組織的に機械化することは企業側における問題である。

それ故に，この問題を財務監査の側面から取上げることは，既にその問題の性

質からいって，財務監査の受入体制として研究せねばならぬことのは明らかで

ある。ところが，被監査企業（以下被監査会社と総称する）には様々な受入体

制のあるのを挙げられるが，計算記録の機械化問題は，そのうちでも内部牽制

及び内部監査に関する受入体制の問題であり，更に広く解せば，内部統制に関

係せる受入体制の問題である。故に，従来の財務監査に較べてその相違を究め

るとは，これを詮ずれば，被監査会社の計算記録を組織的に機械化するとき，

かかる受入体制の場面が如何ように変化するのか，またその変化に応じて財務

監査．外部監査の担当者が至当な職業家としての注意( d ue professional cares)

の払い方がどのように変ってくるのか，これらを明らかにすることが問題の焦

点にならざるを得ない。

いま，ここで手記式計算記録を機械化したものを機械化会計(Mechanised Ac-

counting, Mechanics of Machine Bookkeeping)と名付げておくが，この機械化会

計には計算記録の組織的な機械化という意味が当然に含れていると解しておき

たい。故に，厳格にいえば組織的な機械化計算記録が機械化会計である。そこ

で，上に記した問題の焦点に接近するためには，次の諸問題を究めて行かねば
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ならいであろう。

すなわち，先ず手記式計算記録による場合の財務諸表の監査のためには，受

入体制を充実し且つこれを円滑に運用することが必要な前提になっているが，

その受入体制とは一般に如何なるものであるかを考え，しかる後にこの受入体

制を機賊化会計に乗せて考えてみたいと思う。そのとき一応考えられることは，

機械化会計では，従来の内部牽制と内部監査が取扱っていた取引及びその記帳

上の誤謬脱漏，虚偽不正などを発見する手数とその発生を防止する手数は極度

に縮少されると思うのである。このことは事実であるが、かかる『縮少」とは

その誤謬脱漏，虚偽不正などが消滅することとは別箇の問題である。そうなる

と機械化会計になったからとて，この方面の財務監査の受入体制の問題が全面

的に解消したのでない。解消しないとは機械化会計には何らかの限界があるこ

とを示すものである。そうだとせぱ，手記式計算記録の場合に較べて溌械化会

計の限界は奈辺にあるのか，これを明らかにせねばならない。

かく機賊化会計には受入体制の条件を全面的に充たさない限界があるとはい

え，機械化会計による財務諸表の監査は手記式計算記録の監査と同じ要領で実

施しないのはいうまでもない。そこには監査手続上全く無用になる点もあれば，

機械化会計たるがために新しい監査手続が必要になる点もある。したがって機

械化会計によって作成した財務諸表を監査するには如何なる変化があるのかを

考えねばならぬが，特に財務監査の本質において如何ように変化するかどうか。

もし変化するとせばそれは何故であるか，また本質において変化しないとせば

それは如何なる論拠によるのか。これらを財務監査理論の立場から明らかにせ

ねばならぬ。かくの如き順序で考察した結果，最後に機械化会計は財務監査に

如何なる意義をもつかを帰納的に論結せねばならぬ。

2

いうまでもなく，内部牽制と内部監査との両者は密接な相互関係をもって内

部統制になっているが,敢えて,これを分けて考えると,次の如くなる｡(輔

纒聯鑿謡群｣1
先ず内部牽制の機能は二つの場面に現れている。その一つは，簿記原理に基

く場面であり，他の一つは，事務分担における場面であるが，現実においてこ

の両者は有機的な相互依存の関係においてその機能を発揮している。

〃
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l. いま簿記原理に基く内部牽制の機能とは一般に正規の簿記の原則による

なかに見出される。故に，簿記原理による内部牽制となると，至極広汎な場面

においてその牽制機能が発揮されるが，これを狭めて複式簿記原理による内部

牽制と解釈すれば，それは貸借平均の理法によるものに限定され，したがって

内部牽制の機能が現れるところも，次の四つの箇所に限定されてくるであろう。

（イ） 一取引の借方価額＝同貸方価額

（ロ） 一定期間中の伝票（仕訳帳）借方価額合計一同貸方価額合計

（ハ） 一定期間中の総勘定元帳借方価額合計＝同貸方価額合計

（二） 一定期間間中の伝票価額合計（借方＝貸方）＝一定期間中の総勘定元

帳価額合計（借方＝貸方）すなわち（ロ）＝（ﾝ､）

かくの如く複式簿記原理による内部牽制の機能は四つの箇所で発揮している

から，具体的には一取引の記帳価額が違った二つの部課に現れても，例えば一

方は現金収入係，他方は商品販売係の如くなっても，この二つの係の一取引の

貸借は一致することになる。同様に補助簿と統轄勘定との関係についても，更

に原価計算叉は工場会計と一般会計，本支店会計のような関係についても，そ

こに一種の独自平均元帳制のあることを考えると，ここにも四つの貸借平均の

理法があって簿記上の内部牽制の機能を発揮しているのが知られる。故にこの

種の内部牽制は当然に数字の一致を建前にしてその機能を発揮するのであるか

ら，そのかぎりでは記帳上の誤謬脱漏虚偽不正などを計数によって自働的に検

証して，その発見と発生の防止を工夫できる訳である。この意味において次の

事務分担のように計数を必しも手段にしない内部牽制とは，その性格を異にし

ているのである。

2．ここに事務分担とは，内部牽制の機能を発揮するための分担であるから，

例えば大規模経営における部門叉は部課係に分かれることをいうのでない，寧

ろ取引叉は記帳上の誤謬脱漏 虚偽不正などを自働的に発見し時にはその発生

を自働的に防止するための事務分担である。故に，仕入製造販売などの経営の

諸活動を，例えば材料及び製品商品の受渡と検収とその代金支払，作業時間出

来高の記入とその賃金計算並びに賃金支払などのように一連の関係あるすべて

の事務を同一人に委さずに，これを多数の人に分掌せしめ，しかもその事務を

彼らの間で恰もチェインの如く相互に連鎖関係において，これを事務系統化す

るものである。そのため，もし事務系統のいづこかに連絡の不円滑叉は切断が
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あれば，これを自働的にチェックできる仕組になっている。したがって，この

方の内部牽制は事務連絡を通じて，その誤謬脱漏，虚偽不正などの発見とその

発生を防止するものであって，簿記原理によるような計数面から自働的に発見

防止する仕組と自ら趣を違っているのはいうまでもない。

それ故に，内部牽制の機能を発揮する意図で最高級の理想的な組織にするに

は，その記帳組織を徹底的に簿記原理によらしめ，所々にできるかぎり貸借平

均の理法を利用できるようにし，またその事務分担も極度に細分して，これを

連鎖の形にして系統化すればよいのである。ところが，現実に照せぱかかる内

部牽制の組織化はその経費の点から経済的に困難であり，また不可能に近いし，

更にそれほど厳密にする必要があるかどうかにも問題がある。蓋し，現今の経

営には各種の計算用具と事務機械を用いており，これによって或る程度まで善

意悪意の誤りを少からしめているし，また金銭的取扱係集金係などの事務担当

者には保証金身元保証人制度があって消極的に牽制している｡のみならず,簿記

及び事務の専門智識の向上とその訓練の進歩のために，その誤りも比較的に少

からしめ，人間倫理の向上によって徒らに検視的である必要もなくなっている。

散に，かかる徹底的な組織化が必要でなくなってきた。それ故に，現実の組

織は最高級の理想的な組織よりは低度なのが通例である。低度なために内部牽

制の機能の発揮に限度が出てくる。そこでこの限度を極力克服するために手記

式計算記録では内部監査の役割の一部があるが所以である。

3

内部監査には広く内部統制に関連したゴントローラーのもとで実施される内

部監査もあるが，かかる広義の内部監査は財務監査との関係では直接問題にな

らぬから，本稿ではかく広義に解しないことにする。そうすると，ここで内部

監査として考えられるものには，次の二つがあるといえよう。

一 企業における現存の内部牽制組織でその機能が不円滑なものについて，

これを発見し併せてその改善の工夫に必要な経営資料を提供すること，

二 当該企業が企業会計原則に即応して作成した経理規程の実施状況とその

程度を調べ，更にかかる経理規程がない場合には，その部分の会計処理などが

適正であるかどうかを調べること，

1． さて内部牽制組織が最高級の理想的な組織であるのは最も望ましいが，
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それでも実のところ取引及びその記帳上の誤謬脱漏 虚偽不正などのすべてが

発見できず，またその発生の防止できない場合がある。その理由は，記帳上の

狙い及び事務分担上の狙いが取引叉はその記帳に上るならば，最高級の理想的

な組織のもとでその誤りが発見できるのである。故に，もし取引叉はその記帳

に上らぬ場合には，これを内部牽制組織としては如何ともできないのである。

したがって，工場支店出張所などが一纒めになったところの善意悪意の誤りが

あれば，これがその発見も発生の防止もできない訳である。

最高級の理想的な組織においてすら然りとせぱ，低度な現実の内部牽制組織

のもとでは自働的検証には一つの限度が当然にあり得るcそれ故に内部監査は

現実の内部牽制組織の検証能力を超えた部分を取扱わねばならぬ。もちろん，

この内部監査の役割は内部牽制の如く日為の取引とその記帳について継続的に

問題にするのでなく，定期的叉は時宜に応じ必要な場合に，その期間中の取引

並にその記帳上に誤謬脱漏，虚偽不正などがないかどうかを監査するのである

から，自ら異るところに内部監査の役割があるのはいうまでもない。

しかるに，これに関連して内部監査にはいま一つの問題がある。それは新し

い事態に直面したときに，企業ではこれまでの内部牽制組織をそのまま用い得

るとはかぎらない。例えば，同じ手記式計算記録の組織でも，新しい事態に即

応ずるためその帳簿組織を再検討し，勘定科目の構成などを立案し直し，また

その部課の事務分担の連鎖の関係を再吟味して立案し直さねばならぬような新

事態に直面することがある。このとき，内部監査の役割は現存の内部牽制組織

が果して新事態にも即応できるかどうか，できなければ奈辺に問題があるかを

調べ，時にはその立案のために助言勧告をすることがある。ここで調査と必要

な助言勧告とが内部監査の役割となるが，立案自体は内部監査の本来の役割で

ないことは知って置かねばならぬ。

2． 以上の如く内部監査には当該企業の現存の内部牽制組織における自働的

検証を補強し，また新事態に即応する内部牽制組織の再検討するところに一つ

の役割があるといえるが，いま一つ内部監査の役割として，経理諸規程をめぐ

るところに問題があるo

およそ’我国の会社においてもかなり早くから経理諸規程を制定し，これに

よって経理上の取扱いをしていた会社もあったが，その規程たるや当該会社の

特種事情と伝統に．よって，その会社の執務を慣行的に即応せしめるものが多か
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つた。しかるに従前以上に現今の会社がその社会的重要性を帯びるようになっ

てからは，例えば，企業会計原則，財務諸表諸規則と同取扱要領の如き社会的

会計規範の線に沿うことを建前にした経理諸規程を制定し，これを実施せねば

ならぬように，会社の社会的情勢が変ってきた。したがって，既に実施せる経

理諾規程のうち，この条件叉は趣旨に合った規程であれば，それをそのまま現

今も継承できるが，然らざる規程は社会的会計規範の線に沿うように変更せれ

,ばならない。また従来これがなかった部分には，その規程を追加せねばならぬ。

かように経理諸規程がありこれを実施していた会社においても然りであるから，

未だ規程をもたずに経理上の問題を取扱っていた会社においては，なおさら必

要なる経理諸規程を制定し，これを実施せねばならぬのは言を俟たない。

ここに経理諸規程とはかかる社会的会計規範に即する規程を指しているが，

そのとき経理規程を『制定』することとこれを実施することとは別個の問題で

ある。また実施といえどもそれが充分に円滑に実施するものと然らざるものと

の別のあるのはいうまでもない。そこで，かかる経理諾規程を社内で充分にし

て且つ円滑に実施しているかどうか，また充分に円滑に実施していないときに

は如何なるところに渋滞の難点があるかを調べねばならぬ。このところに，経

理諾規程をめく．る問題として，内部監査の大きい役割の一つがある。

しかし，これに関連して内部監査の役割が更に拡張されてくる。それは会社

の経理上の事項は様々であって，その様々な事項をすべて，規程の形にしてそ

れを実施できるものではない。そうなると，経理規程にない事項でもやはり内

部監査として取上げねばならぬが，取上げるについて規程がないだけにその内

部監査の拠り所がない訳である。このとき，問題は二つに分れる｡ (4)広汎

な経理規程はあるが，問題の特定の経理上の事項についての細部の規程がない

場合である。このとき，広汎な経理規程によっては例外的な事項になるから，

その規程の制定の趣旨に即して，その経理上の取扱をしているかどうかを内部

監査人が判断せねばならぬ。しかるに,（イ）経理規程に全くないような問題が

起きるときには，個々の事情についてその経理上の取扱が適切であるかどうか

を，企業会計原則叉は財務諸表規則同取扱要領の趣旨に照して，内部監査人が

判断せねばならぬ。経理規程をめく、る内部監査の役割はこのところまで拡張さ

るべきであるといえよう。

以上の如く考えると，手記式計算記録を建前にした内部牽制と内部監査とは
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相互に密接な関係を保ちな力;ら，内部牽制は取引及びその記帳上の誤謬脱漏，

虚偽不正などの発見とその防止について自働的な検証の機能を発揮し，またそ

れに対して内部監査の方はその不充分なところを補充し且つ経理規程などの運

用を検討するところに役割をつくして､､るが，それには異るところのあるのが

知られる。すなわち，内部牽制の方は日々の運営に関係して継続的に計数叉は

事務を通じて自働的に検証できるものであるから，それが表面上現われていな

い場合がある。 しかるに，内部監査の方は日々の運営上に継続的に実施されず，

寧ろ定期的に叉は時宜に応じて必要な場合に実施し，しかもそこには自働的な

検証がなく，内部監査の担当者と内部監査の対象との対立の関係において実施

されている訳である。

、

4

以上のような手記式計算記録における内部牽制と内部監査とが機械化会計に

なると如何になるのか◎これを知るために，先ず機械化会計が簿記上に如何な

る影響を与えているかをみたい。

いま,例をIBMにとると,その会計機械化法(Punch Card Accounting Method)

は，穿孔機(Punch)及び穿孔検査機(Veri6er)によって，原票の計数並にその

他の記載事項を数字に移し採り，しかもその移し採ったのが正しいかどうかを

再びパンチして検査している。また，この移し採る数字はコーディングになつ

ているから，穿孔せるカードには，月日，勘定科目，金額及び数量の外に，各

種の摘要事項が穿孔されることとなる。故に，簿記上からみると，カードの穿

孔は一種の仕訳記録であり，カードの集計は数字化された仕訳帳時には仕訳日

記帳の内容に相当するとも考えられる。
⑥

かかる穿孔せるカードを次に分類機(Sorter)にかけると，そのカードは例え

ば勘定科目別に分譲でき，時には仕入先別，支払先別，消費先別，得意先別，

入金先則，出金先別などに分類できる。更にかく分類した一組のカードをいま

一回分類機にかけることもできる訳であって，それにかける回数が重なれば重

なるほど，その内容が細分類できる。故にこれを手記式計算記録の場合に対比

すると，穿孔機と穿孔検査機にかけたカードは前述の如く仕訳叉は仕訳日記で

あれば，分類機は手記式でいう元帳への転記の体制をとるものであり，更にカ

ードは勘定口座別に分類するのが通例であるから，分類機は勘定記帳の前作業
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をしているものに相当している。しかるに，分類機にかけたカードを会計機

(Accounting Machine)にかけると，元帳転記後の勘定口座別の加減計算並に

試算表が作成できる。

したがって，穿孔機，穿孔検査機，分類機，会計機の一連の機械によって，

手記式計算記録における仕訳,転記,試算表,財務諸表の計算操作ができる。こ

のほか，照合機(Collator)．計算穿孔機(Calculating Punch)．集団複写合計穿

孔機(ReProducing Gang Summary Punch) ･および魏訳印刷機(Card lnterpreter)

等の補助機械がある。照合機はカードの照合・組合せ等のために用いられ，計

算穿孔機は加減乗除の計算をし，その結果をカードに穿孔せしめるために用い

られる。集団複写合計穿孔機はカードを複製（一部の数値の複製を含む）し，

叉は会計機において計算された合計数値をカードに穿孔する。醗訳印刷機はカ

ードの穿孔を読取り，これを文字叉は数字で表わす。これらの補助機械を併用

することにより計算に要する人力を大いに節約している。

かるが故に，穿孔したカードを或る程度に纒めて保存しておけば，極端な場

合はカードを秩序整然と保存してないでも，何時にてもこれを分類機以下の機

械にかけると短時間で記録計算できる。これがために，前項までに述べた受入

体制の一部がこれによって充分にその条件を充し得る訳であるOしからぱここ

にいう受入体制の一部とは何んであるのか。それは，もし原票からカードに移

し採るのに穿孔機と穿孔検査機の操作に間違いがなければ，その後は分類機計

機その他の補助会計機にかけて，そのまま機械的に処理できるから，手記式会

計算記録の如く，（イ）仕訳帳叉は伝票の記録上の誤謬，（ロ）その間における

金額摘要などの記録上の誤謬，（へ）補助簿への転記誤謬，（二）総勘定元帳

への転記誤謬(ホ)更にこれらについての加減算上の誤謬,（へ)(イ）な山､し（ホ）

に現れる善意の誤謬の外に，悪意の誤りすなわち虚偽不正などにして，その計

算を合わすという従来のような懸念が原理的には起り得ない。したがって従来

では取引及びその記帳上の誤謬脱漏，虚偽不正などの発見とその防止の組織が

できているかどうかが問題であったが, これが機械化会計のもとでは原則とし

て解消できるようになったところに受入体制の一部を引受けているといえる。

この点は機械化会計を用いていることだけで充分であるが，更に見方を拡げ

ると，例えば一定期間中のカードから現金支出合計と,､現金収入合計を知ると

それからカードによる期末の現金在高が判るし，これを実査した現金在高と照

〆
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合すれば現金監査の一部が同時にできる。また，カードから一定期間の期首期

末の材料在高とその期間中の材料消費高とを知り，これからその期の総仕入高

をカードによって一先ず計算する。そしてこれとその期間中の仕入関係のカー

ドの総計と照合すれば，材料関係の監査の一部ができる場合もある。この例の

如く，機械化会計を更に利用して照合する方法もあり得る。

かくみると，受入体制の一部とは手記式計算記録組織で述べた簿記原理に基

く場面と事務分担上の若干の場面とが，機械化会計になると機械的に解決して

いる訳である。ただこのとき機械の手入掃除が不行届であれば，機械操作によ

る誤算があるが，然らざるかぎり操作過程に誤謬の出ることが考えられないの

である｡(!::脇職X瀞隙nd Auditor.')

5

しからぱ，かかる機械化会計になると，問題の受入体制の大半は解決したよ

うにみえるが，現実において左様であるのか。またこれに関係して財務監査の

実施上に大きな変化叉は影響を与えるであろうか｡いまこれに触れるため,先ず

財務監査で問題になる財務諸表の構造をみるに，監査理論で一般に財務諸表は

会計上の記録事実(recorded facts)会計上の慣例(accounting convensions)個人

的判断(personaljudgments)の三者の綜合的表現であるといわれている。そこ

で，機械化会計は手記式計算記録に代わるべきものであるから，機械化会計は

三者の綜合的表現というなかでも，記録の事実に該当するものに関係の深いの

は明らかであるし，またそれがために受入体制の一部を果している所以である。

なるほど，機械的操作によって計算するから，機械の手入掃除の不行届を除

いては，その計算記録した計数には誤謬脱漏も虚偽不正などもなく，それだけ

に記録の事実に正確性のあるのは原理的に認め得る。けれど更に考えると，こ

の記録の事実ひいては受入体制については次の点に機械化会計の正確度の限界

のあるのが指摘できるであろう。

1．原票の記載事項を穿孔機にてカードにパンチした上，別の係が穿孔検査

機にかけてチェックするから，原票のカードへ移し採りには誤りがないかも知

れぬ。けれど，その原票は如何にして作成されているのか。すなわち，原票の

記載事項は現場又は現業における計数と摘要の記事である。だから，もし現場

の原票記入に誤りがあれば,それ以後の機械操作の計算は,そのまま誤りの連続

ノ
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となる。かくいえば，原票の記載事項の誤りの発見とその防止のために，その

責任者の承認を受けるようにすればよいとの見方がある(Hockley, ibid.)しか

し，責任者の承認は果して原票の不信頼の疑念を克服し得るかどうかは別に考

えねばならぬ。蓋し，承認を経たならば，原票が正確であるとは保証のかぎり

でない，まして被監査会社が結束して現実の取引を修正して原票に記入するし，

これを責任者が承認する場合も想定できるし，時には現実の取引を脱漏してい

ると，原票そのものがカードにパンチされてきないからである。この意味で機

械化会計についても原票とカードとの間における正確度には一つの限界がある。

2． 次にカードに移し採る前に仕訳の指図が原票についてなければならぬ。

そうなると，原票の記載事項に誤りがなくても，仕訳の指図の誤りがあると，

その誤りを機械は操作し続けられる。もしこれが手記式計算記録であると，最

初の仕訳指図が誤っていても，時にはその誤りを転記叉は記帳事務のその他の

途上で発見でき且つ訂正できる機会もある。この意味において原票への仕訳指

図は手記式計算記録の仕訳以上に機械化会計では不正確になる懸念がある。そ

れだけに内部監査はこれを注意せねばならないのである。

3． 次に機械操作の段階において，往々熟練なる係員は，その機械操作の過

程で意識的な誤りをする懸念があるといわれている(繍鯏;職患撫c礁
吾弱95')しかし｡この誤りの懸念は或る程度まで事務分担によって防止でき，
また係員を交替せしめると発見できるものがある。故に，これは機械化会計の

正確度からみて一つの大きな限界でないと筆者は考えている。

4． 以上のように，機械化会計では記録の事実に対する正確度については限

界があるが，一般に機械操作から得たところの記録の事実は信頼するに足ると｜

考えられている。しかし，この考え方を分析すれば，原票がすべて機械化会計

によって処理されているのを建前にして，はじめて信頼できるものであり，ま

たこれを建前にしてその考え方が認められるのである。けれど，被監査会社の

取引件数が莫大であり，しかもその会計諸機賊のセット台数が限定されている

と，その台数に応じて，例えば材料の受渡関係，作業時間叉は出来高並びに賃

金計算関係，手形の受渡関係などの如く，その計算記録の一部についてだけ機

械化会計により，他のすべてに及ばぬ場合があり得る｡ (Hockley, ibid.)然りと

せぱ，その機械化会計に乗った部分についてのみ一般に考えられているように

信頼し得る記録の事実が得られるが，その他は手記式計算記録による力､ら，そ

、

I
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れだけに信頼性が欠けることになる。これは機械化会計自体の関するところで

はないが，やはり正確度に対する一種の限界といえよう。

かくみると，機械化会計によって被監査会社の受入体制を充たすのは財務諸

表でいう記録の事実に関係があり，しかもそのうちでも主に内部牽制に関係あ

る場面であって，内部監査の関係する場面には殆んど手記式と同じく受入体制

としては，その影響を受けていない。ただ，機械化会計のために，信頼性の増

加した部分について，それだけ内部監査が内部牽制の機能の不充分なところを

補充する役割が軽くなる。ところが，機械化会計には前述のような限界がある

から，計算記録を手記式から機械化したために，却って内部監査としては新し

い問題の発生してくる面があるのは否定できない。

寺

6

そこで，機械化会計によった財務諸表を外部の監査人が財務監査すると，如

何なる至当な注意を払うのであるのか◎再言するが，監査理論でいう財務諸表

は記録の事実と会計上の慣例並に個人的判断の三者の綜合的表現であるけれど

このうち機械化会計になったために変化のあるのは記録の事実にあることは既

に指摘したところである。これからみて，機械化会計では財務諸表における会

計上の慣例と個人的判断には関知していない。蓋し会計の慣例と個人的判断は

会計思考によって財務諸表に現れるものであって，単なる機械的操作では代り

得ないからである。しからぱ，かかる慣例と判断は機械化会計の全組織から考

えて如何なるところに現れるのか。これをみるに, Source of Recordsたる取引

今原票までの前段階に現れると共に，一方では, Final Resultたる試算表財務諸

表の後段階に現れるのである。

そこで，財務監査にあたって一方ではかかる会計上の慣例と個人的判断を関

知せず，他方ではその現れる場面たる計算記録の前段階と後段階とが機械化会

計に含っていないから，これらを組み合わして考えると，外部監査人に影響す

るところは次の二つの問題になる。

その一つは，初度監査についてである。これは如何なる財務監査に際しても

不可欠であるが，外部監査人はその初度監査の受入体制の整備と充実とをみる

ことに関連してその職業家としての注意を払う上に如何なる影響を受けるかの

問題である。いま一つは，正規の財務監査についてである。我国は未だ第五次
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正常監査を実施するというような変則的な状態であるが，ここで一般にいう正

規の財務監査を考えてゑると，監査基準及び監査手続準則などは手記式計算記

録を建前にして制定したものである。しかるに，機械化会計を建前にするとき，

かかる基準準則などに基いて財務監査をした場合に初度監査と正規の監査があ

るが，如何なる影響が外部監査人の注意の上に現れるかが問題である。端的に

は，初度監査では主に機械そのものについての職業家としての至当な注意が問

題になり，正規の監査では主に機械化会計の前段階と後段階の会計上の慣例と

個人的判断について，職業家としての至当な注意が浮び上ってくる。

いま，本項で第一の初度監査に関連してみるに，前述の如くこれは受入体制

としての問題であり，更には機械化会計の操作の過程が問題である。そこで，

監査人としては，（イ）機械化会計による場合，その諾機械特に穿孔機，穿孔

検査機，分類機，会計機はもちろんのこと，被監査会社が据付ける補助会計機

械について，一般にその性能を知ると共に，被監査会社側の機械化会計の利用

状態についての調査が必要である。このことは，同時に機械化会計による計算

記録の全組織を知り得ることになり，ひいては機械化会計組織に対する制度監

査にも通ずる訳である。とはいえ，監査人たる公認会計士の素養の一つとし‘

て，機械の操作経験は望ましいが，公認会計士は何にも会計上の諸機械自体の

調査人ではない。ましてや機械技師でもない。故に，公認会計士としては機械

を操作する必要がないと考えられている｡(盗辮捌競鯛謡舶鍔蕊：
x鰡脇:蝋蹴溌:謡纈舞'd謡鰡x鰯冊鑑搬認0)この点につい
ては筆者も同感である。

次に（ロ）機械化会計でカードは原票から移し採るものであり，前述の如く

これに穿孔するのは恰も仕訳日記帳叉は伝票の記入に相当する訳である。それ

故に，計算記録の組織からいえばカードは手記式記録計算における帳簿に相当

するがようである。また，機械化会計を手記式計算記録の場合と同じ考え方に

立つと，そのカードは帳簿に考えられるであろう。けれど，機械化会計になる

と，その観点の角度を変え，更には考え方の軸を変えなければならぬであろう．。

そうなると，カードは機械化会計の設備(Mechanical EquiPment)の一部と考え

ざるを得なくなり, (Cemach, ibid. p. 111.）またそれなればこそ，カードを各種

の補助機械(Auxiliary Machines)にかけて財務諸表以外の統計諾表が作成でき

るのであって，財務諸表にのみ必要なものとはいえない(Sutton, 0., Machine

1

I
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Accouning, 1946. p. 24.)この点からいって，カードにパンチした数字的事項

は財務監査の直接的な対象にならぬのである。

けれど,（ハ）既述の如く財務監査の直接の対象たる取引は，これを原票から

カードに穿孔するから，原票とカードとの関係が如何になっているかに問題が

ある。それ故に，この関係を初度監査で調べるとすれば，穿孔済のカードの散

逸は原票の紛失と同じであるから，そのカードが如何に保存されているかにつ

いて初度監査としては調べねばならぬ。これがために，一部の論者はカードの

整理と保存のために取引叉は勘定科目などで区別して，それぞれに通し番-号を

付けるべきであり，またそうすると秩序整然と保存できると論じている。もち

ろん，通し番号のあるのは望ましく，またこの番号の記入を調べることは初度

監査として意味があろう。しかし，それまで秩序整然と保存せねばならぬであ

ろうか。およそカードは単一の目的に用いられるのでなく，寧ろ特定の目的の

ためのAグループのカードはBグループ．のそれと混って，その目的に応じた必

要な計数を求めることがある。そうだとせぱ，取引種別叉は勘定科目などの通

し番-号が如何ほど意味があるのか，それが疑わしい場合がある。寧ろこれが混

同して整理されていても，分類機にかけると短時間中に取引種別又勘定科目別一

など元通りに直して整理できるから，それを保存すればよいのである。かかる

理由から，筆者は前に或る程度まで一纒めに保存すればよいと述べ，秩序整然

たる保存を絶対的条件にしなかった訳である。この点においても秩序整然と保

存すべしという議論は未だ手記式記録計算の考え方に囚われているといわねば

ならぬ。

同様に,（二）外部の監査人はコーディングについての事情を凋くる必要があ

るが，特に出来れば，被監査会社のコーディングを熟知するのが望ましい。蓋

し，カードの各欄にパンチせる数字を読み取りこれを原票と照合し得ることは，

如何なる場合といえども監査上便宜であるからである。

以上の如く考えると，初度監査で機械化会計が中心になり，そのもとで職業

家としての至当な注意を払わねばならぬから，手記式計算記録の場合と違って，

第一に被監査会社の据付けている各種の会計計算の機械の性能とその利用状態

を知り，併せて機械化会計組織を知ることが必要である。そして第二にカード

に関する定見を以って臨むのが必要であり，第三に機俄化会計の意義とその限

界，被監査会社のカードの整理保存の状態を知ることが必要であり，最後に力
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一ドとコーディングとの関係において，コードに熟知することは正規の監査の、

ために必要である。

初度監査に関しては機械化の操作過程の調査上影響の受けるのは上述の諸点

であるが，既述の如く取引から原票が出るまでにも，また原票からカードを穿

孔機にかけるまでにも，更には機械の操作自体にも記録の事実としての正確度

に限界がある。それ故に，被監査会社に内部監査制度があって，これらの限界

を如何に縮少し且つ克服しているか，またその縮少と克服との程度は如何ほど

であるかについての調査などは，手記式の場合の外に職業家としての至当な注

意のなかに新しく加わってくるのはいうまでもない。

7

そこで，第二の問題たる正規の財務監査の場合には職業家としての至当なる，

注意は如何に影響を受けるかである。ここに問題になるのは，会計上の慣例，

個人的判断とが果して適切であるかどうかをSource of Recordsたる取引→原票

の前段階, Final ReSultたる試算表今財務諸表の後段階において，如何ようで

あるかを究めねばならぬ。しかし一般的にいって，かかる正規の財務監査にな

ると手記式の場合と殆んど変るところがない。ただ敢えていえば，次の点に至

当な注意を払わねばならぬ。

それは，原票からカードに穿孔した以後は全く問題がないのであるから，取

引が原票に誤謬脱漏もなく，また虚偽不正などもなく記入されているかどうか

である。したがって，この問題は被監査会社側の内部監査の実施の程度によっ

て自ら異ってくる。同様に，原票から仕訳指図の問題は多分に会計上の慣例と

個人的判断の含っているが，これは機械化会計も手記式計算記録も同様であるc

故に，経理諸規程を備えこれが実施されていると，その規程に照して試査を建

前として適切であるかどうかを調べ，経理諾規程のない取引処理には財務諸表

規則並に同取扱要領に照し，更には企業会計原則の趣旨に照して，仕訳のコー

ドの指図が適切であるかどうかを見れば足るのである。

他方，試算表から決算手続を経て財務諸表の作成に至るまでの後段階では，

例えば利子の受取分支払分，未収及び未払利子，未経過保険料の如く監査人の

自算叉は試算を建前にせるものが機機操作による場合もあるから，その計数に

信頼性があると考えたものは監査手続を省略できる。けれど，それ以外には監
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査人の至当な注意の払い方は手記式計算記録による財務監査と何にら異るとこ

ろがない。したがって，これらの点については機機化会計によっても別に影響

の受けるところがない。

一般に機械化会計における藍杏を取上げている論者の主張をみるに，機械化

会計になったからとてその監査原理叉は監査手続の骨子は何にも変らないと結

論を下している（蝋､慨r蜜概i雛織璽器淵晶撫:k驚柵艀，§'皷
撫職潔Wbid ;)しかし,これらの論者は如何なる論拠からかように結
論を下すのか，この点は明らかにしていない場合が多い。しかし，筆者は上述

の如く機械化会計の問題は被監査会社側の記録の事実に関係ある問題にすぎず，

したがってそれは，受入体制の一部を充たすものと考えている。故に，財務諸

表監査の核心的問題たる会計上の慣例及び個人的判断の適否をみることは単な

る機械的操作が関与するところでない。関与しないとは，機械化会計になって

も財務監査の本質が残されていることを意味している。かく考えから，初度監

査では職業家としての至当な注意の払い方も変ってくるが，正規の財務監査は

になると，注意の払い方は何にも変らず，それだけに機械化会計は財務監査に

根本的影響を与えないといえる次第である。

』
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電子計算機の會計上の利用に

關する諸問題

－－機械化会計の着眼点一一

大 塚 俊 郎

1．序

こ上両3年の間における，我国産業界における事務・会計の分野における機

械化の進展は目覚ましく，最近において行われた機械化の範囲ならびに程度は，

量的にはそれ以前の時間における発展の量を凌駕するものがあり,会計の面に

おける他のどのような分野におけるよりも，大きな発展が短時日のうちに行わ

れたことを知りうるのである。近代的会計組織は20世紀において特に顕著に加

速度的な率をもって進展してきたものであるが，この進展は欧米諸匡において

は，今世紀の頭初以来，会計業務の増加による会計取引量の増大によって，事

務能率を重視すること入なり，書類，帳簿，機械的操作の面における進歩的手

段の採用の面において顕著に現われ，多くの独創と試練を経て発展してきたと

ころのものである。会計史を旙く場合，今日の会計諸問題の多くは，古い時代

にその崩芽をもつものであることが判るのであるが，会計組織の分野における

進歩的技術の導入乃至は機械化の研究は，会計の発展史からみるならば20枇紀
（1）

における会計発展の特徴をなすものとい上うるであろう。会計発展の歴史の流

れにおいて，この20世紀は技術的発展の時代と特質附けることができるが，欧

米各国において今世紀の半ばを必要としたこのような技術的発展が，我国にお

いては，多くの発展過程を飛躍して僅かの年月のうちに行われようとしており，

その間に多くの問題と困難が生じうることは想像に難くない。

筆者はかつて，我国産業界が新らしい会計機械化時代に突入しようとしてい

た時期に，機械化に関しては将来多くの問題が生起するものであること，なら

びに我国経営組織上の特殊性との関連において，会計の機械化については段階

性と限界性のある点を指摘し，我国においては欧米における現状とは異って，

恥
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（2）

特殊の考慮を行う必要が存していることを論じた。このことは現在においても

なお，妥当するものであり，実際上解決を要する多くの問題を蔵しつ上機械化

が行われている現状である。我国において機械化に対する重要性が認識され始

めたのと略々時期を同じくして，アメリカにおいて電子計算機の発達をみ，こ

れを会計機械として利用する機運が，現れ始め，最近においてその研究が，大

きな関心をもって注目されている。電子計算機の導入は現在，完全な形態によ

って行われているものではなく，実際上における適用に関して多くの問題をも

ち，会計組織としての利用価値，利用範囲，限界，将来性に関して，多くの論

議が行われており，我国における機械化に関する諸問題と相共通する点もみら

れるのである。一方は既に欧米各国で成功的に使用されておる機械の導入に関

する問題であり，他方は従来まで未知であった電子力の利用に関する問題であ

る。対象となる機械については一段階の差をもつ発展状態のものであるが，両

者ともに経営経理の機械化に関するものであり，程度の差はあるにしても，機

械化に関する本質的特徴を伺うことができるものであり，電子計算機に関する

諸問題の解明は我国における機械化に対しても参考となる諸点が勘くなく，諸

問題解決のための多くの着眼点がえられるものといえる。以下，この見地から

最近における電子計算機の会計上の利用の現況およびこれらに伴う諸問題を考

察し，会計機械化に対する問題点を考究してみること入する。以下機械化とい

う場合には，従来の機械的処理によるものと，電子的処理との両者を含む広義

の機械化について触れること入する。

2．機械化前進の要因

会計機械化は20世紀に入ってからその発展をみるに至ったものであるが，こ

の発展は将来においても一層進展されるものと思われる。我国における機械化

の場合に利用されているパンチ・カード式会計機 あるいは其他の簿記会計機

は，アメリカでは今や,『50年間使い古された伝統的会計機械』と呼ばれるに至

っておる。これらの機械は，機械的特質としては半自動機械(Semi-automatic

machine)に属するものであり，多くの過程においてなお人力に依存するもので

あった。このことはカードをパンチする過程において典型的に現れるところの

ものであるが，機械的操作の中間過程においても，操作者の多くの労働を伴う

ものであり，他の生産機械にみられる完全自動機械(Full automatic machine)に
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比してなお発展の余地を残すものであった。

半自動機械からより高能率の完全自動機械への発展は事務の分野においても

可能性をもち必然化されるべき要因をもつものと考えられるが，この可能性あ

るいは必然性に対する要因は次の二点に関して考察される。

第一に，従来の機械化が半自動機械を手段として発展してきたことは，会計

機械によって処理される『事務』の本質中に必然的に存する制約であり，事務

といわれるものの内容には，多くの作業的要素が判断を要する要素と結合され

て存していることから生じたものである。作業的要素は大量化する場合には単

純化，定型化を通じて機械化されうるものであるが，判断要素は機械作業とは

全く対礁的な人間固有の活動であり，あらゆる事務段階に判断要素が結合され

ている限りにおいては，機械化も当然半自動機械の段階において行われなけれ

ばならないものとなる。このような障害に対して二つの点から改善の試みが行

われた。一は判断業務の集中化であり，機械化を能率的に行うために，機械化

組織を会計組織の中心と考えることによって，会計事務過程Q分析研究が促進

され，従来の過程に比して，判断要素を含む事務の集中化と縮少化を行い，こ

れと並んで機械化過程を増大させることによって完全自動機械を導入する端緒

をえようとする努力である。他は，機械技術の発展によって，検査，比較，選

別等従来判断業務の一部と考えられていた分野の機械化が可能となったことで

ある。今次大戦を契機とする電子工学の発達による電子機械の発展がこれであ

る。このような事務作業分析による事務過程の近代化が，技術上の新研究と相

俟って，より高能率な機械の導入を促す要因となり，電子計算機がこのような

要因に対する一の解答として出現したと解することができる。

機械化発展の第二の要因は経営近代化の要請のうちにみられる。会計資料の

大量，高速処理の必要性は機械化の根本的要因ではあるが，このことは管理組

織が最近において著しく発展したことによって，事務量の一層の増大をみるに

至り，より高性能機に対する要請が存するにいたった。事務に従事する我国の

資料は利用できないが，アメリカにおいては，1850年には人口百万人当り4,300
（3）

人であったものが，1950年には102,000人と増大するに至っている。このこと

は直接的に事務量の増大を意味するものではあるが，事務量の増大は，近代的

管理組織の発展に伴う，管理資料の重要性が増大したことによっても生じてい

る。管理組織の近代性を図る前提として，このように増大する事務量の処理手
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段の合理化が図られぱならないこと異なり，さらに事務管理面の合理化の観点

から機械化を採り上げるということから，‐一層前進し，積極的に管理組織の近

代化をもたらすものとして機械化が考えられるに至った。機械化に対するこの

要因は将来における機械化の動向を把握する点において重要な要因となるべき

ものである。

3．管理組織近代化の基礎としての機械化

最近において，米国における進歩的大会社といわれるもの異間に新らしい管

理組織の発展をみるに至っている。ライン．アンド。スタッフ組織(Line and

sta(Y organization)といわれるものがこれである。ライン．アンド．スタッフ組

織は，近時におけるライン・プンド・スタッフ概念(Line and staff concePt)の

上に発展した組織であり，この概念は理念としては，テイラーの科学的管理法

の指唱される50年前の1850年代に当時衰退の徴を見せはじめた米国鉄道業の経

営改善のためﾌｰﾌ(Henry V. Poor)によって『経営科学化』として提唱され

たのが最初である。 しかし実際上大会社によって採用されたのはゼネラル・モ

ーター会社において，スローン(AIfred P. Sloan)によって提案されたのが最初

であり，彼の案は，ゼネラル・モーターの唯一の大株主である（株式所有21％）

デュ・ボン会社の支持と協力をえて，実際経営上の組織として採り入れられる

に至り，両社は今日米国における最も生産性を挙げている成功的企業の代表的

なものとなっている。ついでウェスティングハウス会社は1936年より1939年に

亙る間にこの組織に切り替え，スタンダード・オイル其他の大会社にも波及し

て行ったが大部分は今次大戦後において賃ある。フォード会社は生産管理にお

いてフォーディズムを創始し当初はこれによって，生産力の向上に寄興したの

であるが，管理組織は旧式な集中的統制方式に依っていた呉め，競争会社であ

るゼネラル・モーターに次第に圧倒され，その経営は危険にさらされていたの

であるが，戦後，1946年にゼネラル・モーターよりブリーチ(Ernest Breech)

を招へいし，近代的組織に移行することによって再び成功的企業となるに至つ
（4）

た。

ライン．アンド・スタッフ組織においては，経営職能はライン部門とスタッ

フ部門の二つに分れ，ライン部門において営業活動のすべてが行われ，スタッ

フ部門はライン部門において計画を樹立し，活動を行うのを容易にするための
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援助と規制を行うことによって，全体の企業活動の調整を行うものであり，こ

の場合全体の企業活動の調整に対する基礎的手段として利益計画(Profit Plan)

が重要な中心的機構として考えられるに至り，利益センター(Proft center)を
（5）

もつことが，この組識の不可欠的条件となっている。すなわち利益計画のもと

において組織上の分散(Decentralization)が行われることが，この組織の基調と

なっている。企業資本の増殖をもたらすという利潤追求の効果が結果的にえら

れることは勿論であるが，企業利益の増大が第一次的目的として考えられるの

ではなく，各部門において，独立採算的に経営が委任されている状態の下にあ

って，利益を営業活動に対する重要な指標とする点にその意義が認められる。

利益は収益と費用という二つの要素の集約として現われるものであるから，利

益を手段とするときは，収益および費用，ならびにこれらの背後にある企業努

力と企業達成とを自律的に規制すること上なり，各部門の生産設備，人的構成

の能力に応じて，各種の計画が立案され，活動に移されること聖なる・このよ

うに利益計画自体，ならびにこれにともなう予算計画，収益計画 費用計画，

資金計画が利益計画から二次的にえられることユなり，これら諸計画がBottom

upの関係によって各部門によって算定されるに至る。この場合これらの計画が

前述のようにスタッフ部門によって援助され，また調整をうけることは勿論で

ある。

このような組織は，オートメーション(automation)の進行によって，生産技

術による異常な生産性の向上が行われているのに対して，生産性向上の基礎的

要因である管理組織をこれに適合させる努力のうちに生成してきたものである。

将来において生産性向上に適合するものとして，この組織が多くの大会社によ

って採用されるに至ることが考える。しかしながら，この組織下においては，

ライン，スタッフともにリポート(RePort)の関係によって部門的独立が図られ

るとともに，コンミュニケーション(Cmmunication)の関係によってスタッフ

とラインの連繋が行われるのでなければ，効果的な組織運営が期せられない。

このためにその報告体系，資料体系は従来の組織に比し，計画性，総括性をも

ち，複雑大量化することとなり，事後的報告体系とともに事前的管理資料体系

および報告の正確性，信頼性，適時性が不可欠の条件となる。

このような管理組織発展の必然性およびその不可欠条件としての報告資料体

系の発展のうちに，事務・会計機械化の一の重要な要因が存するものであって，

h
や

し1

、

9
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単なる事務原価の切下げを意図した初期の機械化の進展が，このような管理目

的との関連において必要とされるものであることを認識する必要がある。

4．電子計算機の事務処理機構上の特質

電子計算機が上に述べた機械化発展の諸要因に対する問題の解決となるべき

ものであるか否かについてはアメリカにおいても，現在までにおいては，まだ

確定的な確答が与えられる段階に達していない。しかしながら，これら諸問題

の解決のための有力な一方法として各種の電子計算機が出現し，その適用方法

についての研究が進展していること，また元来，技術，数学，自然科学の分野

における計算に用いられていたものではあるが，1949年以来，経営経理機械と

しても用いられるに至り，現在，電子計算機の製作会社として約90社が数えら

れ，その中30社が会計機として製作している現状は，多くの会社において，そ
（6）

の使用が現実の問題となっていることを示すものである。

電子計算機に関する技術的研究は本稿の目的外のことであるからこ上に触れ

る必要はない。これについては別稿木谷技官の論文を参照されたい。この計算

機がきわめて複雑な機械であり，技術的専門家のみが，その機能を理解しうる

ものであること，ならびにこの新らしい機構は従来多方面で使用されているパ

ンチ・カード式機械とは全く異った原理によって操作されるものであることを

知りうるのであるが，会計組織に関連する限りにおいて，会計関係者にとって

不可欠と思われる点について，従来の手段，方法に比して会計組織上の特質的

と思われる技術上の諸点を明らかにすることは，重要であると思われるから，

必要な範囲において，以下，その特質の概要を示すこと奥する。

（1） 大型電子計算機は一連の事務処理過程を自動的に行うことができ，中

間の多数の事務作業を消滅させることができる。

（2） 電子計算機は現在の会計機械が行うすべての計算を行うことが可能で

あるのみならず，従来行いえなかった二数の比較，その結果の選択，連続計算

操作を行うものであり，当初難解な方程式の解答を目的としたことによって知

りうるように，従来機械化されなかった多くの作業を行うことができる。

（3） 以上の結果，この機械の作業指示が適切に行われるならば，長連続的

資料の処理過程において，現在の機械機構によって例外的に行われている手作

業を自動作業に切換えることが可能である。
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（4）電子計算機には各種の規模のものがあり，それぞれの機械の能力には

段階性があり，小型のものは単能機械としての方が優秀であり，大型機賊は多

能機械として機能するが機構の設定(Setting)に長期間を要し，機械の順応性

と伸縮性は従来のものと異ったものとして現われるo

（5）機構はすべて電子的に操作されるから，従来の機械的操作に比して，

はるかに高速である。

（6）この機械が設置された場合には，多くの手作業を吸収することLなる

から，この計算機が資料処理体系中の唯一の心臓部となり，資料の記録，伝達，

保存，報告の全段階が，この新しい電子技術によって処理されること奥なる。

以上のように事務処理機構に対して，新らしい効果をもつものであるが，こ

のような特質的効果をもたらすに至る技術的な特質を次に考察してみよう。

5．電子計算機の性能と機構

電子計算機はすでに述べるように経営経理機械として作成されているものも

30社以上におよび，その構造，規模，性能も多様であるから，個々の機械の特

質を解説するのでなければ，適確にその特質を述べることは困難であるが，こ

こには，機械化の諸問題を考究する見地から，これら各種の機械に共通する一

般的技術上の特質を述べることLする。

（’）用語の独自性。従来人類の経験した計算は’から9までの数を使用す

ることによって行われたのであるが，電子計算機においては，’および0の二

種のものが用いられるにすぎないolは一定瞬間，一定点における電子のパル

ス(Pu]se)を示し,0は非パルス(Non -Pulse)として示されるoすべての資料

処理過程は電子のパルスの流れとして作用し，少数の例外を除いては，従来の

ような機械的操作を伴わない。したがって電子計算機における計算は，通常復

雑と考えられているが，計算手段自体はエジプト文明以来の最も単純化され簡

単化された計算であるといえる。このことによって，従来の会計機械の場合と

同様コードの使用を必要とするのであるが，モールス符号と同系統のコードを

使用することが可能となり，過去50年間著しい発達をとげた通信機械の導入が

容易となり，伝達報告の機械化が促進されている。また従来のコードと異り，

あらゆる種類の事務・会計機械との結合が容易に行われること人なった。

（2）資料の貯蔵。資料の保存について従来と全く異った方法を出現させ，
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貯蔵(storage)という語によって理解される内容のものとなった。高速処理の結

果資料利用に際して必要に応じ機械的処理が可能となったことにより，資料処

理のためのプールとして資料保管が考えられ，従来の保存の概念と全く異った

ものとなってきている。このことは従来におけるファイリング，写真記録の発

展のうちに崩芽が見出され，この方法の導入が準備されてきたものであるが，

電子計算機においては，電磁力を利用することの結果, Magnetic tape, Magnetic

drum, Acousted delay line, Cathod ray tube, Magnetic core等の特殊の貯蔵手段を
（7）

発展させるに至っておる。

（3） 処理資料。機械操作を行うためには，右の貯蔵手段に貯蔵された資料

が入力(Input)となり，計算が行われること坐なるが，電子計算機の指導上，

このような入力資料(Inputdata)が全く特徴的なものとして現われている。例

を電磁テープ．にとれば，テープは通常1,200乃至2,400吋（一巻の直径八吋）

の長さをもち，これに対する記録は，電子計算機構による転換以外は従来の記

録機械，計算機械，会計機械と結合されることによって行われる。通常の手段

はテープ･ライターであるが，一吋に100個の文字または数字がコードによって

記入される。したがって一巻のテープは平均'40万字を記録し，これは従来の

パンチ・カード18,000枚に相当する。テープは一秒間100吋以上の速度で読み

とられることが技術上可能であるが，処理上は通常三分間以内で一本のテープ・

が処理される。このように電磁テープ・の入力能力は一秒間10,000乃至12,500字

という高速に反して，従来のパンチ・カードに対する手動式パンチは平均一時

間10,000字(80字行カード125枚）という資料がえられているから，入力資料の

整備に要する能率と，入力処理能率との間に大なる差が生ずること入なる。電

子計算機を能率的に利用するためにはこの差を縮減することが重要となり，ま

た機械的にも各種の考案が行われ，写真電流センシング(Photoelectric sensing)｡

による場合にはパンチの速度は20分の1に短縮されるほか従来のパンチ・カー

ドからは一分間36,000字の速度で転換することができ，パンチ・テープ°による

場合は電磁テープと同能率となる等新らしい考案がもたらされている。パンチ

・カード式のものと同様この点が大きな弱点となるものであるから，入力資料

整備のため従来の事務過程の合理的改度を計るほか，後に触れるような独自の

事務処理原則を生み出すことLなる。

（4）資料作出能力。高速計算機構をもつ電子計算組織においては，入力と
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同様，出力(Output)の能力によって制約されるものである。処理盗料( Proces -

sed information)は計算機構においては130万字に相当する記録を二分間で処理

するのであるから，その出力を通常のタイプ・ライター（タイピストによるとき

ば最高一分間120字の印字能力）で処理するが如きは，その高性能を減殺するこ

と上なってしまう。電子計算機の発展に伴って高性能印字機(High speed print-

er)が必要とされたのはこの理由によっている。高速度印字機は現在一分間に

一行130字のものを600行印字する能力をもつものが使用されているが，商業

上特殊の用途のためには一分間1,000行の印字能力をもつものが現われるまで

に至っている。このような高速度印字によって作成される諸表は，その形式，

作成時期，過程について従来とは異った原則の適用をうけることLなる。

（5） 賢料処理(Data processing)入力と出力との間に行われる処理が電子計

算機としての計算機能である。その技術的構造を知ることは我々と直接の関係

はない。しかし，計算操作上の特性については知る必要がある。機械を操作さ

せるためには，その各種の機械作業の種類について各段階で指示(Instruction)

が与えられなければならない。すなわち，加算，減算，乗算等行うべき計算の

種類，転記，比較，選択，新資料の読み取り，テープ．捲き戻し等のあらゆる作

業内容についての指示が，一連の指示系列(Sequence of instructions)として示
プログラミング

される。この一連の指示系列を設定することは操作計画(Programming)と呼ば

れている。処理される会計業務の内容にしたがってこのプログラミングが行わ

れること坐なる。この際計画者(Programmer)は機械に関する技術的専門知識

をもつとともに，会計業務に精通する者でなければならない。機械操作のため

の指示は番号順の指示一覧表の形式でなされ，各指示はその冒頭に特殊符号が

附され，この符号が機械によって読み取られ，指示に示す機械各部分の操作が

行われ所期の計算職能として示される。この操作計画に基く指示は，さきに述

べた入力資料と同様の方法で機械に挿入され，機械は指示部分によって一連の

指示が与えられ，自動的，連続的に各指示にしたがって運転されること上なる。

したがって1個の指示系列には数百の指示が含まれ，数百万の操作が行われる

こと里なる。例えば賃金計算の場合においては200以上の指示により，数10万

の操作が行われ，これら指示の一部として資料作出の指示が与えられ，操作過

程の中途において計算票，報告書，一覧表の形式によって資料作成が行われる

こと人なる。

4
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このような指示系列は，ある場合には変更可能であるが，通常は一定業務に

対して計画者によって予め設定されており，一系列の設定に1カ年を要した例

も存している。したがって，柔軟性の点において従来の機械に劣る点が見られ

る.が，それだけ操作計画およびこれとの関連において入力資料の整備がきわめ

て重要な領域となることが判る。操作計画を容易にするために，入力資料に対

して会計業務上新らしい原則をもたらしている。すなわち，

(a) 入力資料は，できる限り原初取引の源泉に近くこれを求める必要が

ある。また入力資料の能率化のために原初取引記録を電子計算機における入

力装置(Input device)によって発生時点において磁化することが重要となる。

これがため，

(b) すべての記録を発生時点，場所において唯一回のみ行い，これを機

械処理に移行し，重複記録を行わないという原則を確立するに至った。また，

(c) 右の入力装置を従来の各種機械に連結し，これをも利用することL

なるが，これがために各種会計機構に適合する共通記録手段（すでに述べた

コードによる）を発展させ，共通用語原則(Common language concePt)を生ず

るに至っている。

（6） 性能。電子計算機の性能は従来の会計機に比較しえない程度のものと

なっている。ニューヨーク・ファーストナショナル銀行はその全部の給与計算

が僅か9分間で行いえたと報告されている。各種製作者によってその性能は種

々であるが，スペリー．ランド（旧R. R.)のUnivac Fac-Tronic Systemの場合に

おいては，11桁の数をもつ加減算を一秒間1905,乗算を465,除算257を行い

うる能力をもち，平均一秒間に1,000の計算が行いうることLなる。もとより

電子計算機には純技術計算に用いられるこれ以上の性能をもつScienti6c Model

(ERA-1103型）等のものもあり，入力資料，出力との関連によって中間的速度

をもつFile Computerとよばれるものもあり，また大型機械はきわめて高価で

あるから(Univacはリース月2万弗，購入価格約百万弗一邦価4億円相当),

低価の小型のものが最近多く現われている。ボロー会社のUDEC (Unitized digi-

tal electronics comPuter) 1I型は購入価25万弗となり名称の示すように基礎機械

群に分れ必要に応じ結合し大型のものとしうるのが特徴である。小型のものは

性能は若干劣りUDEC IIは加算一秒間120,除算一秒間20となっているoR､C.

A.会社は一時間75弗を目標として新機械の考案を行い，其他John Plainの注文
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処理機(Order tally), Hudson and

Atman'sの棚卸計算機(Inventory

computer),トロント証券取引所

における出来高記録機(Bid-and -

asked recorder),プメリカ航空会

社の座席予約処理機等単純小型

頭脳(Simpler, smaller .. brains '')

をもつ単用機械が出現するに至
（8）

っておる。また米国政府におけ

る統計局，陸海空軍共同研究に

よるSEAC (Standard Eastern

Automatic Computer)および移

動可能のDYSEAC (Dynamic

dardEastern Antomatic C.)の発
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StandardEastern Antomatic l_j.)の発
（9）

展があり，性能，型態等一般的に論

じえない程度に発展している。

（7） 機構。右に述べた入力，資

料処理，出力の各部の機能が綜合さ

れて，結合的計算機構となっている。

その機構はもとより各種類によって

相違するが，一般的に理解しうる例

として，第一図に示してあるRCA

BIZMAC式によるものによって理解
（10），

されたい。またこのような機構のも

とにおいて行われる事務処理系統は

第二図によって示すことができる。

第二図においては，記録手段として

通信用紙テープが使用されこれから

電磁テープに転換され，紙テープ．は

テープ・ライター(Tapewriter)とい
－、

う新らしい記録機械によって記録さ
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れ，原初盗料（この場合部外者現業者が記入し，あるものは，テープ．と同時に

原初資料がえられる以外一切の手記記録が行われていないことに注意する要が

ある。第一図，第二図ともに計算機を数個示しているが，実際上は一台の機械

が用いられており，こ上には職能を示すために別個に図示してある。

6．電子計算機の会計機械としての問題点

電子計算機の使用は，1949年にモンサント化学会社によって着手されて以来，

U.S・スティール，ゼネラル．エレクトリック，デュ．ボン会社，メトロボリ

タン生命保険会社等の大会社において大型計算機が，その他多くの会社におい

て各種の型のものが使用あるいは研究されている。しかしながら現在までにお

いては必らずしも完全な形態で運営されているとは限らず，電子組織えの切換

えを蹟曙し，あるいは採用しない会社も相当にあり，会計組織電子化の転換期

である現在多くの解決を要する問題をもっている。これら問題の中には，我国

の現在の機械化転期においてみられる諸問題と同様の様相のものもみられ，ま

た，両者の間に著しい問題点の相違のあるものもみられる。次に，これらの諸

問題のうち重要と思われるものを選び，我国における機械化の際における参考

となりうる着眼を点を探ぐること上する。

（1） 電子計算の導入に関する問題点

導入上どのような問題が生じ，どのような前提条件が必要であるかについて，

シェル石油会社における経験を通じて考察してみよう。シェル石油会社におい

ては1950年以来，電子計算機導入の研究に着手した結果UNIVACを使用して

いるのであるが，機械設置の可否を決定するに際して,R､R.側と討議した際，

R. R.の販売部長セイヴィジ(David Savidge)氏が会社側に条件を示し, この条

件が充たされない場合には，新らしい計算機の設置の必要性が存しないととも

に，設置した場合その運営が困難であると述べたことは，導入上の問題点を考
（11）

える場合に参考となる。示された条件を列挙すると次の如くである。

1．政府の諸規制による事務量の増大，ならびに事務原価増大について現在問題を持っ
ているか、

2．トップ・マネジメントが計数意識(ngure-conscious)をもっているか。

この二点がこの会社によって充たされていたことはもとよりであるが，我国

の諸会社のすべてがこの条件を充たすものとはいえない。トップ・マネジメン

トの計数意識のためには，計数管理が重要性をもつように経営管理組織が談定
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されていることが重要であり，このような組織は，すでに述べたような近代的

管理組織にとって不可欠の要素となっているものである。機械化が管理組織の

近代化に対する要因として重要であることが，この場合においても指摘されて

いる。

事務量の増大は我国諸会社においても同様の現状にあるのが大部分である。

事務量は管理組織の適切化によって縮減しうる性質のものであるが，官庁関係

のレッド．テープ．によるものは会社としては統制不可能要素に属する。この場

合政府関係による事務量のみが取り上げられているのは注意を要する。また機

械化の動機として事務原価切下の点が明確にされているが，これは筆者もかつ

て指摘したように，我国では経営近代化の手段として機械化が行われる場合に

は，原価切下げが二次的のものとなりうる場合がありうるのであるが，経営近

代化がすでに行われ，あるいは完成された場合には，事務原価が機械化に対す

る最も重要な要素と考えられるに至るものであることを認識する必要がある。

3．計数に対する必要性が存在しており，現在その要求が達せられているか。

4．より迅速な計数処理を必要としているか。

5．現在の記録によるよりも，より詳細な記録を必要としているか。

このことは第一，第二の条件が充たされている場合当然に生ずるものであるo

特に第三の点が重要であり，この点に対する必要性が存する場合に，第四，第

五の点に対する必要性が吟味されること上なる。迅速性，詳細性等の計数に対

する必要性の充足度は企業の規模，業態によって相違するものであるから，機

械化の段階も企業によって相違があることは，筆者のすでに指摘したところで

ある。

6．計数処理は集中化されているか，そうでない場合には将来集中化しうるか。

7．この集中化は年額25方弗を超えない範囲で行､、うるか。

8．事務手続は現在，手続規程あるいはフロー・チャート(FloW.chart)の形式となって

いるか。

電子計算機は高速処理を行うものであるから，機械の操業度を維持するにた

るだけの処理事務量を常にもつ必要がある。このことが計数処理の集中化を必

要とさせる。このことは機械費の高価なことによってアイドル・タイムを減少

させること，ならびに分散的機械設置が不可能なことによっても必要とされる。
（12）

従来の機械化においては，分散化を有利としたのであるが，機械費の高価なこ

とによって集中化が必要とされてきたことは機械化の着眼点として重要である。

ノ
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集中化はまた既に述べたライン．アンド・スタッフ組織のもとにおける報告，

伝達体系の上からも必要とされており，このような集中化との関連において電

子的高速処理による集中手段が考えられていることは注意すべきであり，我国

における前段階的機械化における集中化，分散化の場合と異った問題として現

われるに至っている。

機械費の限界が具体的に示されているのも興味がある。集中化の費用が25万

弗以下の場合には機械化の要がないとされているのは，電子計算機の導入によ

ってこの50％が節約されるという基準のもとに，5ケ年間にて償却されるとい

う前提からえられた金額である。限界的事務費邦価約’億円の場合において始

めて導入が考えられることLなる。我国の場合人件費の比率が極端に低廉なる
（13）

ことが重要な制約条件となることについても既に指摘しておいたが，事務原価

の観点からみるならば，このことは今なお妥当な着眼点と考えることができる。

あらゆる機械化の前提として事務分析が行われる必要があり，事務分析は機
（14）

械化実施における重要な前提条件をなすものであるが，電子計算機の場合にお
イ ン プ ッ ト

いては，原初記録すなわち，入力資料の作成が重要性をもち，事務処理過程の

大部分が機械化されるものであるから，事務分析はきわめて詳細，正確に行わ

れていることを前提とし，従来よりも一層科学的な手段によって行われる必要

がある。事務分析を基礎とする計画性はあらゆる機械化の場合における着眼点

の最も重要なものといえるであろう。

シェル石油会社においては，上に述べた条件を検討した上，電子計算機の導

入を行ったのであるが，現在26,000以上の油井所有者に対する採油計算書，送

状，歩増計算，総勘定元帳，送油管理に使用している。

（2） 機械の適用および機械化の範囲

セントルイスにおけるモンサント化学会社は当時ハーバード大学における巨

大計算機ほか数台の実験的機械のみが存するにすぎないo 1949年に研究に着手

し,数カ月に亙るIBMとの協議の結果, IBM-CPC (Card Programmed Calculator)

が目的とするに近いものと決定し設置されるに至った｡1年間使用した結果CPC

により月次財務報告を作成しうる段階に達した。つ堂いて予算対比財務諸表，

期間比較財務諸表，百分比財務諸表を作成し，つ型いて損稚計算書について部

門損益計算書(分散組織のもとにおける)，同附属明細書 従属会社報告書，合

併報告書の作成を行い，その後，賃金計算，間接費計算，配当金支払に適用し
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た。すべてこれらの書類は，計算機以外の書記，タイプの使用なしに行いえて

いる。この場合従来のIBM機械による過程が使用され,従来のパンチ・カード

を共通的に使用するという利点をとり入れ，サマリー・カードから入力資料が

えられたことによって短期間に成功的な結果をえている。

CPCを使用したことによって財務諸表作成については，従来1人当り40日の

事務量のものを6乃至8時間に縮減している。これによって月次報告を10日間

短縮し，毎翌月15日に行っていたものを翌月5日に行うことが可能とされた。

なお電子計算機設置の間接的効果として，組織化と計画化が著しく促進された
（15）

ことが報告されている。

このような適用をみた後においても，同社はこの機械が完全に満足的なもの

と考えるのは誤りであると結論している。その論拠とすることは近代的管理組

織に適応する迅速な管理資料の利用という点からなされている。すなわち，会

社の月次原価計算においては，製品単位別に対する月次実際原価，生産実績に

基く標準原価資料，標準原価と実際原価との対比が必要とされ，これらについ

て毎月600種に上る報告書が作成される必要があり, CPCにより一応これら報

告書の作成は成功したのであるが，これに要する指示カード（すなわちPro-

gram card)は60方枚を必要とし，損益計算書が12分間に完成するのに比較して，

多くの時間を要し，管理目的をより有効にするための所定時間に完成しないと

いうことがその理由となづている｡CPCは当初は内部記憶装置(Internal storage)

をもたない機械であったから，会社はこの経験により記憶部を有するより適応

性の大きな機械について研究を進めその導入に向うこと当なったのである。

モンサント会社における使用例は我々に多くの教訓を与えるものであるが，機

械化の着眼点として特に重要な点は，（1）同社においては，管理組織運用上の

報告資料の作成を重視して機械の導入が行われていること，（2）機械化を行っ・

た後における効果が明確に認識されていることであり，この二点は我国におい

ても段階の差はあるにしても，あらゆる機械化の場合に妥当するところのもの

として参考とされるべきである。機械の設置のみをもって経営の近代化と解し癖

末梢的事務作業の機械化が支障なく行われたことをもって満足する程度のもの

は真の機械化の意義を見失っているものであり，経営経理機械は経営管理機械

である点を運用上において明確にすることが重要である。また，同社は現在，

原価計算事務を1人当り200日事務量から数時間に短縮し，財務報告を2日目

~
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（すなわち1日で作成）に行う計画を研究中であるが，このように会計事務の

短縮を行う目的は会計関係者をその本来の任務である経営上の諾資料，諾報告

の分析解釈という重要職能に専念させるのにあるとしている。このこともまた

重要な着眼点となるものであり，これによって将来会計のもつ職能を一層発展

させる要因が機械化を通じてえられることを知りうるとともに，会計組織の大

改革が将来起りうる性質のものであることが感得できる。

（3） 綜合資料処理組職の進展

電子計算機の発展に伴って，この機械の高速処理能力を基礎とし，従来と全

く異った事務組織をもたらすに至っている。すなわち，機賊が高能率をもつこ

と，設備に多額を要するため高速機械処理を機械センターにおいて集中的に行

い，資料処理を分散化させることによって電子式会計機械組織の綜合的効果を

もたせる綜合資料処理Integrated data processing組織の発展がこれである。こ

の場合分散的に資料処理を行う部門がデーター．プロセシング・センター(Data

processing center-DPC)とよばれる｡ DPCは従来の各種の会計機械と電子計算

機との結合を図る部門であると考えられ，通信用テープによる通信網を利用し

多数のDPCと機賊センターが網状に結合され，この組織によって一定計画に基

づく綜合的資料処理が可能となる｡ DPCにおいては，基本的機械として業務範

囲に応じて記録機械，加算機 会計機，パンチ．カード式会計機等が独立して

設置されるが，これらの各機械にはテープ上の電子計算資料に転換するための

転換機構(Converter)が附設され,テープ上にえられた賓料が通信網によって機

械センターに送られること坐なり, DPCは通常通信センター(Switching center)
（ﾕ6）

と位置的には同一となる。

このような綜合的資料処理は，近代的経営の下において，経営を健全な基礎

の上に継続運営しうるように諸決定を行うことが重要となり，経営各階層に絶

えず，完全かつ有意味的濱料を提供するという必要性から要請されるものであ

り，このような要請は，経営の近代化の進展にともない添々増大するとともに

複雑化してきているのである｡ U.S.スティール会社は1950年以来電子計算機

の研究に着手し，その後このために特に組織計画部(Methods Planning Division)

を設け2カ年に亙って研究を行った後，この組織に切り換えその全貌を一般に
（17）

公開した｡U.S､スティールは100名から2万名に及ぶ従業員数をもつ工場多数，

1名から数百人に及ぶ販売事務所，50名から3千名に及ぶ管理事務所，2名か
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ら500名に及ぶ販売店等多様の規模をもつ部門を有し，これら部門は鉱山業，

製造業，加工業，販売業，製作業，運輸業等の異種の業種，業態のものであり，

取扱う製品はさらに多種多様に及んでいる大企業であるが，このような状態の

下において，会計事務処理組織の完全な統一化が行われたのであった。すなわ

ち，電子計算機の導入を契機として，原初資料および機械処理，すなわち，計

算，分類，整理，転換，高速処理，伝達の各分野についての全過程について完

全な定型化を行ったのである。当初は適切な組織設定と事務体系の計画化，機

械化の実施によって，老大化した企業の管理資料がえられると考えられたので

あるが，これらは，経営各様相，経営場所の差，適用方法についての綜合なく

して行われえないことが明かとなり，完全な標準化と集中化ということは，問

題を解決する以上に諸種の困難な新らしい問題をもたらすものであることが明

かとなり，その解答として電子計算機の導入が図られたのである。

この例によって，会計組織の合理化は，経営規模，経営発展段階の大小によ

ってその手段に差があるべきであり，割一的，統一的規制によって行いうるも

のではなく，各経営の実態に即応した科学的分析によってのみ行いうるという

教訓を我々に興えるものである。このことは電子計算機の場合のみでなく，従

来の機賊による場合においても妥当するものであり，我国の現状においては特

に重要な着眼点となるものと考えられる。

U. S.スティールにおいては,右の問題を電子計算機の導入によって解決しよ

うとしたのであるが，この機械の技術的性能が直接的にこれら問題解決の要因

となっているのではなく，機械の性能は間接的手段ともい里うるのであって，

次のような新らしい組織原則の確立を図つたことのうちに直接的要因をみるべ

きであろう。すなわち，

1．原初資料はその発生点において機械形式により記録する。

2．機械形式による資料の処理は終始機械的方法によって行う。

3．資料処理は，原初資料がその後の処理過程に適合するよう機械形式によ
（18）

って綜合を行う。

このことはすでに述べた，データー・フ‘ロセシング・センターの設置を必要と

･したのであるが，機械が附属的乃至は補助的手段とされているのではなく，組

織の枢要点を占め，これによって組織全休を有機的に結合する職能をもつもの

となっていることに，これら原則の重要性が存している。この原則が確立され

＄
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たことによって，同社の会計課員はペンを捨て技術を重要な一の武器とするに

至ったのである。経営専門教育において技術教育が比較的軽視されている我国

の現状にとって，この新らしい傾向は無視することのできない重要性をもつも

のといえる。

（4） 電子計算機の会計機械としての弱点

電子計算機はすでに述べたように現在では一般的にいってなお研究段階にあ

るものといえ，決して全能な計算機ではない。したがって，高性能という利点

に対して，多くの弱点をも有している。その主なものを列挙すれば次の如くで

ある。

(a) 計算機械と会計機械の相違 現在までのところすべての電子計算機

は自然科学上の技術計算の目的のために作成されたものである。これらの自

然科学においては，原子量の計算，天文学における測定等の如く，比較的少

数の資料源泉に基いて大量の計算を行い，計算の結果求められる解答はきわ

めて少数（通常一行の数字である場合が多い）であるのに反して，会計的使

用の場合においては，源泉となる資料が多種多様であるのみならず，きわめ

て老大であるにかLわらず，これらに対してなされる数学的計算は比較的簡

単であり(主として加減算，附加的に単純な乗除算)，これら計算の結果は，

通常，印字を必要とするのみならず，甚だ複雑，大量である。したがって，

会計上においては機械化された計算機構を使用する場合には，むしろ機械作

業の前後の過程が重要となり，この過程との関連において機械の性能が有効

となるものであり，科学上の研究のため作られた機械は会計上の利用のため

には不適切であることを知るべきである。このことが，記帳式会計機械に属

する所謂’簿記機械の如きについては，その導入が問題なく行われる所以で

あり，元来統計機としてのパンチ・カード式機械について我国においても採
インプット アウトプット

用上の問題が生ずる理由である。電子計算機の場合においては，入力，出力

の研究が特に重要となり，この問題が将来の鍵を握ることLなっている。こ

の解決は多く組織上に関連するものであり，この問題が解決されない限り，

電子計算機の採用は無意味となるであろう。我国においては，これらの他に

国字，事務用具について，入力，出力との関連において特殊の考慮が加えら

れなければならぬことは筆者が以前に指摘したところである。

(b) 技術と会計の異質性 電子計算機の場合においては，従来の会計機
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械と異って，その用語は全く技術的であり，会計用語と関連をもたない。こ

のことは異質のものを同一目的に使用することLなり，多くの過程において

常に問題を生ずること 上なる。明確にいえることは，会計関係者によって技

術的性格の理解が一層困難であるのみならず，会計上の要求を技術者に伝え

ることが従来以上に困難であり，このことの結果，パンチ・カード式機械に

おいてもみられたように，会計上の特殊目的のために機械を発注し，機械の

据付が完了したときにその機械が会計上あるいは経営上の目的に合致しない

ことを発見する危険性はより大である。この問題は会計者(機械利用の主体）

が技術者となるのでなければ根本的には解決されないものであって，技術上

の盲者である限りは健全な機械化会計組織は設定されないであろう。

(c) 接近性と柔軟性 既に述べた米国の使用例においても，機械設置に

至るまでは数年を要している。一の事務過程の機械的処理のために機械操作

のセッティングを行うのに数カ月以上を必要とする。これに反し，経営は常

に活動し，変動し，成長あるいは衰退するものであって，継続的使用される

組織は常に柔軟性に富まなければならない。また機械が高価であることによ

って試験的採用の段階をもつことは，すべての企業に'とって許されるもので

はない。これらの点において，発展段階の低位の企業に対しては機賊化に接
（19）

近する場合従来の会計機械に比して著しく困難を伴うものである。

(d) 外部報告性 企業の作成する報告書のうちには外部的利害関係者の

要求を満たす必要が存している。特に政府，裁判所;外部監査人に対してこ

の必要は大きい。いかに会計組織が適切であっても，これらの関係者に受け

入れられない場合には組織設定は不可能となる。電子計算機について重要な

ことは，こ上に掲げた外部関係者は，原則として，取引の記入およびその支

持証拠に関心をもっている事実である。パンチ・カードの場合においてはな

お有形的なカードによって比較的容易に理解しえたが，電子計算機において

は，監査人は電子技術者に監査論の講述をするという新業務が附加されるが，

これを拒否する場合には機械化の新らしい問題点をもたらすことLなるであ

ろう。最近において監査人が，電子計算機に対して積極的研究を行っている

例が見られ，監査部門においては，この問題のよりよき解決が得られるもの
（20）

と思われる。

(e) 機械費 機械化の場合においては，機械の取得費，リースの他，動

ベ
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力費，テープ．費，修繕費，取替費が機械費となる。電子計算機は既に述べた

ようにこれらがきわめて高額となるから，我国では機械費の点の象からもそ

の導入について大きな障害がある。我国においては機械費のほか，人件費，

消耗品費の関連を考慮に入れることが重要である。機械設置については，そ

の研究転換のための費用，要員教育,再配置，新手続規程の設定等多くの附

帯的費用を要し，電子計算機の場合においては，既に述べた機構の性格から,，

従来の機械に比してきわめて多額となり，導入上の難点の一と考えられる。

是、

7．結

壼函

電子計算機については以上のほか論ずべき諸点はきわめて多い。また本稿に

おいては経営経理機械としての電子計算機の特質的適合性に触れることができ

なかったが，与えられた紙幅もつきたので，これらについては他日に譲ること

上する。以上論述した諸点のうち，我国の機械化の際における着眼点として共

通的な重要性をもつ諸点を以下に列記することによって本稿を閉ぢること上す

る。

1） 電子計算機は現在においては必らずしも完全な形態で利用されている

ものではない。しかし乍ら，近い将来において会計組織の革命的変化をもた

らしうるものであることについては，一般に認められ，その研究を現在着手

しなければ遅すぎる段階にまでになっている。このことは我国における旧式

機械化についても妥当する。

2）最高性能をもつ機賊の設置が機械化の目標ではなく，経営近代化の線

に到った最適のもの里適用が重要であり，経費を伴わず，あるいは単純な単

能機械による機械化の行われる余地が我国には特に多い。

3） 機械化のためにはその前提となる事前の研究が特に重要である。この

ことは電子計算機の場合に特に顕著に示されるが，我国においては，かりに

将来電子計算化が行われるものとすれば，旧来の機械化はその前提として必

然的に完成されていなければならない。

4）これがためには事務作業研究が推進されるべきであり，このことは，

(a)う．ロセデュプの明確化, (b)事務過程のFIow Chart化，特に平面的

なものでなく，質と量を含む多次元的に立体化されたFIow Chart化, (c)

これらの基礎としての事務作業測定(Wark measarement)の研究を必要とす

〃
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る。

5） 機械化の促進は我国生産性向上の鍵となるものであり，すべての経営諸

問題が機械化に帰一されるといってよい現状にある。機械化を通じて純生産技

術以外の他の経営的側面，すなわち，経営組織，人事管理，会計事務処理等に

おける非合理性が容易に指摘され，これらを合理的，科学的な基礎に立たしめ

ることが可能であることを認識することは特に重要である。

昭和30年12月27日，再度米国留学の日，神戸宇治の里にて
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電子式會計機械の特性と構成

木 谷 秀 雄

電子式会計機械(electronic accounting machine)は，また電子式資料処理機

(electronic data processing machine)或いは単に電子計算機(electronic computer)

ともいわれ，電子工学(electronics)の技術によって吃大な資料の複雑な会計事

務を迅速に処理する機械である。これは最近，理工学上の数値計算を目的とし

て特に目覚しい発展をとげた電子式計算機の数値処理能力に着目して，会計事

務の分野に適応するように改良を加えたものであり，本質的には電子計算機と

なんらかわるところはない。電子式会計機械が単に電子計算機と呼称される所

以である。しかし理工学上の電子計算機は一般に比較的少量の基本的な数値を

入力(inPut)として一連の長大な計算を遂行するのに対し，電子式会計機にお

いては，随時，発生する会計資料を入力とし，これらから各種の会計諸表を作

成するための分類，整理，計算を完了した多量の資料を出力(outPut)として

取扱うという運用上の相違があるところから前者に比較して，とくに機構上入

出力装置の充実が計られている。

会計事務は生産機械における最近の著しい進歩，発達と並行して，従来のい

わゆる機械化会計から更に電子式会計機械による会計の電子化(electronization

of accounting)への一大飛躍が行われつつある。

1．電子式計算機の沿革

秒

電子式計算機には大別して相似(analog)型と計数(digital)型の二種類があ

る。前者は計算尺のように取扱う数値を物理的の量（長さ，角度，電圧値，電

流値）で表わし，その量の加減によって計算を行う方式のもので，測定器，制

御装置などに使用される。微分解析機はその代表的のものである。後者は直接

“数”あるいは‘･回数”で数値を表わす形のもので，会計業務に使用される電

子計算機はこの型に属すものであり，現在人工頭脳として世上に喧伝されてい

る大型の自動電子式計数計算機(automatic electronic digital computer以下，



76 会計機械化研究

電子計算機または電子会計機と呼ぶ）のことを称している。

大型自動計算機は電子式の計算機の完成に先だって電話用継電器回路を用い

た継電器(relay)式の機械によって，その発達を見たのである。すなわち1938

年ベル電話研究所においてmodel lが，また1944年コロンビア大学とIBM

(International Business Machine)会社と共同研究の下にMARK Iが理工学この

計算を目的としてそれぞれ完成され，現在までにmodel VI, MARK IIIの改良

機がすでに発表されている。しかしこれらは以下に述べる電子式の機械に比較

して主として計算速度の低い理由のために，間断なく発生するの資料処理を行

う会計事務上の用途には用いられるにいたっていない。

最初の電子計算機は，1946年ペンシルバニア大学において研究完成された

ENIAC (Electronic Numerical Integrator and Computer)と称せられる機械であっ

て，第二次大戦中に発達したレーダーを中心とするパルス(Puls)技術を活用し

電子回路を全面的に応用して完成されたものである。これは未だ多くの欠点を

もつものであったが従来の大型の継電器式計算機に比較して100倍以上の計算

速度をもち，18,000個の真空管を使用したことによって有名である。この成果

が動機となり刺激となって米国をはじめ各国の大学，研究機関は競って大型電

子計算機の研究試作を開始し多数の着想，考察が導入され改良が加えられた結

果ENAC以後，僅か10年にして著しい発達を遂げるにいたり，すでに試作の域

を脱した観がある。この間これら電子計算機が科学技術に及ぼした成果にも誠

に著しいものがある。

わが国においては東京大学綜合試験所に，昭和29年8月わが国最初の電子計

算機TAC (Tokyo Automatic ComPuter)が設置され，富士フィルム研究所もレ

ンズの設計計算に使用する電子計算機を目下組立て中である。

電子計算機が各大学，研究機関において研究発達するにしたがって，これを

会計事務面に応用する試みが行われ，その用途，需要は大いに増大した。この

ような状勢に応じて機械の設計を標準化し商品化するための努力が払われるに

いたった。米国のIBM会社は702型EDPM (Electronic Data Processing Machine)

を, Sperry Rand会社(Remington Rand)はUNIVAC, FACTRONICをそれぞれ発

表しているが，これらはともに極めて大型のものである。これに対し手頃な価

格の機械の製作発表が盛んに行われ，BurroughCorp‘,ComputerResearchCorp.，

Consolidated Engineering Corp., Electronic Computer Co.,Hogan Laboratories, Jacob



電子式会計機械の特性と構成 77

Instrument Co., Monroe Calculating machine Co., National Cash Register Co.,上記

のIBM CorP., SPerry Rand Inc., (以上米国), Ferranti LTD. (英国）等は相競っ

て中・小型機種を設計発売するにいたっている。これらは，いわゆる電子会計

機として使用される機種であって，電子計算機は本来の自然科学上の使途より

も，むしろ会計業務の分野に適用されることによって，会計機械として急速に

普及しつつある。

尚，穿孔カード式会計機を構成する機械群のうち計算穿孔機，分類機の計算

あるいは分類制御機構に電子管回路を使用した電子式計算穿孔機(IBM 604型，

626型, RR. UNIVAC 120型),電子式分類機(IBM 82型, RR 420型）がある

が，これらの機種はカードの穿孔位置に対応する計算，分類の単能的な機能を

果すもので，会計業務を一貫して電子的に処理するものではないから，こ上に

述べる電子会計機に該当するものではない。しかし電子会計機は機構的には電

子式計算穿孔機における計算機構の高度に拡充，整備されたものと考えられる

ものであって電子式計算穿孔機の発達は次第に両者の相違を僅少ならしめる傾

向にある。

2．電子式会計機の特性

電子式会計機械においては会計資料（数字，文字）は機械の内部において，

すべて電気パルスの組合せに転換され，爾後の動作は予め計画，設定された指

令(instruction) (いかなる働きを機械に行わせるかの命令）にしたがい，電子

回路によって全自動的，高速度に処理される。すなわち，従来の機械的電気的

会計機械の動作に対して，印刷記録にいたる全行程を一貫して電子的に処理す

る点に根本的な相違が存している。特性の概要を説明すれば次の如くである。

（1） 全自動作業と迅速性

これを以下，穿孔カード式会計機械と比較すれば，穿孔カード式会計法によ

る会計作業の方法は，対象事務の種類，目的に応じて常に事務処理の機械的手

順を思考しながらカードを分類機，照合機，計算穿孔機，製表統計機などの一

連の機賊に手作業によって順次挿入し，カードの機械的操作によってその目的

を達したのであるが，電子会計機においては，会計賓料は一貫して電子的に処

理されるということは，あたかも穿孔カード式会計機の一群の機械（穿孔機，

検孔機を除く）の機能を，個々の対象事務に対応して電子回路をもって有機的

ノ



〆

78 会計機械化研究

に結合したものと考えられるのであり，機械は結果的に事務作業の手順に関す

る判断力をもって，全く人的作業の介入なしに全自動的に作業を遂行する。こ

のために資料処理の時間はその電子的高速度の動作以外にカードを各機械に挿

入する作業ならびに各機賊のカード操作に要する時間が全く省略される結果，

著しく短縮される。したがって電子式会計機による資料処理の速度は，とくに

各資料間の複雑な計算を行う場合以外は製表作業の速度，すなわち印刷機構の

機械的速度によって制約される場合が多い。

（2） 直接資料処理

更に電子会計機の重要な特性は，機械の構成が電気的に結合され－体となっ

ているものであることから，あたかも記帳式会計機械における如く，タイプ・ラ

イターあるいはキーパンチ(key punch)を打鍵のすることによって，その結果

を直接，計算記録し得られることと，これらの資料のうち必要な項目は同時に

記憶装置に貯えられて各種の会計表の盗料として多面的に使用し得られること

である。すなわち電子会計機は資料処理の総合的機能をもつ一方，記帳式会計

機械に見られる個別的直接的な機能の双方をも併せもつものである。いま販売

事務を例にとれば，穿孔カード式会計法による場合，販売伝票から作成される

カードは，ある一定の締切(cut oIY)時間を設け，この間に集積されたカード

を一括して機械に挿入することによって所要の書類が作成されるために，仕切

状，出荷票など比較的迅速性が要求されるものについても，顧客の注文時より

時間的にある程度の遅れを生ずることになる。また，この資料によって在庫管

理を行う場合についても各商品に対する書類上の残高と，実際の残高とは相違

することがあり得る。とくに商品の動きの激しい場合には，更にこの傾向の大

きいことは免れず痔々刻々の業務の現状を把握することは困難である。然るに

電子会計機においては，予め不変事項等は記憶装置内に記憶せしめ，販売先，

品目，数量等外部約事項を打鍵するのみで，仕切書，出荷伝票，在庫残高（商

品の所在する倉庫番号と共に）が同時に得られることになる｡(記憶装置には

倉庫番吾，品名，それぞれの単価が予め記憶され，品目番暑を打鍵するこによ

って，その品目に該当する単価が自動的に選択され，金額の計算及び在庫残高

の計算が自動的に行われる｡) 穿孔カード式会計機ではこのように資料処理の

方法が次第に複雑になり，機械の使用が集約的になるにしたがって，合計カー

ドの作成，一部資料の複写穿孔，照合等のための手作業によるカードの取扱い
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もまた繁雑となるが，このような手数は前者においては各事務に対応する指令

テープ．を挿入することによってすべて解決される。

（3） 綜合資料処理

穿孔カード式会計法によるときは，会計書類は上述の如くその対象事務に応

じて夫々一連の機械による各種のカード操作を経たのちに始めて所要の一表が

得られるのに対し，電子式会計機では，計算された資料はrandom accessと称

して任意の順序，配列を以て取り出し得られるために，これらの資料の多様な

組み合せを以て，各種の会計書類（例えば販売関係資料から品目別販売表，取

引先別売上表を作成する以外に，給与計算等の全く関聯のない書類をも）を並

行的に作製することが可能である。か上る並行的な書類調整の方法を綜合資料

処理方式(integrated data Processing)というが，この機能は上述の全自動的動

作とともに電子式会計機の会計作業を迅速ならしめる一半の要因であり，これ

はカードの種々の組み合せによる多面的な資料処理能力をもつ穿孔カード式会

計機Iと比較して更に高次の多面性を与える所以のものである。以上から穿孔カ

ード式会計機の資料処理方法は，人的作業の介入をともなう各対象事務毎の逐

次的作業であり，電子会計機のそれは全自動的綜合的作業であるということが

できる。

今このintegrated data processingを穿孔カード式会計機で行うとすれば，各

対象事務宛にそれぞれ所要の機械群を充当し，これらを同時に並列的に作動せ

しめることによって可能であるが，か異る作業はカードの使用効率（カードの

反覆使用率）の点から，また多能的な機械を単一目的にのみ使用することから

も本来的な使用法ではない。またか上る作業方法が要請される程度に事務の性

質が迅速性を必要とする場合，あるいはかLる用法においても， 機械にidle

timeを生じない程度の多量の会計事務が存在する段階においては，費用と利

用との考慮の下に電子会計機の導入が当然計画されるべきである。

（4） 記憶機能と資料処理能力の関連

電子会計機が従来の会計機に比較して最も多能的な機能をもつ主要な理由は，

電子回路によって大容量の記憶(informationを貯え再現する作用）機構が最も

経済的に構成され得るからであって，このことは各種会計機械の機能とその記

憶容量を比較すれば明らかである。すなわち記帳式会計機においては，打鍵に

よって廻転する計算機構(counter)の数字車が同時に記憶作用を兼ねるのみで
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あり，とくに記憶装置を装備していないために，打鍵によって機械に挿入され

た同一の資料はこれを繰返し使用し，各種の組み合せの下に多面的な会計処理

を行うことは困難な性質のものである。これに対し穿孔カード式会計機は記憶

装置を主として機械外部のもの，すなわちカードに記憶の作用を営ましめたも

のであり，したがって資料の種々の編成による多面的な会計処理はカードの反

覆使用によって達成することができるが，資料の分類，組合せ，計算等はそれ

ぞれ機能を異にする一連の機械によるカードの機械的操作によって行われ，計

算の結果もまたカードに記憶されることのために，資料処理の機能は万能的で

はあるが，その方法は各作業毎に逐次的に行わざるを得ないものである。然る

に電子会計機の記憶作用は機械内部においてinformationそのものを直接電子

的に記憶する方法であり，資料は必要な回数を繰返し自由に使用し得られるこ

とのために必然的に機械は最も高次の機能を発揮する理由となるのである。勿

論電子的記憶機構の容量は有限であり，資料処理の進行にともなって外部より

逐次補給される性質のものであるから，電子会計機自体その能力は矢張りこの

記憶容量の大小によって決定されることになる。

以上電子式会計機の特性を主として穿孔カード式会計機との比較において説

明を行ったが，要するに電子回路においては資料(information)が一たび電気

パルスとして電子流に転換されると，いわゆる機械的な動作とは全く趣を異に

し，その伝達，増幅が極めて迅速かつ容易であるばかりでなく，これに記憶，

制御の作用が結合されることによって機械の作用は更に知的なもの（頭脳的な

仕事を人間にかわって行う能力）となるのであり，電子式計算機の高度の機能

は，電子の超速度の動作と，電子回跨がいまだ簡単ではあるが頭脳のもつ基本

的な機能のいくつかを備えていることによって達成されたものである。電子計
（註）

算機の研究発達には脳神経学者の密接な協力のあった事実は注目すべきことで

ある。

＃

3． 電子式計算機の構成

電子式会計機（電子計算機）の構成は，基本的には入力部，記憶部，演算部，

制御部，出力部の5つの部分から成立っている。

下図はこれら各部の関聯を示すものであるが，これは電子計算機特有のもの

（註) Wiener, Cybernetics, M. I. T .
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ではなく，リレー式計算機を含めてすべて大同小異の構成からなっている。

図によって明らかな如く，各部分は定まった寶料(information)の伝達経路

（太線）と制御部からの命令伝達経路（細線）とによって結合され，計算機の

各部分の動作は，すべて制御部から発せられる命令にしたがって統制され，有

|制御部I
I

|Ⅲ ’
↓心

'五十 ↓
－

今
一一
令部|※〆

今

|演算部’J
1〃

出力部|、’
機的に一体となって整然と自動的に演算を遂行する。制御部から発する指令す

なわち機械に如何なる演算を行わしめるかという計画は，予め作成したプログ

ラムによって制御部に与える必要がある。プログラムとは対象事務の資料処理

（計算，分類，照合など）の順序を原始資料から印刷にいたる行程にしたがっ

て，一歩一歩順を追って機械に指示する一連の指令をいうのであって,.穿孔カ

ード式会計機の各種の動作を接続線の挿し込みによって決定するう．ラヅグ・ボ

ード(plug board)の作用を拡張したものに相当する。プログラムは一般に磁気

テープに磁気的に記入し，会計資料と並行して入力部より記憶部に入れられ，

資料処理の進行にしたがって逐次制御部に取り出され，この指令に基いて全体

の動作を制御するように作られている。プログラムを記入したテープ．を指令テ

ープ｡ (instruction taPe)といい，穿孔カード式会計機ではスイッチによって行

った動作の切換選択をはじめ，全部の動作がプログラムの中に含まれる。しか

し電子式計算機のすべてが指令テープ．のみによって動作が決定されるわけでは

なく，中．小型機においては，プラッグ・ボードと指令テープとの併用されて

いる場合もある。

以~下，各部の説明にはいる。

（1） 入力部(input unit)

原始資料と機械の自動操作のためのプログラムを穿孔カード，穿孔紙テープ．，

磁気テープ．などから読み取って，これを電気パルスに転換し記憶部に送り出す

装置である。上記のほかにカード穿孔機，電気タイプ・ライターからも直接資料

、
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を挿入し得られるように，非常に融通性の広い機構になっている。

入力部は，また演算部の要求に応じて必要な時に，記憶部の指令された位置

に各資料を送り出すための同期機構をもっている。読取機構には光電管を使用

して穿孔カード，穿孔紙テープ．からの読取りを光線によって行い速度の向上を

計っているものもある。

（2） 記憶部(strage unit)

入力部より入れられた資料と，資料を処理するためのプログラム（指令）を

記憶し，また演算の過程において，その結果を爾後の演算のために，あるいは

出力部に伝達するまで一時貯える装置である。

記憶部は一般に内部・中間・外部記憶装置によって構成されている。これら

の記憶装置の内部においては，資料や指令は0と1の2進数字の組合せからな

る一つの単語(word)となって配列され，個々の単語を入れる位置は整然と区

分されその区分毎に宛名(adress)が番号をもって附されており，資料，指令は

制御部より宛名番号，または番号と行先を指令されることによってこれらの

“書込み”または‘‘読取り”が制御される。この‘‘書込み”，“読取り”は

演算部の電子的動作に応じて，いついかなる番号に対しても高速度に行われる

こと，いいかえれば資料の出し入れに要する時間，すなわち“待ち時間”

(access time)の極めて短かいことが望ましい。計算機の能力（機械の大型，

小型）は，この記憶装置の速度と記憶容量の大小によって決定される。（大型

リレー式計算機が会計機械として全く用いられない理由は，同一の記憶容量を

もった電子計算に比較して形状が著しく大きく，かつ"待ち時間"が大きいこ

とのためである｡)

しかし記憶装置の待ち時間を小ならしめることと，その記憶容量を経済的に

増大せしめることとは相反する要求であるので，現在，種々のものがその特性

に応じて併用されている。

高速度の記憶装置としてブラウン管，超音波遅延装置，磁心記憶装置，真空

管記憶装置があり，低速度の記憶装置には磁気ドラム，磁気テープ．がある。内

部記憶装置には高速度，外部記憶装置には低速度の記憶装置が用いられる。

ブラウン管の記憶装置は，ブラウン管の螢光面に電気パルスを静電的にドッ

ト(dot)とダッシュ(dash)をもって蓄電し，これによって0と1を表現するc

ある特定の番地は，螢光面上の特定の位置に対応し，その点の選択は樅，横の

鐸
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偏光電圧を指定することによって資料の書込み，読取りが行われる。大体一本

の管に縦横32づつ，322＝1024個の資料を記憶する。蓄電作用は短時間で消失
』〃

するのでこれを電気パルスに還元し，たえず循環，再生を行って必要な時間中

記憶される。この記憶装置の待ち時間は殆んど0であって，この点で理想的で

あるが，高価で現在のところ動作がや其不確実であるといわれている。しかし

大型計算機には最も多く用いられている。

超音波遅延装置は，音波伝播の媒体として水銀を使用し, 長い水銀タンクの

一端からパルスを超音波の形で入れ，これを他端で受ければ超音波が水銀中を

伝播する時間だけ信-号-を貯えることになる。水銀タンクの両端には水晶片が取

付けられ，電気パルスは水晶の圧電気効果を利用して超音波に転換されて水銀

中を伝わり他端（出口）に達すると，そこで水晶片を歪ませ再び電気パルスと

なって外部に取り出される。これがまた入口に戻り，超音波となり，このルー

フ．の中を何回も循環することによって記憶が継続される。勿論この循環中に生

ずる波形の減衰 乱れに対する増幅再生が行われ，必要な資料は電気回路中の

電気的のケート(gate)を用いてその出し入れが行われるc記憶されたルーフ．中

の各資料が，何時，どこにあるかは制御部の刻時(clock)によって，たえず判

明するようになっている。水銀中の伝播速度は温度によって変化するから，刻

時とのずれを防止するために厳重な恒温装置が用いられる。記憶容量は水銀中

を長くすればそれに比例して増大され経済的になるが，一方待ち時間が長くな

る。普通長さ1m内外のものが多く用いられ，待ち時間は最大1ms (1millisecond

＝1/1000秒）内外である｡(水銀柱の音波の速度は約毎秒1,000mであるから，

1mの水銀柱の通過速度は約1msである｡)動作は確実であり，比較的安価であ

るので，小型の機械をはじめ数多く用いられている。

磁心記憶装置は短形履歴特性をもった環状の磁心(magnetic core)を記憶装

置の素子(element)として，これを数千ないし数万をマトリックス(matrix)

状に編成したもので，正負の残留磁気の状態をそれぞれ2進数の1，0に対応さ

せて，一つの磁心で2進数の1桁を記憶する。この記憶装置は最近磁心材料と

して良い特性をもったフェライト(ferrite)が得られることによって完成され

たものであるが，小型で信頼度も高く, random accessが可能なこと，また価格，

寿命などの点からも計算機の性能に寄与するところは大きい。また待ち時間も

0.01ms程度で極めて小さい。
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真空管記憶装置は真空管を流れる電流のon, oHを1と0に対応せしめて記憶

を司るものであるが，真空管が消耗性の部分であること，電力消費量が大きい

こと等のために，小型機以外には次第に用いられなくなる傾向にある。

磁気ドラムは磁性体で覆われた円筒を高速度で廻転し，記録ヘッドによって

パルスを円筒表面に磁気的に記憶するもので，再生ヘッドによって再び読み取

られる。記憶容量はドラムの直径と長さに比例し，待ち時間はドラムの廻転速

度に関聯し，約10ms内外で可なり大きいのが欠点である。しかし動作が簡単

で低廉であるので，多くの機械に多く用いられる。

磁気テープ．は磁気録音機（テープ・・レコーダー）と同一の原理で，記憶容量

は極めて大きく，一例をあげれば,全長1,500フィートの磁気テープ．に1,440,000.

桁の数字が記入され，この捲枠1個は，穿孔カードの18,000枚に記録された

資料に相当するといわれる。指令用テープとして，また原始資料および処理を

完了した資料の大量記録を行う外部記憶装置に使用される。

すでに述べたように会計資料は，すべて機械内部においては電気パルスに符

合化して取扱われるが，このパルスを記憶装置に対して出し入れする伝達方式

に，各字毎に1本の電線から印刷電信機の信号のように一定の間隔をおいてパ

ルスの列として通す直列移動方式(serial transfer system)と，多数の線から

同時に数個のパルスの組合せからなる信-号-として出し入れする並列移動方式

(parallel transfer system)とがある。前者は主として水銀タンク，磁気ドラム

記憶装置に使用され，後者はブラウン管，磁気コプーの高速度の記憶装置に使

用される。直列，並列の各伝達方式相互間の変換は遅延回路を用いて簡単に行

うことができる。

（3） 演算部(arithmetic unit)

この部分は高速度記憶装置より資料を読取り，加減乗除の演算を行う装置で輝

1秒に百万回にのぼる高速度のパルスの計数能力をもっている。こ上を通して

資料（文字，数字）の分類，比較，照合作業が行われるが，その基礎をなすも

のは加算機である。この加算機は，加算の方式にしたがって二種類に大別され

る。その一つはA+Bを求める場合，そろばんと同様に先づAを置き，その上

にBを加えてA+Bが得られ，これを消去するまでA+Bが貯数されるアキュ

ムレーター(accumlater)型加算機と，他は二数A+Bを同時にうけてその和を

直ちに外に送り出すところの貯数の作用をもたないコインシテンス(co-inci-
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dence)型加算機である。これらにはまた上述のパルスの伝達方式にしたがっ

て，それぞれ並列と直列の二方式があり，並列伝達の形で入ってきたパルスは

並列加算機により，直列伝達の形で入ってきたパルスは直列加算機によってそ

れぞれ加算が行われる。この場合，直列方式は，加算回路は1桁分のみでよい

が，並列式では桁数だけの数の加算回路をならべなければならない。したがっ

て後者の方がそれだけ複雑で高価になる反面，演算速度は桁数に関係なく1回

の動作で加算を完了するから，はるかに高速であるので主として大型の機械に

用いられる。

減算を加算機で行うには，一般に引く数”を補数機( comPlementer)と呼ばれ

る装置を通して”の補数を作り，これを加算機に加える。 例えば1258-457＝

801の減算は，－457の代りに各桁毎に9の補数をとって，999,542（6桁の加

算機の場合）という数を1,258に加え

1,258＋999,542＝1,000,800

とし，第7桁目のlを最低位に加えて801とする。

掛算は卓上計算機と同様に適当な制御回路を設けて，結局加算と桁送りを繰

返すことによって行われる。この場合，乗数被乗数をそれぞれ記憶する2個の

レジスター( register)を必要とする。掛算は加減算に比べてはるかに長時間を

要することは勿論である。

割算は，やはり卓上計算機と同様，除数の減算を余りが負になるまで桁送り

と共に繰返す方法が用いられる。しかし装置が複雑になり長時間を要するの

で，割算の装置をもたない機械もあり，この場合の割算には逐次近似の方法が

用いられている。いま除数をⅣとして, X"+, =X"(2－ⅣX")の式によって

X,zからX"+，を算出し，この計算を繰返すことによってXの数列が1/Ⅳに

収戯することを利用している。この式は掛算と減算のみによってⅣの逆数が得

られるから，この逆数を被除数に掛けることによって割算を遂行することがで

きる。例としてⅣ＝4の計算をする。いまⅣが2≦Ⅳ＜5のとき,X"にはX泥

＝-2-＝0.285,714,285とおく。簡単のために分数計算によって説明すれば，
7

x耀手』=÷×ﾄｰ÷×9=-砦一

X"+2 =器×(2--g-×4)= :::: -=h
となって,X"+2ですでに0.2499 =0.25になる。もしⅣが2≦Ⅳ<5以外の数
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値であれば適当な倍数を選んで，この範囲内に入れて同様の計算を行えばよい。

以上，電子計算機の四則演算は基本的には加算操作のみで，減算は補数の加

算，乗除算はこれらの組合せによって行われることを説明した。いかなる数値

計算も四則演算の組合せによってなしうる筈であるから，結局計算はすべて加

算操作に分解されることになる。機械による計算方法としては，このように回

路の単純化の点から最も初等の演算に分解することが行われる。しかしこのよ

うな方法によって生じる演算時間の増加は，遅い収倣級数の演算といえども電

子計算の高速度によって全く問題にならないのである。

（4） 制御部(control unit)

高速度記憶装置から読みだされた指令にしたがって，各装置の動作を逐次自

動的に制御するために指令パルスを発するところである。また各装置の動作を

同期するための発振器による刻時装置をもち，電子計算機の中で最も複雑に分

化された部分で，いわば頭脳に相当する。制御部からの演算指令は一般に

1． 記憶装置から読み取られる2数値の宛名番-号一

2．2数値間に行われる四則計算の種類

3． その計算結果をいずれの記憶装置の宛名番号に書き込むか

4． 次に実施される演算指令を読み取る記憶装置の宛名は何番か

の四つの部分から成り立っている。

記憶装置には指令は，それが実施される順序にしたがって，宛名番-号順に入

れられている。制御部は，これを順次読み取って実施するのであるが，今どの

番号の指令を行っているかは制御部の中の指令番暑カウンター(Control coun-

ter) ccに記憶される。

今几番目の指令が実施されつつあり，したがってここには凡番が記憶されて

いるとする。そしてこの凡番の指令の演算が終了すれば演算部分から終了信号

(end pulse)が制御部に発せられ，これによってccには，その内容に1が加えら

れ〃＋1となり，これに相当する記憶装置の番号から次の指令が読み取られて

実施される。

以上のように制御部の統制によって各装置全般の制御が進められるとともに，

電子計算機が人工頭脳として複雑な計算を遂行しうるのは，条件転換(conditi-

onal transfer)と称して演算結果の数の正負を判定して，それぞれの場合に応

じて爾後の資料処理の方法を判断し，その手順を変更する機能を導入したこと

ー



電子式会計機械の特性と構成 87

にある。資料の比較，照合，特定の乗数（例えば所得額に対する税率）の選択

などの動作もこの機能によって行われる。また前述の除数の逆数を求める収欽

級数の演算においても”"+,，妬"+2…･･･の値を求める同じ操作を自動的に繰返

して逐次近似計算を進め，結果が一定したときに始めて新しい指令に切換が行

われる。この条件転換は，機械の重要な機能の一つであって，これによって電

子計算機は，会計事務処理の手続きに対する無限の適応性をもつことになるの

である。

制御部は，すでに述べたごとく処理の順序，方法を予め記録した指令テープ・

の指令に基いて機械全般の自動制御を遂行するのであるが，電子式会計機の運

用にさいしては，この指令テープ・の編成すること，すなわちフ・ログラミング

(Programming)が重要な課題となる。フ・ロク←ラミングにさいしては，先ず対象

事務にしたがって会計資料の処理方法を分析し，これが電子回路によって処理

されるための順序を考慮して立案されなければならない。したがってフ・ログフ

マー(Programmer)は，機械に対する充分な技術的知識と広範な会計的知識を

必要とすることはいうまでもない。

（5） 出力部(out-Put unit)

分類 整理，計算の諸手続を全部完了した資料を記憶部より取出して印刷す

る電気的あるいは電子的印字機構をもっている。また，これらの資料を穿孔カ

ード，穿孔テープにパンチし，磁気テープに記録する装置も結合されて出力部

の融通性が計られている。

電子会計機の演算装置および高速記憶機構における盗料処理の速度は，印刷

作業に比較して著しく高速度であるために，この速度は印刷機構の機械的速度

によって規定されることになる。このために電子式会計機械には，特に高速印

刷機構が備えられ，またこれらの印刷機構を多数，同時に併行して使用するこ

とによって，機械全体としての速度の向上を計っている。

例えばIBM・EDPMにあっては，最高100台までの印刷機構を取り付け,1行

120字を毎分150行から15,000行の速度で印刷を行い，数十種類の報告書を別々

に作製することも可能である｡ RR. UNIVACにおいても,1行150字の印刷を毎

分600行の高速度で行う印刷機構を同時に動作させ得るようになっている。
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4． 2進法について

数字，文字指令は機械内部においては，すべて電気的パルスに符-号-化して取

扱われることはすでに述べたが，これらを最も少ない符号で表示することが，

記憶容量を相的対に大ならしめ，また回路素子の必要数を少ならしめる所以で

あるために，すべての機械には殆んで2進符号が採用されている。

これを例をもって説明すれば，10進法は

356＝3×102＋5×101＋6×100

の形で表わされるのに対し，2進法では例えば

25＝1×24＋1×23＋0×22＋0×21＋1×20

で表わされるo10進法の356には102, 101, 100がそれぞれ省略されていると同

様に，25は2進法では，11001で表示される。

0から17までを2進法で表わし，表にすると次のようになる。

10進法 2進法2進法 10進法

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1－||→2JT－雲-両
,几2,, ,3 m-｢L｢|→峰
0 －今21 23222120iW

(b)

, _| L2｡．進法による並列(a)
ノ と直列(b)伝達方式の

一一＞

時間 比較

･(a)

０
１

２
３

４
５

６
７

８

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

10000

10001’’
また二進法によって前述の電気パルスの並列，直列伝達方式を13の数字につ

いて説明すれば，上図（右）のようになる。

この1と0を電気パルスの有，無と組み合わせ，また真空管の両極端な状態，

すなわち電流のon, oHに対応せしめるのである。その結果,25の数の計数を行

うには10進法では，25個の真空管を要するものとすれば僅か5個の真空管を要

するのみで，回路は著しく簡素化されるほか2進法は論理演算上多くの利点を

もっている。しかし2進数字は，われわれが使い馴れていないために，機械内

部では2進法を用い，入，出力部において10進法との転換を行わなければなら

ない。このために小型の機械では，相互の転寒装置の比重が機械全体に対して
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大となるために，10進法の各桁を4個の2進数字の組み合せ（1,2,4,8）をも

って表わすbinary decimal方式が多く使われている。

5．機械発達の傾向

複雑な回路と莫大な数の回路部品から構成されている電子式会計機械におい

ては，誤動作なく安定に働かせることが最も重要な問題である。このために同

様の装置を2台あるいは一部を2台並列運転して両者を絶えず比較しながら演

算を進めて誤動作を検出する方法，各動作の段階毎に逆算を行う方法，誤動作

が検出できるような符号を使用する方法など各種の方法が構じられ，機械製作

費用の相当の部分がこの誤動作防止のための検出回路に充当されており，現在

の機械の誤動作の確率は’億回の動作について1回のわりであるといわれてい

る。しかし，この場合誤動作防止はその検出回路が基本回路と同時に故障を生

じないことが前提であって，検出回路が複雑になるときは当然，その故障の確

率も増加することはいうまでもない。

したがって一方，回路に使用する材料の面から，消耗性の部品の使用をでき

る限り避け，故障が少なく信頼性があり，また同時に経済的な機械を製作し得

るために，あらゆる部品，回路素子の研究が各方面の技術を取り入れて進めら

れている。その結果従来用いられた真空管に替って，ケルマニウム・夕‐イオー
l

ド(germanium diode),トランジスター(transistor) ,磁性体等が次第に利用さ

れるにいたり，寿命，信頼性，消費電力，機械容積等あらゆる点に著しい改善

が見られるにいたった。すでに真空管を全く使用しない全トランジスターの計

算穿孔機IBM 608型が発表されている。これは1250本の真空管を使用した604

型に相当するものであるが，床面積において20平方沢の50％，消費電力は6．9

KWに対してその90%を節減し，冷却用送風機も取り除かれたことが報じられ

ている。真空管の全廃は，現在のところこのような小型の計算穿孔機に試みら

れたにすぎないが，今後ケルマニウム，磁性体等の優秀な特性をもった素材の

著しい発達とともに，この傾向は大型会計機に対しても急速に取り入れられ，

製作費用も大巾に低減されることと思われる。

電子会計機は上記のごとく，膨大な数の回路素子から構成されているもので

あるから，その製造方法は従来の会計機に見られる特殊の寸法，形状をもった

機賊的素子の高度の精密機械加工を必要とする機械作業とは根本的に異ってを
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り，これらの回路素子を個々に結線する複雑な手作業が主体をなしている。こ

のことは機械を構成する回路の結合を増減あるいは変更することによって，広

範囲に作業能力を異にする各種の機械（穿孔カード式会計機の最小単位の能力

よりも更に小規模のものから，大は数億円の価格の巨大なものに至る機械）の

製作が容易であるばかりでなく，特定の事務手続きのみを処理する単一目的

(sPecial PurPose)の機械が，電子回路によって，はじめて最も効果的，経済的

に製作することが可能となるのである。（特定の会計事務が，記帳式会計機に

よって一貫して処理し得ない程度に複雑で多量な場合，その会計事務に対応す

る特定の作業手順から見たspecial purPoseの機械は，穿孔カード式会計機のご

とく会計機が分類，照合，計算等の独立した機能の機械群から構成されている

場合には，全く考慮の余地のないものである｡)

我国における会計事務面の電子化に関する研究は未だその緒についたばかり

であるが，複雑な結線作業を主体とする電子会計機の製作は，ことに我国に適

当した工業（テレビジョンと同様に）と考えられるのであり，会計機械をすべ

て輸入に依存している現状においては速やかにこれが理論的，技術的研究とと

もにその製作工業の確立が望まれる所である。

6． む す び

電子式会計機械はいまだ目覚しく進歩しつつあり，決して完成されたもので

’はない。しかし電子的資料処理の方法は，従来の会計機械の機械的構造および

機械的運動素子の諾制約から解放された最も合理的な方法である故に，経済的

にも技術的にも電子式会計機械は，明らかに新しい時代の会計機としての地位

を担うものであることは疑いない。すなわち穿孔カード式会計機に比較して，

その機能は事務作業の自動化，速度において更に本質的に高次のものであり，

特に穿孔カード式会計機が，すでに高度の発達を遂げ，技術的にその限界の状

態に達したものと考えられる今日，会計事務量の増大化，事務内容の複雑化に

対処し，あるいは，より経済的に経営管理の強化，合理化を遂行するために，

会計事務処理の電子化は今後経営規模の広範囲の階層に亙って益々急速に普及

するであろう。米国においては，すでに約2,800台の電子計算機（電子式計算

穿孔機を含む）が会計事務用に稼動し，尚1,700台におよぶ各型の機械が発註

されている現状にあるが，その一部について価格，使用台数等を別挙すれば次
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表の通りである。
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また下表に機械の資料処理能力，または計算能力と費用の関係をかかげる。

ここでマン．パワー(man power)とは，会計機が1替代制をもって稼動した仕

事量を卓上計算機を用いて処理する場合に必要とする人員をいう。

電‘子 会 計 機 の 種 類

冬

B CA F， E

費用

卜
０
０
０

６
５

１
９

３
４

＄
＄ ＄5,500-

＄6,500
＄50,00少

$ 100,000

35,000

$ 15 ,000-
＄25,000

＄2,700-

＄9,800

$ 10,00G-

＄70,000月

資料処理能力
(man power)

6俳400 60-4”3“00 15,000
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以上，説明したごとく電子会計機は本質的には計算機の機能をもつものであ

るから，これが事務会計面の運用にさいしてはこの計算機能を活用することに

よって更に生産計画，販売分析，品質監理等の数学的な解析の方法を導入充実

すべきであり，またこのような計数的監理に基いた経営の合理化，事業経営の

正しい見通しは科学技術の進歩と相俟って，社会経済全般に一層加速度的発展

をもたらすであろう。
'
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に-ついて

一

難 波 恒 治 郎

1． 記帳式会計機の種類と構造

記帳式会計機とは，会計における記帳事務の機械化を目的として考案された

機械である。

記帳事務は，通常，記録の他に計算を伴うものであるから，記帳式会計機は

記録と計算の作業の機械化を目的として作製されている。したがって記帳式会

計機の構造は簡単には記録のためのタイプライターと計算のための加算器およ

び加減算器の結合したものであると考えられる。

この記帳式会計機の特徴は

（1） 記録と計算を同時に行うこと，

（2）計算について 残高の算出（横算）－たとえば 借方一貸方＝残高

の算出一が可能であること，

の二点である。記帳式会計機は，上記（2）の点から少くとも縦算一たと

えば 借方，貸方の合計算出一のため二箇の加算器 および 横算一た

とえば 借方一貸方＝残高の算出一のための一筒の加減算器を備えている。

これによって 記帳式会計機は横算を行うことが出来ない作表加減算機および

金銭登録機等と区別される。

記帳式会計機には，会計事務の広範な領域に亙って，すべての記帳事務に適

用しうるよう作製された機械と，特定の記帳事務一たとえば給与計算事務，

銀行における出納業務に関する記帳事務一のみに適用するよう作製された機

械がある。前者は記帳事務についての万能機であり，後者は専用機であると考

えられるが，ここでは，特に前者の万能機としての記帳式会計機についてのみ

考察し，専用機についてはふれないことにする。

記帳式会計機はその発達の過程から
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1）キャシュ・レヂスターから発達したもの

2）タイプ．ライターから発達したもの

3） 加算機から発達したもの

の三種に分けることが出来る。これについてはその代表的なものとして，たと

えば（1）については ナショナル系の会計機(2)については レミントンラ

ンド系・ブンダーウッド系の会計機 （3）については パロー系の会計機 を

あげることが出来る。

これらは，機械の構造上から，それぞれの特徴をみることが出来るが，機能

的には大差はない。

記帳式会計機は，それが適用される記帳事務の内容一たとえば記帳される

書式の寸法，記帳に際して計算を要する項目の数およびその個々の項目の桁数

等一に応じて，能力を異にする種々の機械が作られている。以下記帳式会計

機の種類をその構造との関連において説明してみよう。

記帳式会計機はその構造を キーボード(key board)ｸキャリッヂ(carriage) ,

計算器(counter) ,印字器(printing unit),自動制御器(automatic control unit)

に大別することが出来るが，このそれぞれについて，現在我が国に広く紹介さ

れている各種の記帳式会計機の機能を考察してみることとする。

（1） キ ー ボ ー ド

記帳式会計機には，英数字用（叉は仮名文字および数字用）キーボードを備

えたものと，数字用キーボードのみを備えたものがある。前者は，ナショナル

31号式会計機，してントンランド フォーモースト会計機等がこれであり，後

者としては，アンダーウッド サンドストランド会計機 バローズ センシマ

ティック会計機，があげられる。

英字（叉は仮名文字）用キーボードの構造は英文タイプライターのキーボー

ドと全く同様であり，このキーボード上のキーの打鍵(key strok)によって英字

（叉は仮名文字）記録を行うものである。

数字用キーボードには，全鍵式キーボード(full key board)と十鍵式キーボ

ード(ten key board)の二種がある。全鍵式キーボードは，機械が備えている計

算器の最大桁数について，各桁に 0から9まで の10箇，叉は ’から9ま

で の9筒のキー（この場合0は自動印字される）を有している。すなわち前

者の場合は，計算器の最大桁數14桁の機械では10箇×14(桁)＝140箇のキー
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を有し，後者では計算器の桁數が同じ場合 9箇×14(桁)＝126箇のキーを有

している。一方，十鍵式キーボードでは計算器の桁数とは無関係に 0から9

まで の10箇のキーを有するのみである。

数字用のキーが打鍵されると，打鍵された数値は，印字器を通じて記録され

ると同時に後述のコントロール・キー又は自動制御装置によって任意の計算器

で加算叉は減算される。

全鍵式キーボードを有するものとしては，バロー系およびナショナル系の記

帳式会計機があげられるが，これの特徴は

（1） 0が自動印字されるので，0を打鍵する必要がないこと。たとえば，

10,000円を打鍵する場合は，第五位の1のキーを一箇だけ打鍵することによっ

て，その目的か達せられるわけである。

（2） 桁数の多い数値の打鍵において，機械操作員は，両手を使用すること

によって打鍵の速度をはやめることが出来ること。

であるが，反面全鍵式キーボードは十鍵式キーボードに比し複雑であるから，

機械操作員の熟練に若干の日時を要することが欠点と云われている。

十鍵式キーボードを備えるものとしては，たとえばレミントンランド系およ

びブンダーウッド系の記帳式会計機をあげることが出来るが，これの特徴は

（1） キーが10箇しかないので操作が極めて容易であり，熟練にさほど日時

を要しないこと。

（2） 所謂タッチ・オペレーションによることが可能であり，打鍵を迅速に

行いうること。

であるが，反面，0が自動印字されないので0の打鍵を要することが欠点と

されている｡(たとえば, 10, 000円の打鍵の場合には全鍵式キーボードでは第

5桁の1のキーだけ打鍵すれば足るのに対し，十鍵式キーボードでは先づ1を

1回，次に0を4回打鍵しなければならない｡） 十鍵式キーボードを有する機

械のうち，してントンランド系の会計機では数字用キーの他に10箇の位取り用

のキーを有している｡(これは同機の数字印字機構が英文タイプライターと同

様の構造を有することに原因するものである｡) これは数値の打鍵に際し予め

任意の位取りキーを打鍵し，その後，数値を打鍵するもので，たとえば3,500

円の打鍵においては,先づ位取りキー〔4〕(桁)を打鍵し，後3,500円を打鍵する。

記帳式会計機のキーボードはこれらの英（仮名）数字用キーボードの他に機
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械制御のための若干のコントロール用のキーを備えている。これは，たとえば

打鍵された数値の計算位置の指定，計算の方法（＋叉は一）の指定，小計算出，

総計算出，計算器の破算(clear),ノン・アッド(non add),ノン・フ・リント(non

Print),キヤリッヂ開閉,赤字印字等の指令を機械に与えるために設けられたも

のである。更に機械によっては特に日付印字用の日付用キーを備えたものもあ

る。

（2） キ ヤ リ ッ ヂ

記帳式会計機のキヤリッヂは英文タイプ・ライターのそれと略堂同一の形態の

円筒式プラテンをもつものが多いが，なかには平盤式と称せられるキヤリッヂ

を採用するものがある。これは，ゴムの平盤の上に，書類をおきこれに記録す

るものである。この平盤式キヤリッヂの特徴は機械操作員が書式の任意の位置

に容易に記帳することが出来る点であるが，機構上の制約からこの型のキヤリ

ッヂを採用する機械は少い。円筒式のキヤリッヂは英文タイプライターのそれ

と略と同一であり，等しくプラテン（ゴム円筒）を有し，左右（桁送り）に移

動させることが出来る。記帳式会計機はタイプ°ライターに比し，書式の挿入・

摘出の頻度が大であるから，この挿入・摘出に要する手数を排除するため種々

工夫されており，その機構はタイプライターのそれに比し複雑である｡(たと

えばキヤリッヂの開閉は自動制御機構によって行われるとか，コントロール・

キーによって簡単に操作される等である｡) 記帳式会計機によって記帳される

書類の幅はプラテンによって制限される。これには15吋，16吋，20吋，27吋等

種々のものがある｡(たとえばアンダーウッドサンドストランド会計機では24

吋，バローズセンシマテック会計機では15吋，18吋，叉は22吋，ナショナル3

千号式会計機では，15吋叉は16吋，31同号式会計機では20吋叉は26吋，してン

トンランド．フォーモースト会計機では27吋である｡) 叉，プラテンを二つに
ギョウ

分割し，その各堂の行送り間隔を異にすることにより，同時に異った二種の書

類を作成することが出来るもの（たとえばバローズセンシマチック会計機 ナ

ショナル31号式会計機）がある。

（3） 計 算 器

記帳式会計機はすべて縦算用の二筒以上の加算器(register)および横算用の

一箇以上の加減算器( cross -footer)を備えている。これら個々の加算器又は加減

算器は，作表加算機におけるそれとほ型同一の機能をもつものと考えることが
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出来る。

記帳式会計機の計算能力は，それが備えている加算器および加減算器の数お

よびその各蛍の加算器叉は加減算器の桁数( capacity )によって定る。通常，加

算器は縦算に，加減算器は横算に使用されるが，時として加減算器のみを多数

備えたもの，或は，加算器叉は加減算器に貯えられている数値を，加算器叉は

加減算器相互間に自由に移転させる(transfer)ことの出来るもの等'機械の操

作を容易ならしめるよう考慮されたもの，或は加算器叉は加減算器を分割し二

箇以上の加算器叉は加減算器として使用することが出来るものがある。

（4） 印 字 器

英（叉は仮名）数字用印字器を有するものと数字用印字器のみを有するもの

がある。

英字（叉は仮名文字）用印字器は英文タイプライターのそれと全く同様で印

字はタイプ・バーによって行われる。数字用印字器は若干の例外を除きすべて作

表加算機の印字器と同様の構造を有し，所要の数値の打鍵が完了した後，その

全桁についての数値を一斉に印字する。レミントンランド ブォーモースト会

計機のようにタイプ．ライターから発達した機械のなかには，数字印字も英文タ

イプ･ライターにおける印字と同じくキーとタイプ．パーが直結し打鍵の毎に一字

づ上印字を行うものがある。これはたとえば，315円の印字において，3の打

鍵と同時に3を印字し，次いで1の打鍵で1を，5の打鍵で5を印字する。こ

の印字方式では数字用キーの打鍵の誤りを訂正することが不能であり，他の記

帳式会計機に比し若干の不便を伴うものであるが，これについては数字用キー

ボードのキーの配列を考慮し，英文用キーと巧妙に関連されているので，熟練

した英文タイピストを操作に当らせることによって打鍵の誤りの発生の機会を

減少させることが出来る。

記帳式会計機の印字器は英字（叉は仮名文字）用および数字用タイプ．パーの

みならず日付自動印字器，印字された数値の意味を示す総計印・小計印，借方

印，残高印等のタイプバーを備えこれを自動的に記録する機構となっているも

のが多い。更にこの印字器は誤謬訂正，貸方記入等の場合に赤字印字を行うこ

とが出来るようになっている。

（5） 自 動 制 御 器

記帳式会計機が現在広く会計事務領域に適用され，会計事務領域において機

、

勺才
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械化の効果を充分に発揮するに至った重要な原因として自動制御器の発達をあ

げることが出来る。自動制御器とは記帳作業の順序・方法にしたがい予め機械

の動作をこれに指令しておき，これによって機械の操作を自動化し，操作員の

作業を極めて簡単にするための装置である。

これは簡単には英文タイプ．ライターのタピュレーテング・バー(tabulating

bar)の機構を複雑化し，種々の機能をもたせたものと云える。キヤリッヂに取

付けられた自動制御器は，キヤリッヂの左右の移行にしたがい，機械の自動制

御機構に異った指令を与えることによって，あたかもコントロールキーを打鍵

した場合と同様の動作を機械に行わせるものである。

たとえば 元帳の 借方一貸方＝残高 の記帳を行う場合 自動制御器を設

定することにより機械は次のように自動化される。

（1） 先づキヤリッヂは 借方記入位置に停止し，元帳用紙の挿入を容易に

するようキヤリッヂを開く。操作員によって元帳用紙が挿入され，借方金額が

打鍵されると，キヤリッ ヂを閉じ元帳用紙を固定し，借方金額を記帳すると同

時にその金額を縦算および横算のための加算器および加減算器で加算するo

（2） 借方金額の記入および加算が完了するとキヤリッヂは貸方記入位置に

移行する。こ上で，操作員によって貸方金額が打鍵されるとそれを元帳用紙に

記帳すると同時にその金額を縦算用の加算器で加算し，横算用の加減算器で減

算する。

（3） 貸方金額の記入および加減算が完了すると，キヤリッヂは残高記入位

置に移行し，横算用の加減算器の計算結果を自動印字すると共にこの加減算器

を破算する。

（4） 残高記入，横算用加減算器の破算が終るとキヤリッヂは再び最初の借

方記入位置へ戻り，元帳用紙の摘出が容易に行われるようキヤリッヂを開く。

これらの自動制御によって機械操作員は，単に元帳用紙の挿入，借方・貸方

金額の打鍵，元帳用紙の摘出 のみを行うことによって 元帳に 借方一貸方

＝残高 の取引を記帳しうる。更に処定の記帳が全部完了した後自動制御器を

操作することによって借方合計一貸方合計＝残高を自動印字させることが出来

る。

この自動制御器によって制御しうる範囲は機械の種類によって異るが大体以

下の如きものがあげられる。

。
◇
ロ
ー
汐
◇

ｒ
１
Ｊ
訟
覧
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(1) 打鍵された数値の加減算を行う加算器叉は加減算器の指定

。（2） 指定された加減算器に対しての加算叉は減算の指定

（3） 小計叉は総計の自動印字

（4） キャリッヂの開閉

（5） キャリッヂの移行および停止

（6） 日付の自動印字

自動制御器は一本のパーによって一種の記帳事務を行うもの（ナショナル3

千号，31号会計機）一本のバーを三段（サンドストランド会計機)，叉は四段

（バローズ センシマティク会計機）に切換えることによって三種叉は四種の

異った指令を機械に与えることのできるものがある。

これらのパーを採用する記帳式会計機にあっては，バーの取替が極めて容易

であるから 予め各種の記帳事務 たとえば 売掛金元帳用，買掛金元帳用，

総勘定元帳用，給与計算用等のパーを設定しておいて，必要に応じてパーを取

替え，随時，異った記帳事務を行うことが可能である。これによって機械の使

用効率を高めることが出来ると共に，各種の記帳事務を一台の機械で集約的に

機械化しうるから，従来事務量が少いため事務の機械化が困難であると考えら

れていた中小企業にも機械化の道が開かれるに至った。

記帳式会計機の種類はきわめて多いが以上のごとくキーボード・キャリッヂ

・計算器・印字器・自動制御器によって，その機能の概要と特徴を知ることが

出来る。しかし記帳式会計機のうちには特に乗算機構を備え，単価と数量を打

鍵するのみで，単価×数量＝金額を計算し，印字する機械（バロースM型会計

機）があり，更に穿孔カード式会計機械の穿孔機叉は通信用のテレタイプ．と連

働するもの等'種々の特徴ある機械が考案されている。

2． 記帳式会計機の適用方法と適用領域

記帳式会計機の適用範囲はきわめて広範であるが，ここでは，先ず簡単な適

用例を示し，その基本的な適用方法を示すことにする。

（1） 唯一種の書類に転記する方法(single posting method) _

一例として記帳式会計機による元帳転記をあげる。元帳が次図のごとき形式

の場合，転記は以下の順序で行われる。

（イ） 日付および摘要は，日付キー叉は数字キー，英字（叉は仮名文字）キ
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一の打鍵によって記入される。

（ロ） 借方金額・貸方金額は数字キーの打鍵により所定の欄に記入されると

同時に，計算器に加算叉は減算される。

（ハ） 以上の操作が終ると残高は自動的に算出され残高欄に残高が記入され

る。

この場合の計算は，たとえば加算器二箇 加減算器一筒を有する記帳式会計

機では次の如く行われる。

貸方金額 残 高借方金額
↑

加減算器

I 一
延
云

＄
ｅ

加 算 器｜

(A)

4

加 算 器

(B)
,’

第 一 図

このようにして逐次記帳が行われ，所定の記帳が完了すると 借方金額合計”

貸方金額合計が自動的に算出され 合計欄に記入される。

（2） 同時に二種以上の書類に転記する方法(double posting method)

記帳式会計機による機械化の効果は，同時に二種以上の書類を記帳すること

により，前例の場合に比し著しく高められる。この方法は記帳内容を同じくす

る二種以上の書類に複写によって同時に記録するものである。たとえば元帳記

入においては，元帳の記入が行われると複写によって自動的に元帳に記帳され

0
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た文字叉は数字が日記帳に記入されることである。今ここに販売伝票から 得

意先元帳 に記帳が行われる場合を想定する。この場合記帳式会計機のプラテ

ンには予め販売日報用紙が複写用カーボンペーパーと共に取付けられているも

のとする。

記帳係は販売伝票の得意先名によって，任意の得意先元帳用紙をファイルか

ら撰出し，記帳式会計機に挿入し，所要の記帳を行う。この記帳によって，そ

れと同一事項が販売日報に複写される。この記帳が完了すると得意先元帳用紙

は摘出され，元のファイルへ格納される。記帳係は販売伝票が送られる毎にこ

の作業を反覆するものであるが，販売日報用紙は個冷の記帳が完了する毎に一

行ずつ繰上がるから，元帳記帳の順序にしたがって記帳されることになるo更

にこの販売日報には記帳完了後，借方合計，貸方合計が自動的に算出され記入

される。

販 売 日 報

名|鳥|豊|借方|貸方|残高犀
|"''012"’’5'21。

－－

得意先名
一一

X×商店

前残|月|善|品

" 3121*'21 A
××商店

1

今
No. 販夷伝票
一

／得意先名

名馬豊借方貸方残高照合
2010 200 512 0

50鋤 1釦0 2012 0

日
付

托
発

残
蚫
蛇

３
５

ｒ
前
、

←

票
番 品

Ａ
Ｂ

／箏等儒陰接 2010 釦0

50鋤 1釦0

312 A

362 B
I

剴
L

，合計｜ ×××××××××

第 ＝ 図

（1） 表中前残とは当該記帳に際して残高算出のために予め最も最近の残高を加減算器
に加えることである。たとえば××商店元帳において5月2日記帳に際し前日残高
￥512を前残にPick uPすることによって当日販売高\1500を加え当日残\ 2012を算
出するが如きである。

（2） 検算とは残高算出に際して機械の故障による誤謬発見のため横算の加減算を異っ
た方法で同時に行うものである。たとえば残高算出のために横算用加減算機が前残十

借方一貸方＝残高の計算を行うのに対し，照合用加減算器は

（前残十借方一貸方)一(横算用加減器の合計すなわち残高)＝0

（一前残一借方十貸方)＋（ 〃 ）＝0

の計算を行い自動的に検算する。

この場合，記帳式会計機の加算器および加減算器は各二筒が次の如く使用さ
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れている。

前残 借方 貸方

后譲e
照合
T

澤壼÷gn.r

騨腰“
印
字

一ゴl l

加減算器No.1へ

e1 11eli一

1
日記帖貸方合計印字

’ L－’ 印
字

←〃

器

」
｜Ｉ

ｅ
－
器

４
〉
，
算
２

人
１
１
１
↓

、'＄

|加算器

ﾄ｡ ェ
I

牌

、 '

日記帖残高印字 日記帖借方合計印字

第 ．四 図

複写による元帳と日記帳の二種の書類の転記の方法を進めて，元帳用紙の下

に伝票・送り状・計算書・領収書等を挿入すれば，更に三種叉はそれ以上の書

類，たとえば，得意先元帳・販売日報・計算書と三種の転記を同時に行うこと

も可能である。

叉この複写による方法は，元帳と日記帳の転記のみに限らず，会計事務の種

々の記帳事務にも適用しうる。たとえば給与計算事務における，個人別給与台

帳と各部別給与明細表，配当金計算事務における，株主台帳と配当金支払明細

書の同時記帳がこれである。

（3） 異った書類に複写によることなく同時に転記する方法(dual posting

method )

複写による二種以上の書類への同時転記の方法は記帳式会計機の基本的使用

方法であるが，これによるとカーボン・ペーパーによって用紙が汚染されるこ

と，および記録された文字叉は数字がやや不鮮明であることから時としてこの

複写によらない二重転記の方法が採用せられる。

この方法は特に幅の広いフ・ラテンを有する機械についてのみ採用することが

可能である。たとえば元帳と日記帳の転記に際しては，プラテンの左側に元帳

を挿入し，右側に日記帳を固定する。元帳の記帳が行われると，記帳された数

値は計算器に加減算されると同時に機械に記憶され，キヤリッヂが日記帳記入

欄へ移行すると，そこで元帳に記帳された数値を日記帳に自動印字する。

この方法は，書類が汚染されていないことおよびそれと記録された文字叉は

ノ
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××商店 得 意 先 元 帖

日 付 摘 要 借 方 貸 方 残 高 日

販 売 日 報

付|摘要|借方貸方|残高照合 ’

自 1
!

第 五 図

数字が鮮明であることが要求される対外的書類の作成に屡里用いられる。たと

えば，元帳記入と同時に領収書・送り状・計算書等を作成する場合に使用され

る等である。記帳式会計機の適用の効果は，それによって同時に幾種の書類に

転記を行うかによって異なる。すなわち一回の打鍵によって転記される書類の

数が多ければ多いだけ機械使用の能率は高められるわけである。記帳式会計機

によってこの複写によらない二重転記の場合においても，たとえば元帳・日記

睡調Tえ、棒Ⅲ

販 売 日 報
”Hﾀ0．界一一一rl

lO月1日’

得意先名目付摘要'数量前残|借方|貸方残高照合
××商店'/'0 ;蕊劉闘畷一篭881

××商品 得意先元帳

|’
計 算 書

摘要

A商品
B商品

××商店殿月 Ａ
Ｂ
ｌ
調

日付摘要数量前残借方|貸方残高
200

1/10 A商品10020050 250
B商品15025070 320

］201

第

｛ハ

図

品名 数量

10’

15’

金額

50

70
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帳と計算書の如く，フ・ランテの右側叉は左側の何れか一方は複写による二重転

記を行うのが通常である。

更にプラテンを二分割することの出来る機械では，右左の行送りの間隔を変

えることによって，以上の複写によらない二種以上の書類への同時転記と異っ

た意味で二種の書類を作成しうるものがある。これはたとえば，材料倉出事務

における，在庫品元帳と倉出一覧表についてみると次のような場合である。受

入伝票および払出伝票は一日分まとめられ，材料の種類・品質・型等によって

分類され，一括して元帳に記入される場合を想定する。元帳は全取引について

記帳され，在庫品一覧表には，種類・品質・型等の区分の合計のみが記録され

るものとすると，以下のごとく転記が行われる。

在庫品一覧表 ｜

日付種類借方貸方|残高

%o A 320 150 170

%o B 2" 50 230

%oC 8" 530 330

%。Dj20 650 170

／/ ‘ ｜
／

－

1
1料

材 料
A 材「

1－
､

料 ､
貸方｜残高’

2“ 2”‘

230 9釦

330

1釦 170

|朝：
B

C 材 斜%o %o 材
衛
卸

，付
０
０
←

Ｈ
口
ｗ
列
ｗ
殉
巫

知
釉
一
計

知
知
知
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計
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一
計 票番
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253

2認
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計

０
０

％
淵 280

|L ｜
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第 七 図

この場合，う．ラテン左側の元帳は元帳記帳が一行行はれる毎に一行づつ繰上

がるのに対し，右側の在庫品一覧表は元帳の各口座の残高の合計算出毎に一行

くり上ることになる。この場合，在庫品一覧表は元帳の各口座の残高の合計の

みを示すものであるから総計表(summary sheet)と云う。このような総括表の

欄を大計欄，中計欄，小計欄に分け，コントロール．キーの桁送りキー(skip

key)の操作により，大中小の三種の合計を一表に製作することが出来る機械

もある。

記帳式会計機は以上の事例からも容易に推察されるように販売・購買・棚卸

等の元帳関係のすべて記帳事務に適用しうると同時に，給与，配当金関係の記

帳事務にも適用され，その範囲は会計における全記帳事務に亙ると考えても過

言ではない。
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今ここにこれらの適用領域を

（1） 取引の発生の都度，記帳しなければならない事務

（2） 日々の取引を一括して一日を単位として記帳すれば足る事務

（3） 毎週叉は毎月，定期的に発生する事務

に区分し，そのぞれについて適用上の問題について考察してみよう。

（1） 取引の発生の都度，記帳しなければならない事務 は現実にはきわめ

て少いようである。この場合，記帳はすべて取引発生の時点において行われる

ので取引の発生が記帳速度と同間隔的であるときは機械はもつとも能率的に使

用される。しかしこのように取引発生が記帳速度と全く同間隔的に発生するこ

とはあり得ないから，このような事務領域への機械の適用は，いきおい機械使

用上，時間的にピークを生じたり，著しい遊休時間を発生させることが多い。

更に，記帳の都度，記帳係は元帳ファイルから任意の元帳用紙を撰出し，記

帳したのちそれを再びもとの場所へ格納すると云う，記帳以外にファイルの操

作を伴うことになる。加うる取引の都度記帳しなければならぬ必要から，自動 ’

制御器を適時，切替え叉は取替えて機械を各種の事務に機動的に適用すること

が困難であるO9したがってこの種の事務は機械の能率的使用と云う見地からは

機械化に適した事務とは云い難い。このことから記帳式会計機による記帳は，

本来，発生時点を異にする取引を，時点を区切って（たとえば一日 一週 一

月）一括してこれを集中的に行うことが望ましい。しかし事務の内容によって

は，これを一括して処理することが出来ず取引発生時点において処理しなけれ 、

ぱならぬものも若干存している。

この種の事務領域は原初取引に関するものが多く，顧客叉は外部関係者に対

するサービス強化の目的あるいは，タイムリーに帳簿残高を把握する目的で行

われることが多い。前者はたとえば売掛・買掛残高を取引発生の都度，常に顧

客叉は外部関係者に通知する必要のある場合の計算書・請求書・領収書・荷受一

書等の作成事務であり，後者は，資金ぐり叉は取引先の信用の関係から売掛叉

は買掛残を常に経営者が把握しておく必要のある場合の得意先叉は仕入先元帳

の記帳がこれに当る｡(後者については銀行の当座預金事務が適例であるが，

これについては若干の専用機がある｡)これらの取引の都度記帳を必要とする

事務領域の機械化は，機械化による事務処理の迅速化・正確化・標準化等に基

く事務経費の節減を主目的とする通常の事務機械化とは異り，機械化による事

､

の
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務処理の迅速化・正確化・標準化等にもとづく顧客叉は外部関係者に対するサ

ービスの強化，叉は経営の対外的取引状態に対する経営者の管理の強化を主目

的にするものが多いことである。したがってこのような事務領域の機械化は機

械の使用効率からみて不適当であり，極端な場合，機械化によって却って事務

経費の増加がみられる。しかし，顧客叉は外部関係者に対するサービスの強化

叉は対外的取引状態の迅速・正確な把握によってもたらされる利益がより大で

あるとすれば，当然機械化されるべきであろう。この点，通常の記帳事務とは

その機械化の目的において大いに趣を異にする。

ここで注目しなければならぬことは，この取引の都度記帳を要する事務の機

械化が，穿孔カード式会計機および一般の事務機械によっては極めて困難であ

る点である。この種の事務は記帳式会計機によって有効，且つ，適切に機械化

することが出来る。ここに記帳式会計機の特徴をみることが出来るが，この場

合は記帳式会計機による記帳の機械化と同時に特にファイリング装置の完備が

機械化の重要な要件として指摘されねばならない。

（2）日々の取引を一括して一日を単位として記帳すれば足る事務 とは，

会計事務においてルテン．ワーク(routin work)と呼ばれる事務の大部分がこ

れに当る。この場合，伝票は一日毎に一括され，記帳式会計機によって記帳さ

れることになる。通常，伝票はすべて得意先別，商品別等に区分され，その区

分毎にそれぞれの元帳に一括して転記される。たとえば購買事務においては購

買伝票を仕入先別に分類し仕入先別単位にまとめて逐次仕入先元帳に記帳する。

この場合の転記の都度，元帳用紙のファイルからの撰出・キリッヂヘの挿入お

よびキヤリッチからの撰出・ファイルの格納と云う作業を伴はず，単に打鍵の

みによって行われるから転記の速度は迅速であり，更に順次自動制御器を取替

えることによって異種の作業を行うことが出来るから機械使用の効率はきわめ

て高く機械化の効果をよく発揮しうる領域であると考えられる。

（3）毎週叉は毎月定期的に発生する事務とはたとえば給与計算事務・月次

損益計算書・月次貸借対照表作成事務がこれである。この場合毎週叉は毎月定

期的に相当量発生する事務であり，記帳会計機による機械的転記は(2)の場合

と同様，きわめて能率的に行われるが，ここで注意を要することは，事務量の

ピー クの問題である。たとえば記帳式会計機を給与計算に使用する場合,'給与

計算の締切日が毎月21日，給与支払日が月末と仮定すれば，給与計算は21日

5

、
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より月末までの10日間に行われることとなる。かかる領域への機械の適用は，

当該期間中においては顕著なる効果を発揮するが，期間外において機城は遊休

せざるを得ないこととなる。この場合の措置として給与計算においては控除項

目の計算は予め期日以前に概算で行うことによってピークを平準化させるとか，

或は他の定期的に発生する事務と適当に組合せることによって機械の使用期間

を延長し，日々の稼働時間を平均化することに努力が向けられる必要がある。

『記帳式会計機の適用に際して，通常，機械の故障に基く誤謬叉は脱漏および

機械操作員の打鍵の誤りに基く誤謬叉は脱漏について種々の検算および照合の

方法がとられる。このうち機械の故障に基く計算の誤りについては，同じ計算

を異った計算器を使用して同時に二ケ所で行うとか，同じ計算を計算方法を変

えて二つの計算器で同時に行いその二つの計算結果を照合することによって計

算の正誤を検める方法がとられている。機械の故障に基く転記の脱漏一たと

えば打鍵された数値が全く印字されず又計算もされない場合一一および打鍵の

誤りについては，ブリ・リステング(pre-listing)を行うことによってそれが発

見されるよう考慮されている。

う．リ・リステングとは，伝票叉は証葱書類から記帳式会計機によって転記す

る前に，伝票叉は証渥書類から転記される数値の一部ないし全部を卓上加算機

又は記帳式会計機によって記録．計算し， ブリ・リスト(Pre-list)を作成する

ことである。このブリ・リストは後に記帳式会計機による記帳結果と照合され

る。その結果，う．リ・リストの合計が記帳式会計機による計算結果が等しけれ

ば，記帳式会計機の故障による脱漏および記帳係の打鍵の誤はなく正しく転記

されたものとされ，一致しないならばブリ・リステング叉は記帳式会計機によ

る転記の何れかに誤りがあることになる。

記帳式会計機の適用に際してはいかなる場合においても，この検算と照合の・

制度が採用されることを原則とする。

この検算および照合の方法は，種々考案されているが，それは

（1） 使用される記帳式会計機の機能

（2） 適用される事務の性質

によって，最も適当なものが選択されるべきであろう。以下この検算および照

合の方法の若干の例をあげる。

（1） 直接検算法(direct proof method)
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これは最も簡単な方法であり，横算用に残高算出用の加減算器を検算に利用

し，一度行った計算を自動的に逆算することによって検算するものである。

|前残|借方|貸方l残高|検算

I~.,i :o l :8 .｡
第 七 図

この場合，残高算出用の加減算器は

前 借 貸残 借 検
残 方 方喬 方 算

十50＋10－0＝60-10＝501

（自動的に計算）

の計算を行う。前残と検算結果が等しければこの残高は正しいものとされる。

更にこれはブリ・リストと次のように照合される。

今，元帳と日記帳が複写によって記帳されたとする。この場合元帳に記帳さ

れた金額に誤記叉は脱漏がないかを日記帳合計とブリ・リスト合計とを照合す

ることによって確める。ここでは借方金額についてのみ照合する場合を仮定す

る。

喘
－

プリ・リステングー→記帖式会計機
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第 八 図

元帳記帳のみで日記帳が作成されない場合には，う．リ・リストと照合するた

め照合表(proof strip)が作成され検算され照合される。この照合表は元帳と同

時に複写によって作成されるが，時として借方叉は借方のみの簡単な表に作ら

れることもある。

A
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（2） 合計照合法(double pick- up method)

これは前残を二回打鍵(pick.up)して前残合計十借方合計一貸方合計＝残高

の計算を行って検算する方法で(1)の直接検算法に比し加算器を一箇多く使用

し，個為の取引の記帳については検算を行わず借方および貸方合計算出後に行

うものである。この前残の二回の打鍵のうち1回は検算，他の1回は残高算出

のためのものである。

この場合，（1）の例をとれば横算用加減算器は次のような計算を行う。

前残 借方 貸方 残高 借方 貸方 検算
十50 ＋10 －0 ＝60 －10 ＋0 ＝50

この結果，前残合計と検算数値合計が等しければ計算結果は正しいものと見

徹される。この照合表(proof strip)は単に個々の記帳の検算に用いられる他に

ブリ・リストとが照合されるのが常である。
､

表

貸 方

〈ロ

照

2nd PiCk. 1st pick-借 方
up up･

20 20

10 10 10

30 30 15

残高算出
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残 高
’
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迩
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Ｂ
Ｏ１

｜’
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－
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０
５

３
４

＋60＋25－5＝80

九 図第

（3） ゼロ検算法(zero proof method)

これら(1)(2)の方法は加減算器および加算器相互間の数値の移転が出来な

い機械についての検算および照合の例を示したものであるが，加減算器又は加

算器相互間の数値の移転が可能な機械については，これらの操作はすべて自動

的に行われる。現在広く行われている検査方法としては，加減算器を二箇使用

××商店 得 意 先 元 帖

日付 摘 要 前 残 借 方 貸 方 残 高 検 算

’ 50
50 30 15 65 0

砂

第 十 図

A

借 方 貸 方 残 高

C
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し，そのうち1箇は残高算出用として 前残十借方一貸方＝残高(A) 他の一

つを検算用として 一前残一借方十貸方＝残高(B) 残高(A )+残高(B)=0

を算出して検算欄に印字する。この方法は叉，残高算出用加減算器で ＋前残

十借方一貸方＝残高(A) 検算用加減算器で ＋前残十借方一貸方＝残高(B)

残高(A)一残高(B)=0 とおかれる場合もある。

何れの場合もブリ・リストと日記帳叉は照合表とが照合されることは前例と

変りはない｡(この方法については既に第三図で註記した｡)

（4） 二重作表検算法(dual run proof method)

これは任意の伝票叉は証渥書類から転記される書類が多数ある場合，記帳式

会計機では機械による転記を二回叉は三回反復して行うことがある。たとえば，

販売伝票から，計算書・送り状，得意先元帳，販売日報，商品別販売統計表等

を作成する場合，先ず計算書と得意先元帳・販売日報に転記し，次いで送り状

と商品別販売統計表へ転記するものとすると，この販売日報と商品別販売統計

表の借方・貸方合計および残高を照合する方法である。これはある伝票叉は証

渥書類から転記される書類が多いので，これらの書類をブリ・リスト叉は照合

表として使用する場合の方法である。

（5） 小計照合法(sub.total proof method)

取引が一定量まとめられ，その合計を記帳する場合に用いられる。たとえば

購買日報の記帳に際して,.数量および金額が購買商品別に一括して記帳される

ような場合に用いられる。この場合ブリ・リステングは取引発生の順序にした

がってリストされることによって日記帳と同様の意味をもたせることが出来る。
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（6） 残高転記表による照合(post-listing of balance proof)

これは記帳式会計機による転記の検査について特に,転記合計照合表( cont rol

% of Posting total)を設け，転記の正誤を比較的長期に亙って継続的に検査す

る方法である。今ここに元帳転記の例をとると次のごとくである。

すなわち，今，一日を単位として日々の取引が記帳されているとする。元帳

の項目が前残・借方・貸方・残高であるとすれば，前残および残高を除く借方

・貸方合計は予めブリ・リストによって算出され，次図のごとく転記合計照合
●

表に転記される。記帳会計機によって転記された元帳の各口座の残高を合計し，

その結果を転記合計照合表残高欄へ記入し，前残を転記したのち転記合計照合

表の 前残十借方一貸方＝残高を検算する。この転記合計照合表の検算の結果，

転記の正誤か検査される。

転記合計照合表照合表

残高表
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第 十 二 図

3． 記帳式会計機適用例

記帳式会計機は，他の諸会計機械と並んで戦後我が国において急速に普及しウ
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すでに各方面で実用化され，事務機械化の成果を発揮しているが，ここに記帳

式会計機の適用例の若干を示しそれを考察することにしよう。

（イ） 販売関係事務

某製造販売会社における販売関係の事務は次のように行われていると仮定す

る。先ず販売関係の組織・取扱品種等を事務内容を参考のためにあげると

(a) 販売活動は本社および各地の支店営業部叉は営業課において行われて

いる。

(b) 本社および支店の営業部および営業課は当該商品の需要の種類を，内

需・輸出・特需に大別にそのそれぞれについて本社では課・支店では係を設け

ている。うち内需についてはこれを，官庁・会社・一般に細分類している。

(c) 取扱品目は数種類で，比較的少い。

(d)本社および支店における営業関係事務はすべて本社において処理され，

製品の発送はすべて本社から工場の製品課に指令され，それに基いて発送され

る。（この場合，官庁・会社を除く一般消費者に対しては直接販売は行われず

すべて代理店叉は特約店を通じて販売される。(b)の内需の内訳中，一般とあ

るのはこれである｡) 販売はすべて掛とする。

ここでは販売関係事務として次の作業が行われる。

（1） 販売伝票および同控の作成

（2） 勘定書の作成

（3） 商品元帳の記入

（4） 得意先元帳の記入

（5） 販売集計表の作成

（6） 売掛日報（得意先別・支店別・本支店別部課別本社分および支店部課

別）

（7） 請求書の作成

ここでは，日々発生する販売取引を，一日を単位として，すなわち，一日に

発生した取引を翌日一括して処理しているが，それには記帳式会計機一台を使

用し，これを自動制御機構を利用して作業を五段階の操作に分けている。これ

を図示すると第十三図の通りである。

（’） 先ず記帳式会計機によって商品元帳の記帳が行われると同時に販売集

計表・販売伝票・販売伝票控・勘定書が作成される。



I

記帳式会計機の機構と適用方法 113
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第 十． 三 図

（）は事務作業の段階を示す
＄

（イ） 販売関係事務

（2）（1）により作成された販売伝票を得意先別に分類した上，得意先元帳

に転記すると同時に請求書を作成する。

（3） 得意先元帳の残高の全部（当日記帳済分のみならず当日記帳していな

い元帳をも含む全部の残高）を売掛日報に転記し売掛日報を作成する。これに

よって売掛金現在高を把握することが出来る。

（4）（1）により作成された販売伝票控のうち支店分を支店別・支店係別に

分類し，支店別・係別売掛日報を作成する。これは売掛金現在高を示すもので

はなく当日発生高を示す。

（5）（1）によって作成された販売伝票控のうち本社分を課別に分類した上，

部課別売掛日報に転記する。これが終ると(4)の支店別・係別売掛日報小計を

転記し本支店別（部課別）売掛日報の作成を終る。

ここで販売集計表。売掛金元帳。売掛日報の書式および照合の方法を示すと

第十四図通りである。

（ロ） 貸借対照表・損益計算書作成事務

貸借対照表’損益計算書作成事務は決算日の前後に集中する定期的に発生す

偶



ノ～

3

会計機械化研究114

売掛日報(漏箭,')
幕洞睡層鬮蚕颪

‐‐ｌ‐銅－１畑刎】‐３３２８７へ』
１

｜
表
眼
睡
２
１
１
３
。
』
２
１
１

｜
計
一
関
画
し
い
い
ｒ
脾
ｒ
ｈ
ｒ
心
Ｉ
Ｍ
７
２

襲
一
型
－
１
２
１
１
１
”
］
１
２

売
劉
錘
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｚ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｙ

鑑
蛎
寵
謝
鯛

敏
一 売掛日躯(支店’

誰麺關盤豊
51"|x! 6 2

:職‘ ，‘
・輸出1Yll21

1 'X11621

先柵 金 元帖 尭掛日報(得意先別）

鶏2鵲閻轆｢離 霧醗關曾胃認
A×』’21811,.lo 凡】1．2】OO
A Y211021l120 'B 2 8 12' 2n o

：剛:'&'|弱 : |:i':: {::
CX Sl21 31,01 J30IE'5a '0

:職烈呈'士÷;＝
clz ’

、 ’ ’

’1I

|!"|!1II ||I1I

||｣"|@, ｡1,,|’,| ，｜|｣"|‘,｡i"|,｜ ｜｜，"”'｡'"|，
↑ 1
1 ノ

1凧含
照合

係同'1）

金 額 胃厩翻睡醗
5本店輸出'・・・・

\ ●I

8‘” 〃 ・・

糯内霜!:
71必"

篭|”
X1

轡 輸出'Y l

2 】0

12’ ”

3 ，16

7， 10

2 7

3 4

－1－

２
１

１
２

０
３

２
胆

－
１

l X1

計22一Ｆ！

《
、
》
叩

抑一牛Ｉｌｌ
ｚ
砿

計
諦

支店輸出

支店内鴨’

ll

ll

’

’計‘ 1147
へ

計25

’

剛日得意先別兜掛日報残高十当日売掛金元帖借方合計

第 十 四 図

る事務であるが，ここでは月次貸借対照表・月次損益計算書が作成され，これ

に基いて貸借対照表。損益計算書が作成される場合を考える。ここでは記帳式

会計機は極めて簡易な転記計算を行うのに用いられる場合が多いので，比較的

記帳式会計機を有効に使用しうる月次総勘定累計表作成事務についてのみのべ
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ることにしよう。

これは月次貸借対照表・月次損益計算書作成のための勘定締切日における総

勘定元帳の借方合計・貸方合計・残高を当月総勘元帳累計表に転記する。これ

に基いて試算表が作成され，更に月次貸借対照表および月次損益計算書が作成

されると共に，最終計算日より当月までの任意の期間の損添計算が作成される。

これには第十五図のごとき書式が採用される。

（ハ） 給与計算事務

現在我が国においてもつとも多く記帳式会計機が用いられている事務領域で

あるが，記帳式会計機は給与内訳が少い場合，極めて容易に且つ有効に機械化

の効果を発揮する。たとえば

支給内訳項目 基本給 扶養家族手当 能率給 時間外手当

控除内訳項目 所得税 社会保険料

によって給与内訳が構成されている場合,（この場合 能率給，時間外手当，

所得税等の算定はすでに行われているものとする｡）

各 部別 給与明 細 書

氏名|基本給蔭養家|能率給|時彫儀麦辰扇腰奈戻唇雰腰霧
個 人 別 給 与 支 給表

ヤ
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この場合，記帳係は基本給，扶養家族手当，能率給，時間外手当の支給内訳

および 所得税，社会保険料の控除内訳に関する書類から個人別給与台帳にそ

れを転記する。支給額合計，控除額合計および差引現金支給額は自動的に計算

・記録される。この際，各部別給与明細書および，個人別給与支給表はプラテ

ンに固定されているから個人別台帳への転記と同時に複写記録される。個人別

台帳は逐次さし替えて記入され，一部門あるいは一課の個人別給与台帳の転記

が完了すると各部別給与明細表にそれぞれの内訳について合計が算出される。

個人別給与支給表はミシン切取線にしたがって各人毎に切り取られ，給与表に

封入されて従業員丙支給明細書として渡される。

現在，我が国においては給与体系がきわめて複雑であり，給与内訳項目が著

しく多い場合がある。このため時として現在我が国に紹介されている記帳式会

計機の計算器の容量(capacity)を以て処理しえない場合がしばしばある。この

ような場合，一般に次のような措置がとられている。

（1） 給与内訳項目を整理し，記帳式会計機で処理出来る程度に縮少するこ

とo

（2） 給与内訳のうち縦算の必要の少いものについては縦算を行わず，縦算

必要内訳項目を機械で処理しうるまで減少せしめて処理する。この場合，縦算

の行われなかった項目については後日，手記叉は卓上加算機で計算の上，縦の

合計を算出し各部別給与明細表を完全にする。

（3） 給与内訳項目を減少さすことなく，支給項目と控除項目をそれぞれ全

く切離して行う。この場合は，支給項目についてのみを先づ各部別給与明細表騨

個人別給与明細書，個人別台帳に機械により転記を行い，後に控除項目につい

ては，支給項目の記帳によって算出された支給額を打鍵した上で控除内訳を打

鍵し，控除額合計・差引現金支給額を算出する。この方法では計算器の容量

の制約から，内訳項目の少い場合に比し甚だしく機械操作上の手数を必要とす

るわけで機械使用の能率の点から望ましいことではない。もつとも，時として

計算器の容量に充分余裕がある場合においても給与計算事務のピークを平準化

するため給与計算締切日を支給額算定締切日，控除額算定締切日に分ける場合

がある。この場合比較的金額の変化の少い控除額の計算が先に行われる。たと

えば毎月15日を控除額算定締切日，25日を支給額算定締切日，30日を給与支払

日とすると，16日より25日までに控除額の計算が行われ，25日より29日までに
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家給額および差引現金支給額が計算される。ただこの場合控除額のうち，所得

税額の決定は支給額の算定後に行われる。このように給与計算を支給額計算と

控除額計算に分けて行う場合には機械の計算器容量にゆとりを生じることがあ

る。この場合には遊休している計算器を利用して部課別所要紙幣および硬貨の

種類別枚数を計算させるとか，フ・ラテンを二分割して給与袋の表面に支給額合

計・控除額合計・差引現金支給額を印字させる等の方法がとられることがある。

（二） 配当金支払事務

配当金支払事務は決算にともなって，通常年一回叉は二回発生する事務であ

る。この定期的に大量に発生する事務に対しても記帳式会計機は有効に使用さ

れる。この場合，配当金支払事務の発生しない期間中機械は他の事務領域で使

用される。（株主名儀書換に伴う株主台帳事務に使用されている場合が多い｡)

ここでは機械により配当金支払一覧表が記帳されると共に配当金領収書が作

成される。（この場合プラテンの二分出来る機械に限る｡）

配当金支払一覧表議畿月×日’
’配当 源泉所|差 引支 払 支払

譽収胃摘要株主氏名株数金額得20%支給額年月日場所

｜繕

毛学

領 収 書 控

番号

氏名

第××期配当金領収書

番号

氏名

株式数 株 支払額￥ 円

《

〕

株式一

配当金額

源泉徴収

差引支払額

支払年月日

支払場所

↓

－

備 考一

１

第 十 七 図

この研究は昭和29年度文部省科学試験研究費補助による一部である。
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